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「あぁ、幸せ……」

　十二月末日、先日の冬コミで手に入れた新刊を読みながら、私はこたつで幸せに浸っていた。両親は豊ゆたかを連れておせちを買いに行き、兄は同窓会へ出掛けて行った。家族の帰りは皆、十八時以降。つまりそれまでの時間は私だけのパラダイスなのだ！

　母が再婚するまでは家に一人でいる時間なんて山のようにあったのだが、家族が増えてからというもの、一人でいられる時間は少ない。

　バイトは金策として必須、愛いとしい弟の豊と遊ぶ時間も勿論必要。だが、それ以上に兄に割く時間が多すぎた……。

　三年前に母が再婚できた義理の兄、冴さえ草ぐさ和泉いずみさんは短い間にシスコンへ進化を遂げていった。段々兄との距離が少しずつ詰められていき、私に襲い掛かってきた現実は腐ふバレの恐怖である。

　ＢＬ？　やおい？　同人誌？　という言葉など知り得ないリアル世界の住人である美兄には腐ふ女じよ子しであることを何としても隠し通したい。兄は私の隠しごとを知りたいようだけれど小学生の頃、クラスメイトの男子に「オタクメガネ」と揶揄からかわれ続けて嫌な思いをした私としてはどうしても言いたくなかった。

　家族になって間もない頃は、同年代で容姿が整っている兄に対して恐れしか抱けなかったが今は優しい人だと知っている。風邪で寝込んだ私を看病してくれたり、同居を始めた時は料理も洗濯もできなかったのに頑張って覚えてくれたり、そんな兄に特殊な趣味を知られて軽けい蔑べつされたくない。

　その秘密を隠すために私は様々なピンチを掻かい潜くぐってきたのだ。夏コミに行った時のことを聞かれても花火大会へ行ったと誤魔化し、ＢＬ同人誌を描く友人、越こし田た麻ま紀きちゃんの原稿の手伝いも一緒に宿題をしていたと言い張り、腐ふ男だん子しの仲なか島じまと友達になった時は彼氏ができたんじゃないかと兄に疑われて大変だったが、兄の方が特別なんだと体を張って証明し、同じ趣味を持つ友人に過ぎないと何とか納得してもらった。

　近頃はその兄の束縛が強くなっていく一方で、部屋でネットをしている時も扉をノックされるのは一度や二度ではない。夕飯の相談だったり、おやつのお誘いだったり、次の休日の予定を聞かれたり。少しは放っておいてくれないものか……。

　その拘こう束そくから放たれた今、私に迷いはなかった。朝、出掛けていく家族を見送り忘れ物などして戻ってこないことを確信した後、こたつの上に同人誌を積み、二つ折りにした座ざ布ぶ団とんを枕にしてにやにやしながら本を読んでいるのである。

「聖ひじり君くん、かっこよすぎる。アベルの盾たてになるとか、腐女子を狙い撃ちしにきてる……」

　今、読んでいるのは『禁断のブラッディーハンター』という吸きゆう血けつ鬼き漫画の二次創作小説である。スポーツ漫画にばかりハマってきた私が何故別ジャンルの沼に落ちてしまったか。それは熱狂的ＢＬ好きの友人、麻紀ちゃんに布ふ教きようされたからである。きっと麻紀ちゃんに薦すすめられなければ手に取らなかった。ありがとう麻紀ちゃん……!!

　舞台は英国ロンドン。脳を自動人形オートマタに移植した妹、アリアを動かし続けるために吸血鬼として生を歩む主人公アベルとその命を狙う吸血鬼ハンター聖の戦いを描くミステリーロマンだ。

　この『禁断のブラッディーハンター』は、予想を裏切らない人気で、春にアニメ放映が決まり舞台化もしている。出てくるキャラクターも多く、中でも私は王道カップリングの聖×アベル（略して聖ひじアベ）に夢中になっているのだ。

「もうこれで終わりなのかな？　ぜひ続きを書いて下さい、ハピネスさん……」

　私は三年前からハピネスさんの大ファンでこの人の小説が出る度に買っている。ブラハンだけでなくフラバタもそのまた前のバスケ漫画も同じカップリングで、私の通ってきた全ての道にハピネスさんの姿有り、と言っても過言ではない。

　主にネットで活動していて滅多に本は出さないから、一いち日じつ千せん秋しゆうの思いで新刊を待ちこがれていた。はぁぁ、とトキメキと切なさの余よ韻いんのサンドイッチになっているとガチャリと玄関の扉の開く音が聞こえた。慌てて起きあがり時計を見上げる。

　まだ十五時、早すぎる。ベビーカーを畳たたむ音はしない、ということは兄が帰ってきたんだ。机の上の物をどうにかしなければ……!!

　部屋に戻しに行く時間はなく、咄とつ嗟さに本をかき集めてこたつの中に突っ込んだ。

「ただいま、悠ゆう子こちゃん」

　ひぃぃぃぃ！　背後から首に兄の吐と息いきがかかり、声にならない悲鳴が上がる。瞬間移動かと思うような速度でリビングまでやってきた兄は、そんな私の動揺を知るはずもなく後ろからぎゅっと抱き締めてきた。

「悠子ちゃんのぬくもり、あったかい……」

　寒いならこたつの中に入って下さいと言いそうになって言葉を飲み込んだ。こたつの中には秘密が詰まっているのだ。

「は、放して下さいっ」

　背後の兄からはフローラルな匂いが漂ってくる。香水かな、初めて嗅かぐ香りだった。

　え～、と言う兄の手をつねると兄は渋々体に回していた手を外してくれた。

「帰りに焼やき芋いも買ってきたから一緒に食べよう」

「いただきます！」

「じゃあ、ちょっと部屋で着替えてくるね」

「はい、全然ゆっくりでいいですよ～」

　本当に兄は私の好物を心得ている。兄の突然の帰宅に下がりかけていた心が再び浮上してきた──が、焼き芋タイムに入る前にやらねばならぬことがひとつ。

　がばっと着ている半はん纏てんを脱ぎ、こたつの中の危険物を集めて半纏で包む。それを胸の中に抱き締めて、階段を駆け上がり素早く自分の部屋に入ってふうっと息を吐いた。

「自分の陣地に避難できればこっちのもの」

　兄とすれ違わなくて良かった。本棚のカーテンをめくり、まとめて同人誌をしまう。証しよう拠こ隠いん滅めつ完了。再び半纏を身にまとい、私はリビングへ戻っていった。




　こたつの上には、急きゆう須すと湯ゆ呑のみが二つ、そしてホクホクの焼き芋がお皿に載っていた。

「お茶も淹いれてくれたんですね。ありがとうございます」

「飲むだろうなぁって思ってね」

　湯呑みにお茶を淹れて、ひとつを私に差し出してくれた。甘くて温かい焼き芋を頂きながら、お茶を飲む。美味しくて頬ほおを緩ゆるませると目の前の兄が穏おだやかに笑っていて、だから断れないんだよなぁと思い知る。

　一日が三十六時間くらいあればいいのに。そうすれば趣味と家族の時間が両立できるような気がする。

「和泉さん、帰り早かったですね。同窓会どうでしたか？」

「あんまり仲のいい奴らがいなくて退たい屈くつだったからさ、早めに抜けてきたんだ」

「へぇ、そうだったんですね」

　私は同窓会なんてあっても絶対に行かない。学校の人間というのは、悲しいことに会いたい人間より会いたくない人間の方が多いのだ。

「じゃあ今日は一緒に夕飯作りましょうか」

「うん、早く帰ってきて良かった！」

　兄は手伝いを頼んでも喜んで頷うなずいてくれるから助かる。最近は豊の離り乳にゆう食しよくも作るようにしているので前より時間が掛かる。

　そうやってこたつで話しながら兄とのんびりしていると、

「ただいまー、悠子いるー？」

　と母の呼ぶ声が聞こえて私は立ち上がり玄関へ向かった。兄だけでなく、母達も予定よりも早い帰宅時間だ。しかも玄関に行ってみれば、母の手にはハンドバッグしかなかった。

「母さん、おせち買わなかったの？」

「予定変更よ。おじいちゃんから連絡があったの。年始は豊も連れて皆で帰ってこいって。明日家を出るから用意しておいてね」

　この時期にあの寒い東とう北ほくまで行くのか……雪に覆おおわれた祖そ父ふ母ぼのいる田舎いなかを思い出す。

　私のこたつ好きの原点は祖父母の家の掘りごたつにある。最近行っていないからあの灰の匂いを懐なつかしく感じた。

「でもお義父とうさんは準備万端で待ってくれてるようだから、絶対に行こうね」

　父の言葉に「はい！」と頷き、テレビをつけて天気予報であちらの天気を確認した。

「大雪ではなさそうだね」

「良かったわ、雪かきで体中筋肉痛になって帰ってくるのは嫌だもの」

　と母と一緒に顔を見合わせて笑った。




　こたつに戻って焼き芋を食べ終えた私は、早速部屋で大きめのバッグを出して服や漫画を詰めた。

　通信環境が良くない田舎では一切ネットはしないので、今の内ネット納めもしておく。

　ノートパソコンを開いて書き始めたのはハピネスさんの新刊の感想だ。この熱い思いを込めすぎると人間性を疑われてしまう。控ひかえめな表現に直しながら書き進めていく。

　スマホにすれば祖父母の家に行く移動時間に書いて送れたなぁ、と思わないでもない。送る感想は投稿サイトのコメント機能を使っているので私の携帯電話だと読み込みが遅いのだ。とは言え、どの道、兄の隣に座って感想を書くという危険行為はできないとすぐ悟り、意識を文章に戻した。

　これでいいだろうと感想を送信できたのは、夕飯を作る直前の時間だった。

　そろそろキッチンへ行かないと。パソコンを閉じた時、部屋の扉をノックされた。

「悠子ちゃん？　先に下りて準備してるね」

「待って下さい。今私も行きますから！」

　すぐに立ち上がり、扉の前に立っていた兄と一緒にキッチンへと下りていった。
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　いってらっしゃい、と笑顔で見送る悠ゆう子こちゃんに後ろ髪を引かれる思いで家を出た。

　俺はポケットからスマホを出して、友人に指定された店を確認した。電車に乗って十五分、歩いて十分。そう遠い店じゃないのが救いだった。

　今日、家に悠子ちゃんが一人だと知っていたら同窓会の誘いも頷うなずかなかったのにな……。

　三年前の春、親父おやじが再婚して俺には悠子ちゃんという義理の妹ができた。その頃の俺は女という女に嫌気が差していて親父に結婚の報告をされた時も喜べなかった。

　それというのも俺の容姿は異性に好まれやすく女に振り回される人生を送ってきたからだ。親父譲りの均整のとれた体に祖母から遺伝した琥こ珀はく色いろの瞳に長い睫まつ毛げ、亜あ麻ま色いろの髪は嫌でも人の目を惹ひき、中学で男子校の寮に入るまでは常にストーカーがいるような毎日だった。幼い頃に植え付けられた恐怖心が消えないまま高校生になった俺にとって、女性は鬼門でしかなかったのだ。

　親父に「一度だけは顔合わせに来い、もし来なければ退寮させる」と脅おどされたから渋々行っただけで二度目はない予定だった。どうせ自分の外見に惹かれて媚こびてくるような女子中学生が待ち受けているのだろうと思っていたから──。

　しかし会ってみれば、俺の予想は大きく覆くつがえされた。悠子ちゃんはすり寄ってくるどころか、びくびく警戒する猫のようなコだった。俺の容姿にはあまり興味がないようで視線はしょっちゅう逸そらされた。自分から話をするのが苦手な、内気な印象を受けた。けれど緊張しながらも母親のために必死な顔で挨あい拶さつをしたり、自みずから料理をして親父や俺を歓迎しようとする様子には感じ入るものがあった。

　そして何より、彼女は女性恐怖症の俺が触れても蕁じん麻ま疹しんが出てこない不ふ思し議ぎな女の子だったのだ。悠子ちゃんに興味が出た俺は度々実家に帰るようになり、最終的には自分の意思で退寮するに至った。

　悠子ちゃんは普段、黒髪を適当に結んでおり、眼鏡めがねを掛けてて地味な印象を受けるけど実は可愛い。外見もだけど俺は内面から滲にじみ出る素直な表情や感情表現が悠子ちゃんをより可愛く見せていると思っている。でも悠子ちゃんの自己評価はかなり低いため、俺は目が離せないのだ。一人で留守番させるのが心配になるくらいには。

　そんな悠子ちゃんは大人おとなしいと思いきやそうでもなく、俺の従姉いとこの安あん里りに売られた喧けん嘩かを買ったり、伯父おじと一対一で話して安里を俺に近づかせないよう約束を取りつけたりと結構無茶をする。そこが悠子ちゃんの美点でもあるのだろうけど兄の俺としてはハラハラし通しだ。

　日も出てない早朝から出掛けたり、出掛ける先を聞いても詳くわしく教えてくれなかったりと隠しごとも多いものだから余計に気になってしまう。

　半年前は悠子ちゃんに男友達ができたことを秘密にされたせいで、俺の目を盗んで恋人を作ったのかと勘違いしてしまった。あの時の衝しよう撃げきは忘れられない。一瞬目の前が真っ白になって、未来の悠子ちゃんのバージンロードまで意識が飛んでいた。

　それも男友達の仲なか島じまと悠子ちゃんが二人して交際を否定し、俺の方が大切な存在なんだとあの恥はずかしがり屋やな悠子ちゃんが行動で示してくれたから何とかただの友人関係だと信じることができた。

　おかげで俺の妹に対する愛はどんどん募つのっていくばかり。過保護だなんて言われても悠子ちゃんが可愛すぎるからいけないのだ……。

　だから今日は早めに同窓会を切り上げて、一人で家にいる悠子ちゃんの元へ帰れるように努力しよう。

　中学からの友人、日ひ高だかに会うのは、高校の卒業式以来だから約二年ぶりだ。それまでも同窓会の誘いは何度か受けていたのだが、ずっと行っていなかった。今回の誘いは、四回目で流石さすがに断りづらかった。




　電車を降り、駅から歩いて目当ての店の看板を見つける。入り口の黒板にはランチメニューが載っていた。木調の洒落しやれた雰ふん囲い気きで悠子ちゃんと来ても良さそうだ、とデート先の候補に追加する。

　扉を開けたら店内は満席だった。予約してあると言っていたから大丈夫だろうけど……。中を見渡して友人を捜すと角のテーブルに座っていた。

　俺はその姿を見つけた瞬間、踵きびすを返して店の扉に手を掛けた。その手を素早く手刀で打ち落とされた俺は、ぎろりと相手を睨にらんだ。

「日高、話が違うぞ……」

「待て、待ってくれよ、和泉いずみ！」

　中学からの友人で童顔の日高が店から出ようとする俺の手を摑つかんで必死に止めた。これが純粋な同窓会であれば、俺だって出て行きはしない。

　今日は男四人で近況報告でもしながら飯めしを食って解散。そういう予定だったはずだ。なのに友人の座る席の前には明らかに女が四人座っている。

「これは、どう考えても同窓会じゃないだろ!!」

　中高一貫の男子校に通っていた俺達に女の同窓生はいないのだ。

「だって合ごうコンだって言ったら和泉は来てくれないじゃんか！」

「当然だ！」

　俺が女を苦手だと知っていてこの仕打ち……恨うらまざるを得ない。ジッとねめつければ、日高は両手を合わせて頭を下げてきた。

「頼む、一生のお願いだ。男子校を抜け出してようやく摑んだチャンスなんだ。桜さくら森もり女じよ子しとの合コンなんて今後セッティングできるかどうか……！」

「俺がいなくたってどうにかなるだろ」

「女の子達の目の輝きが違うから！　座ってるだけでいいから頼むよぉぉ」

　日高が涙目で訴うつたえてくる。その視線が痛くて目を逸らせば、奥のテーブルにいる友人、眉まゆ太ぶとの野の田だと糸いと目めの林はやしまでもが縋すがるような目でこちらを見ていた。二人とも何も言わないがその無言の訴えというものが精神的につらい。

　しかもここは店の入り口で、店員の困っている様子も伝わってきた。いつまでもここで言い争っていれば営業妨害にもなってしまう。

「今回だけだからな、二度目はないぞ」

「ありがとう和泉～～！」

　涙目から一転、笑顔になった日高は俺の背中を押して席へと誘導していく。テーブルに近づくと女達の目が俺の顔に一点集中して嫌になる。

　絆ほだされるんじゃなかった……と早々に後悔しながら、座る席の両隣を友人達で固めた。

「待たせちゃってごめんね、和泉も皆が可愛いから驚いちゃったみたいで」

　日高は、女子達に声を掛けて店のメニューを手渡した。

　んなこと一言も言ってない!!

　俺は初しよっぱなからホラを吹く日高の足を踏ふんでやった。日高はそれでも鼻の下を伸ばした状態で、メニューを見ながら悩む女子達を眺ながめている。余程今日という日を楽しみにしていたらしい。

　正直、前に座る女子高生達は皆、似たような化粧に服装をしていて見分けがつきにくい。その上、甘ったるい香水の匂いは鼻について気持ちが悪かった。

　俺は適当に食事とドリンクを選び、その後は聞き役に徹てつした。友人達は話し上手で話題も豊富だ。男子校育ちで女子に免めん疫えきがないだけで気遣いもできるし、面倒見がいい。中学の時、愛あい想その欠片かけらもなく生意気だった俺とも友達になってくれたくらいだ。

　……今日くらいは耐たえてやるしかない。

　昔を思い出している内に、隣の席の日高と女子の会話が始まっていた。

「私、料理をするのが趣味で友達にお菓か子しをあげたり、休みには家族には食事を作ったりして結構好評なんですよ。偶たまに失敗しちゃったりもするんですけど練習あるのみですね」

　髪をひとつに緩く結んでいる女子が照れ笑いを浮かべながら日高にスマホで作った料理の写真を見せている。

「へぇ、美味おいしそう。あ、この隣の写真は振ふり袖そで？」

「着るのはちょっと先ですけど素敵なのを見つけてしまってこれにしたんです」

「綺き麗れいだね。小お野のさんが着たところも見てみたい」

　どんな振袖か興味が湧いて、スマホを覗いてみると赤の振袖に臙えん脂じと黒の帯だった。組み合わせとしては悪くない。悠子ちゃんなら何色が似合うだろう。

「赤もいいけど、水色とかも似合いそう」

　フフっと想像しながら笑うとスマホを見せている女子が「そ、そうですか？」と顔を赤らめていた。

「黒髪なら明るい色の方が映えそうかなって」

　それに悠子ちゃんは寒色系の色の方が好きだし。せっかくなら本人の好みを優先したい。

「そう言ってもらえると嬉しいです……冴さえ草ぐささんって、黒い髪の方が好きなんですか？」

　どこにこの女子が喜ぶ要素があったのか不思議に思いつつ、質問に頷いた。

　自分の髪は祖母からの隔かく世せい遺い伝でんで色素が薄いから目立つことも多い。事情を知らない教師に何度か注意を受けたこともあったので無難な黒髪の方が良かった。

「へぇ、知らなかった。和泉の女の子のタイプなんて初めて聞いた」

「それ私も知りたいです！　もっと詳しく教えて下さい」

　俺も！　と林まで話に乗っかってくる。何でこんな話の流れになったんだ。俺がパス、と話を切ろうとするのを察さつした日高が両手を合わせて、俺に何度もウィンクしてくる。

　心の中で『頼む、一生のお願いだ』と言ってるんだろう。都合のいいヤツだ。

「好きなタイプね……小柄で可愛くて、さらさらの黒髪。髪はひとつに結んでて照れ屋で努力家」

　頭の中に思い浮かべるとどんどん言いたいことが増えていった。

「不器用なところもあるけどそこもぎゅってしたくなるくらい可愛い。家庭的で料理上手で働き者の、友達思いな優しいコかな」

　話し終わると周囲のメンバーがそわそわと先程振袖の写真を見せてきた女子に注目していた。隣の日高が俺を肘ひじで突いて「なぁ、もしかして今の、告白……？」と小声で窺うかがってきた。

「告白じゃなくて俺の正直な気持ち。お前が聞いてきたんだろ」

「えぇ、本気で？　あんな熱い目で見て語っておいて告白じゃないと!?　はぁ、俺も狙ってたのにお前が相手じゃ勝ち目ないじゃん」

「勝ち目？　お前に譲るわけないだろ。身の程を知れ」

　一体いつから悠子ちゃんに目をつけていたんだ。メッセージで何度か悠子ちゃんのことを話したことがあったからそれで興味を持ってしまったのかもしれない。

　俺は今後絶対にこいつには悠子ちゃんと会わせてやるものかと心に誓ちかった。

　女子達は真っ赤な顔で「私も言われてみたい」「羨うらやましすぎる」「ちょっ、泣いてるよ、小野ちゃん」と声を抑えて話しているが全部聞こえている。泣いてる女子は目元の化粧が落ちてすごいことになっていた。パンダなんて可愛いものではない。誰もそのことについて触れないので仕方なく机の端に置いてある紙ナプキンを取って手渡した。

「あ、ありがとうございます。っ家か宝ほうにしますね」

　マスカラのせいで黒くなった涙を流しながら紙ナプキンを受け取った女子を見て、俺は仏ほとけ心ごころを出してしまったことを後悔した。そんな物を家宝にされても困る。

「なぁ、もう話どころじゃなさそうなんだけど帰っていいか」

「あと一時間でいいから、な！」

　女子達はその後も俺に何度か質問してきたが、友人達の鉄てつ壁ぺきのガードにより何も答えずに済んだ。最初からそうしてくれれば良かったものを。

　俺は珈琲コーヒーを飲み、時々スマホをいじりながら時間を潰した。




　予定時刻になりようやく解放される！　と俺だけ席を抜けようとすると皆が立ち上がった。これから二次会に移るらしい。帰ろうとする俺に日高はしぶとく食い下がってきたが「もう一生のお願いは聞かない」と突っぱねた。

「冴草さん！」

　先程のマスカラ女子が話し掛けてきた。顔を見ると崩れていた化粧は短時間で直してきたようだ。俺は隣にいる日高をバリケードにした。

　女子は気にした様子もなく、俺に向かって手を差し出した。その手の上には犬のストラップが乗っている。以前悠子ちゃんがくれたものだ。いつの間にか紐ひもが切れて落ちてしまったようだ。

「椅い子すに落ちてたので冴草さんの物かと思って」

「ありがとう、助かった」

　日高の後ろから手を伸ばしてストラップを受け取ると自然と笑みが零こぼれた。これは悠子ちゃんからもらったものだから失くしたくなかったのだ。

「い、いいいいえ！　どういたしまして。あの、また会えるの楽しみにしてますね！」

　女子は両手で顔を隠して友人達の元へと走っていった。勿論また会う機会などない。

「これ、見たことあると思ったらフラバタに出てくる柴しば犬いぬじゃん、和泉こういうの趣味だったっけ？」

「可愛いだろ？」

「……少し会わない内に変わったなぁ」

　日高は感かん慨がい深ぶかげに俺を見ていた。昔の俺は漫画もアニメも見なかったから、日高もその頃のことを思い出しているに違いない。

　自分でも変わったと思う。親父が再婚して、悠子ちゃんと出会って、全てが変わった。生活が色づき、将来の夢もできた。

「じゃあな、日高。次に同じことをやったら縁えんを切るからな、忘れるなよ」

「え～、良かったじゃん！　いい出会いもあったしな。けど確かに騙だまして合コンに誘ったのは悪かったよ」

　いい出会いなんてあったか？　日高が本気で反省しているようには見えない。文句のひとつでも言いたかったが他のメンバーが日高を待っていたので、言わずに手を振って店を離れた。




　家に着いたのは十五時。帰りがけに買った焼やき芋いもを悠子ちゃんと食べるにはちょうどいい時間だった。

　鍵かぎを回して玄関の扉を開ける。足元には悠子ちゃんのスニーカーが置いてあった。いつもなら音を聞きつけて玄関まで顔を出してくれるんだけど出てこない。

　──ってことはまたこたつに入り浸ってるんだな、きっと。風邪かぜを引くから気を付けてって言ってるのに。

　靴を脱いで、リビングを覗のぞくと案の定こたつに入っている悠子ちゃんの後ろ姿が見えた。

「ただいま、悠子ちゃん」

　背後から悠子ちゃんを包むように抱き締める。ふわっと項うなじからは石せつ鹸けんの匂いがして、鼻を悠子ちゃんの肩口に埋うめた。先程会った女達の胸やけするような香水とは比べようもない。

「悠子ちゃんのぬくもり、あったかい……」

　同窓会と称された合コンで荒すさんだ心が悠子ちゃんによって癒いやされていく。

「は、放して下さいっ」

　口ではそう言いつつ、すぐに振り払わないところに愛を感じる。

　出会った頃の悠子ちゃんには散々逃げられて距離を取られたから、俺に慣れてきた証しよう拠こだと思うと尚更嬉しい。

「え～」

　一時間くらいこのままでいたいんだけど。腕に力を込めると悠子ちゃんが俺の手をつねってきた。抵抗の仕方も可愛いとか、際さい限げんがない。けれど、悠子ちゃんに本気で嫌がられたくはないのでゆるゆると腕を解いた。

「帰りに焼き芋買ってきたから一緒に食べよう」

「いただきます！」

「じゃあ、ちょっと部屋で着替えてくるね」

「はい、全然ゆっくりでいいですよ～」

　自室に入り、コートを脱ぐ。ハンガーに掛けると香水の匂いがした。すぐに消しよう臭しゆう除じよ菌きんスプレーを取ってコートに吹きかける。服も全部脱いで着替えた。部屋を出てリビングに戻る途中で、脱いだ服を丸めて洗せん濯たく籠かごに放り込む。




　リビングに戻ると悠子ちゃんがいなかったので、キッチンで急きゆう須すを出してお茶を淹いれた。お盆に湯ゆ呑のみと急須、焼き芋を載っけて、こたつの上に置く。

　こたつに足を入れて待っていると悠子ちゃんが戻ってきた。

「お茶も淹れてくれたんですね。ありがとうございます」

「飲むだろうなぁって思ってね」

　素早くこたつに入り、悠子ちゃんは早速焼き芋を食べ始めた。小さい口で大きい物を食べる姿はハムスターのように愛らしく、見ていて飽あきない。

「和泉さん、帰り早かったですね。同窓会どうでしたか？」

「あんまり仲のいい奴らがいなくて退たい屈くつだったからさ、早めに抜けてきたんだ」

「へぇ、そうだったんですね」

　俺の噓うそにも素直な悠子ちゃんは少しも疑うたがう様子はない。気付かれなくて良かった──実際は同窓会ではなく合コンだったのに咄とつ嗟さに噓をついてしまった。

　行きたくて行ったんじゃないけれど後ろめたい気持ちと、騙されて参加してしまった恥ずかしさがあった。それに何より悠子ちゃんには合コンに参加するような兄だって思われたくなかった。




　数時間後、悠子ちゃんとこたつでテレビを見ていたら両親と豊ゆたかが帰ってきた。悠子ちゃんがこたつから出て行ったので俺もついでに一緒についていった。

　両親の話によると急に祖父から年始は家族で帰省するよう連絡があったらしい。

　明日、朝に家を出て祖そ父ふ母ぼの家に車で向かうことになった。祖父母に会うのは初めてなので楽しみだ。妃きさきさんも悠子ちゃんもテレビをつけて明るい顔で天気予報を確認している。

　そんな中、一人だけ曇くもった表情の父がススッと背後に回ってきてポンと肩かたを叩いた。

「くれぐれも祖父の忠ただ義よしさんには失礼のないようにな。忠義さんは妃さんと悠子ちゃんのことを目に入れても痛くないくらい可愛がってるんだ」

「そうなんだ、楽しみだな。悠子ちゃんの小さい時の話とか聞いてみたい」

　豊が生まれてからは特にそう思うことが増えた。幼い悠子ちゃんは抱き締めたら離したくなくなるような愛らしい子どもだったに違いない。想像して頬を緩めていると親父が「お前はいいなぁ」と羨ましそうに呟いた。

「オレも聞きたいんだぞ。でも忠義さんには初めてご挨拶に伺うかがった時に結婚を反対されたのもあって上手く会話ができなくてな……」

　結婚を反対されてたのか、それは初耳だった。俺に再婚の報告をした時は既に決定事項だったから滞とどこおりなく話が進んでいたのかと思ったが、少し考えてみればわかることだった。

　もしも悠子ちゃんが親父のような二回も離婚歴のある男を連れてきたら……問もん答どう無む用ようで塩を撒まく。それでも最終的に親父との結婚を許してくれたのだから祖父の心の広さには感謝してもしきれないが。

「親父は、妃さんとか悠子ちゃんや豊が写ってる写真をアルバムにして持ってけば？　聞いた感じだと忠義さんには高級な菓か子し折おりよりそっちの方が喜ばれると思う」

「そ、そうだな！　ありがとな、和泉」

　俺にアドバイスしてもらえるとは思っていなかったのだろう。目を丸くした後、嬉しそうな顔をしながら親父は部屋に戻っていった。

　昔に比べて親父が様々な努力をしていることは伝わってくる。家にいる時間は増えたし、家族でマメに連絡も取りあい、子育てにも積極的に参加している。そんな姿を見ていると、もっと早く気付いてくれれば良かったのに、という気持ちが込み上げてくることもある。

　だけど理解できる部分もあるのだ。親父は妃さんに出会えたからこそ変われた。俺も悠子ちゃんとの出会いがなければ変化のない人生を淡たん々たんと送っていただろう。

　過去を責めるより、明るい未来に繫げていきたい。俺も頑張らないとな。

　親父の背中を見ながら階段を上がっていった。
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「ひ、ウソ、っていうか届いてるの三日前……!?」

　祖そ父ふ母ぼの家から帰ってきて鞄かばんの中身を片づけた後、私は真っ先にパソコンの電源を入れた。そして、いつもの投稿サイトにログインしたところで思わず声を上げてしまった。

　三日前に憧あこがれの小説家であるハピネスさんからメッセージが届いていたのだ。

『いつも小説の感想をありがとうございます！　ゆたんぽさんはブラハンの舞台にも興味があるんですね。よかったらチケット二枚あるので一緒に行きませんか？』

　私はゆたんぽというハンドルネームでハピネスさんの小説に感想を送っている。ハピネスさんは私の感想に毎回丁てい寧ねいに返信してくれるのだが、こんなお誘いを受けたのは初めてだ。それを三日もお待たせしてしまうなんて後こう悔かいしかない。

　ネットでしか話したことがない人だけど、ハピネスさんとはいつか会ってみたいと思っていた。でもネットでの活動が主で、委い託たくや通販はしてもイベントにサークル参加する人ではないからご挨あい拶さつにも行けなかった。

　……ハピネスさんも勇気を出して誘ってくれているはず。ならば私も勇気を出すべきではないだろうか。私は震える手で文章を打った。

『お待たせしてすみません。お誘いありがとうございます。ぜひご一緒させて下さい』

　断れば後悔するのはわかっていた。だからこれで良かったのだ。私は片手をドキドキする心臓に当てて、パソコンを閉じた。

　いつもならここでネットサーフィン波乗り一直線だけど今日はこれで精一杯だ。憧れのハピネスさんに会える。そう思うと鼓こ動どうは激しく高鳴るのだった。




「和泉いずみさん、今日スマホを買いに行く予定なんですけど……お時間があれば付き合って頂けませんか？」

　翌日、私は昼食を終えたタイミングで兄に声を掛けた。前からスマホに替えようか悩んではいたのだが惰だ性せいで携帯電話を使い続けていた。けれど昨日のハピネスさんへの返信三日放置は堪こたえた……。これは換え時だと判断して購入を決意したのだ。

「一緒に？　勿論行くよ、機種とかもう決まってるの」

「いえ、高価すぎず使いやすそうなのであれば何でもいいです」

　一応下調べをしたけど種類が多すぎて決められなかった。私は苦笑しながら答えた。

「じゃあ俺と同じ会社のにしよう。そうすれば操作方法とかも教えやすいし」

　二人で話を進めていると机を挟んで前に座っている母が口を開いた。

「二人とも出掛けるなら、豊ゆたかも連れて買い物もしてきてくれない？」

「いいけど、せっかくなら母さんも一緒に行こうよ」

「私は翻ほん訳やくの仕事が残っててね。悪いけど豊を連れて出掛けてくれた方が捗はかどるのよ」

　田舎いなかから帰ってきて早々に仕事とは母らしい。豊と出掛けられるのは嬉しいので断る理由はない。私は母から買い物メモを受け取り、出掛ける用意を始めた。




　部屋を出て玄関に向かうと兄と豊を抱っこする母が既に立っていた。私は豊のおむつポーチやおもちゃ、下着やミルクセットなどが入ったトートバックを持っているため、豊のことは和泉さんが抱っこしてくれている。今日行くショッピングセンターは、受付でベビーカーを借りられるのでベビーカーは持って行かないことにした。

「和泉さん、先に携帯ショップに行ってからショッピングセンターに行きましょうか」

「大丈夫だよ、ショッピングセンターの中に携帯ショップも入ってるからね」

　それは助かる。駅前の携帯ショップは待たされる上に狭く、トイレもひとつしかないから豊が泣いたり、おむつを替えたい時は不便なのだ。兄は私の心配も察さつしてくれたようだ。

「余ったお金は自由に使っていいわよ。気を付けて行ってらっしゃい」

　玄関前に立つ母に見送られながら車に乗り込み、兄の運転でショッピングセンターへと向かった。




　家から少し遠いショッピングセンターには子ども服のお店やドラッグショップや食品売り場もあり偶たまにしか行けないが重宝している。

　そして、何よりここには地域で一番大きな書店があるのだ！

　スマホを購入して母からの頼まれ物を全て買った後、私は兄に豊と書店の入り口で待ってもらい漫画コーナーへ走った。先月から買いたかった新刊が溜まっているのだ。目当ての漫画を次々と手にしてレジでお会計をお願いした。

「あと、このくじも三回分お願いします」

　まだ残っていて良かった！　もしかしたらなくなっているかもしれないと危き惧ぐしていたが、ポスターが書店の前に張り出されていたからあると思ったのだ。

　残念ながら近所の書店ではブラッディーハンターのホクホクくじ（略してホクくじ）をやっていなかった。フラバタの時はあったのに……恐らく出版社の狙いとファンの購買層の違いだろう。ブラハンは人気作品ではあるが腐ふ女じよ子しに的まとを絞しぼっていると言っても過言ではない。

　ドキドキしながらくじを開いてみて、当たったのはアベルのタオルとチケットファイル、あとは一番欲しかった聖ひじり君くんのアクリルスタンドだった。

　マーベラス……!!　片足を前に出して、細身の剣を片手にこっちを睨にらんでいる。その勇いさましい表情と美しいポージングが堪たまらない。このままうっとりと眺ながめていたいがあとでじっくり部屋で鑑賞しよう。

　あまりのんびりしていると兄が心配して本屋の中まで捜しに来てしまう。急いで書店の入り口に戻り、足を止めた。兄が誰かと話をしている。

　目を凝こらして相手の顔をよく見てみると兄の友人である佐さ藤とう貴たか士しさんだった。何度かウチにきたこともあり、挨拶したことがある。

　佐藤さんは面倒見が良く、中学から野球一筋で一番親しい友人だと兄からも聞いている。警戒心を解いた私は二人に近づいていった。

「お久しぶりです、佐藤さん」

「いつも話に聞いてるから久しぶりって気がしないけど妹ちゃんも元気そうで良かった」

「いつもって……和泉さん、変なこと話してませんよね？」

「変なことって？　貴士とは普段の話しかしてないよ」

　隣に立つ兄は首を横に振った。私のプライバシーは守ってくれていると信じたい。

「にしても今日は、妹ちゃんだけじゃなくて弟君も一緒なんだね。弟君、大人おとなしいなぁ」

　佐藤さんがしゃがんでベビーカーに座る豊と視線を合わせた。豊はあうあうと手を伸ばし、人差し指を握られた佐藤さんはその可愛さに悶もだえている。

「可愛い……和泉に似てるね」

　佐藤さんは兄を見上げた。そう、豊の髪色や顔の造作は所々兄に似ていて愛らしい顔立ちをしているのだ。

「和泉さんと耳の形とかそっくりですよね」

「あぁ、和泉だけじゃないけどね」

　ちらりと佐藤さんに私の方まで見られて首を傾かしげた。

「悠ゆう子こちゃん、俺のそんなところまで見てくれてるの……!!」

　変なところで感動しないで欲しい。私が兄のマニアみたいじゃないか。

「和泉、妹ちゃんをあまり困らせるな。荷物も多いみたいだし、お前がどんどん買い足していったんじゃない？」

「あの佐藤さん、どちらかって言うと私が選んだ物の方が多いんです。スマホを買うついでに弟の物を買ってたら予定よりも増えてしまって」

　とさりげなく、くじの賞品が入ったエコバッグをベビーカーの後ろに掛けて誤ご魔ま化かした。

「悪い悪い、てっきり和泉のせいかと思った。妹ちゃん、スマホ買ったんだ。じゃあ俺と番号交換しようよ」

「は？　何でお前と悠子ちゃんが？」

　気を許している相手だからか、兄の態度が悪い。これで喧けん嘩かにならないのは佐藤さんが寛かん容ようなおかげだろう。

「和泉に何かあった時、妹ちゃんに連絡できるだろうが」

　確かに兄が大学で具合が悪くなるようなことがあったら私にも連絡が欲しい。

　そういうことなら、と兄は渋しぶ々しぶ許可を出した。スマホの操作は不慣れなので兄が代わりに電話番号を交換してくれる。

「で、貴士はここに何しに？」

「俺は参考書を買いにな。ここ揃えがいいんだよ」

　ですよね!!　と心の中で賛同する。近所にあったら最高だったのに。

「そういや和泉、この前日高に会ったぞ。合コンだったんだって？　災難だったなぁ」

「──それ以上話したら首を絞しめる」

　和泉さんが合コン？　思い当たる日があった。祖父の家に行く前、兄から甘い香水の匂いがした時があった。

「……あの日、同窓会じゃなくて合コンに行ってたんですね、和泉さん」

「い、行きたくて行ったんじゃないよ！　騙だまされたんだ」

　では何故それを正直に話してくれなかったのか。つい、眉まゆを寄せて兄を見上げてしまう。

「合コンだって知ってたら絶対行かなかった！　友達にも二度と誘うなって念を押しておいたし」

「嫌なら、すぐ帰ってくれば良かったんじゃないですか？」

「それは泣きつかれたというか……」

　和泉さんも女性の涙には弱いのか。女性が苦手だと言っていたけど、合コンで気になる人がいたのかもしれない。ズキリと痛む胸を無視して、私は笑みを浮かべた。

「よ、良かったですね、和泉さん。……イイと思いますよ。和泉さんが女性嫌いを克こく服ふくできたなら私も嬉しいです」

「ゆ、悠子ちゃん」

　何故、兄が見捨てられた子犬のような目をしているのか、私にはわからなかった。

「妹ちゃん、本当に和泉は知らなかったんだろうから信じてやって」

「っは、はい」

　一瞬、佐藤さんの存在を忘れてしまっていた。

「じゃあ、俺は参考書探しに行くから。買い物の邪じや魔ましちゃってごめんね」

　佐藤さんは苦笑して書店の中に入っていった。兄ともっと話をしていたかっただろうに、気を遣ってくれたようだ。

　買うべき物は全て買ったので今日の目的は終えている。佐藤さんの姿が消えると、私は無言でベビーカーを押して駐車場を目指して足早に歩き出した。

「……悠子ちゃん、怒ってる？」

「怒ってません、合コンに参加するのは個人の自由です」

「もう二度と行かないよ。そんな時間があったら悠子ちゃんの傍そばにいるし！」

「これ以上は何も言わないでいいですからっ」

　早歩きしながら会話する私達の姿を他のお客さん達が興きよう味み津しん々しんの目で見ていた。私は羞しゆう恥ちのあまり人の目から逃のがれるように、駐車場行きのエレベーターのボタンを力強く押した。




　家に帰るとソファに腰を下ろした私の隣に兄が座り、張り切って私にスマホの使い方を教えてくれた。

「ここはこうして」

　と兄が私のスマホに手を伸ばすと肩がぴったりくっついた。どきんと心臓が跳はねて、さりげなく距離を取った。合コンでもこんな風に女の子に近づいたりしたんだろうか。たとえ兄にそんな気がなかったとしても勘違いしてしまいそうな距離だった。

「色々便利なアプリもあるんだ。試しに俺に朝の挨拶してみて」

「おはようございます、和泉さん」

　翻訳アプリかと思って兄が差し出したスマホに向かって話しかけてみる。そしてすぐに翻訳されるかと思えばそんなこともなく、兄はポケットにスッと自分のスマホをしまった。

「え、今の何だったんですか」

「ありがとう、目覚ましに使わせてもらうね」

　綺き麗れいな笑みを浮かべた兄に私はすかさず言い返した。

「そ、そういうのは前もって教えて下さい」

「そうしたら悠子ちゃん黙だまっちゃうでしょ。それに本当に便利なんだよ。悠子ちゃんも豊の声で朝起きれたら嬉しくない？」

　反論できない。豊の可愛さは正義なのだ。思わず『ねーね、おきて』という舌足らずな弟の声で起こされたいと思ってしまった。

「他にも悠子ちゃんが使いそうなアプリ入れとくね。家計簿とか、単語帳作るアプリもテスト前とか便利だよ」

　兄は他にも色々なアプリを私のために用意してくれていたようだ。朝の挨拶くらいなら……今回は、スマホの授業料だと思って我が慢まんしよう。

　ある程度兄からスマホの使い方を教わり、私はうきうきしながら部屋に戻った。これで好きな絵師さんが配布してるスタンプを入手することもできる。

　ベッドに寝転がり、サイトに接続しようとしてふと画面を見ると新着メッセージが届いていた。確かめてみたらそれは兄からで『困ったことがあったら何でも俺に聞いてね。いつでも相談に乗るから』と書かれていた。

　流石さすがモテる人は違う。このフォロー力が現実では物を言うのだろう。

　私は慣れない手つきで文章を入力し兄にお礼のメッセージを送った。

　兄の面倒見の良さに感謝だ。トークアプリを閉じて、私は馴な染じみのサイトを徘はい徊かいし始めるのだった。
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　三学期が始まり、授業を終えた私は視聴覚室へと歩いていた。スマホに麻ま紀きちゃんからブラハンアニメの続報が届いて舞い上がる。

　攻めキャラの聖君の声が、偶然にもフラバタの穂ほ積づみ君と同じ人とは！　公式に殺される。麻紀ちゃん曰いわく、アニメ化を担当する制作会社は評判が良いところで作画が綺麗らしい。

　喜びを噛かみ締しめながら視聴覚室の扉を開けると、週刊誌を読んでいた仲なか島じまが顔を上げた。

「仲島、聖君の声は穂積君と同じ声優さんだって」

「マジか！」

　ちなみに仲島にもブラハンを勧すすめたがハマらなかった。仲島からすると狙いすぎてて苦手とのこと。私も表紙からしてそれはわかっていたけど理性と本能は別物なのだ。

「春の放映が待ち遠しい。今度はブラハンの舞台にも行くしね。運が私の味方をしてる」

「アニメ化に舞台化、波に乗ってんなぁ。てかお前舞台に興味あったんだな」

「好きな作家さんがよく舞台に行く人でずっと気になってたんだよ。けどさ、二・五次元新参者の私には勇気がいるし、調べたらチケットも争奪戦でね……。そうしたらその人がチケット二枚あるからって誘ってくれたの!!　行くしかないでしょ。今度初めて会うんだけど緊張する」

「初めて？」

「うん、ネットで知り合った人だから」

　私の返事に仲島が訝いぶかしげに眉を顰ひそめた。

「それ、本当に大丈夫なのかよ。相手女だよな。行ってみたら親父おやじでデブで足が臭い可能性だって」

「ない!!　ハピネスさんはひとつ年上で都内に住んでる聖ひじアベの神だよ」

　まったく言いがかりもいい加減にして欲しい。

「オレだってこんなこと言いたかないけどよ。ネットで知り合った奴がチケットを高額で売りつけてきたりするらしいぜ。付きまとうような奴だっているし、気を付けろよ」

　そこまで悪い方向に考えていなかったので、一気に私の中にあったハピネスさん像が崩くずされた気分だ。私は歳の近い女性だと信じて疑わないが改めて性別を聞いたことはないし仲島の言う通り、年配の男性が来る可能性も無きにしもあらず。少しは自じ衛えいした方がいいのかもしれない。

　真剣に考え込んでいると突然ガラッと視聴覚室の扉が開いた。開けたのはセミロングの髪をくるんと巻いた明るい雰囲気の女子生徒だった。

「あ、ごめーん、誰もいないと思って。てか仲島じゃん、こんな所で何してんの」

「ダチと喋しやべってるだけだし。お前こそ何しに来た。しっしっ」

　どうやら仲島の知り合いのようだ。ギャル相手に普通に会話するとはオタクにあるまじき男だ。

「超失礼なんだけど。私は先生に頼まれて掃そう除じしに来たの！」

「あぁ、じゃあそれはオレがやっとく」

「ラッキー！　じゃ、仲島お願いね～」

　女子生徒は嵐の如ごとく去っていった。今になって心臓がバクバクしてきた。正直、ちょっと苦手なタイプの女子だった。

「さ、さっきの私達の会話、聞かれてたかな？」

「大丈夫だろ、入り口まで遠いし」

　なら良かった。学校で腐ふバレとか一番嫌なパターンだ。

「お前びびりすぎだって」

「……だってさ、明日には学年中に私達の秘密が広がってて冷たい目で見られたらとか考えちゃうとさ」

　学校は嫌でも行かねばならない場所なのだ。小学校高学年の時のことを思い出すと今でも胃いがキリキリ痛む。クラスの中心的人物だった男子に大声で「オタクメガネ」と馬ば鹿かにされて、それまで友達だった子にも距離を置かれるようになって……私は一層漫画の世界にのめり込んでいったのだ。あの頃のようにお腹なかを痛めながら登校したくない。

「オレもバレたかないけど、冴さえ草ぐさは想像以上にネガティブだな」

「周りと少し違うってことに女子は特に敏びん感かんなんだよ。何がいじめの原因になるかわからないから気を付けないと」

　いくら教室ぼっちの私でも、ひそひそ悪口を言われるのは御ご免めん被こうむりたい。この学校には漫まん研けんが存在しないことからして仲間は少なく、オタクは周囲から浮いているのだ。そこへ悪意がプラスされたら教室は針はりのむしろだ。

「……まぁそうだな。声を小さくしたり、場所変えるとか？　冬は屋上だと寒いしなぁ」

　必死に言い募ると仲島は真しん摯しに受け止めてくれたようでほっとした。

「良さそうな教室とか場所がないか私も探してみるね」

　窓から覗く夕日が沈みつつあり、解散時間が迫っていた。暗い時間に帰るようなら迎えに行くから一人で帰らないようにと兄に言われている身としてはのんびりしていられないのだが、まだここでやる仕事が残っている。視聴覚室の隅にある掃除用具入れから箒ほうきを出して仲島に渡した。

「覚えてたか」

「忘れるはずないじゃん、さっさと終わらすよ」

　仲島と急いで掃除を終わらせて夕日の中、早足で下校した。
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　運命の週末、遂にハピネスさんと会う日がやってきた。ただでさえ初対面だから緊張しているのに、この前の仲島の忠告のせいで会うのが怖くなってきた。

　……だいぶ年上で清せい潔けつ感かんのない出会い目的の男の人が来たらどうしよう。念のため、以前兄から貰もらった防犯ブザーを鞄に忍しのばせておいた。

　ハピネスさんのことを疑ってるみたいで嫌だけど、自分の身は自分で守るしかない。私は覚悟を決めて、待ち合わせ場所である舞台会場を目指した。




　電車を降りて駅を出るとそこにはファンシーな世界が広がっていた。ネズミの耳をつけた女の子達が噴水の前できゃっきゃとはしゃいでいる。

　場違い感が半はん端ぱじゃない。スマホを片手にまるで迷路のような建物の中を通り抜けていくとようやく外に出る。そこにはホームページで見た大きな建物が見えてほっと胸を撫なで下ろした。

　ハピネスさんにはすれ違いを避さけるため、私の服の特徴を書いてメッセージを送っておいた。赤いチェックのマフラーにベージュのダウンコートと黒のパンツ、兄が選んでくれたから変じゃないはずだ。待ち合わせ時間まではあと十分、もう一度連絡するべきかと悩んでいると背の高い男性と目が合った。

　片目が隠れ気味の前髪に右耳には赤いピアス、黒のロングコートが寒風で靡なびいている。長い足でこちらに向かって歩いてくるその姿に堪らず声を上げてしまった。

「お、推おしが三次元化した!?」

「ックク、はじめまして、ゆたんぽさん」

　目の前で聖君が笑ってる……。周囲はブラハンのファンで溢あふれていて、当然周囲の視線を独り占め状態だ。現実離れした神こう々ごうしさに皆、距離を置いてこちらを見ている。

　あれ、実は既に舞台は始まっている？　これは手作りしてきたアレの出番では……！

　トートバックから『バーンして！』と書かれたうちわを出すと聖君は右手で銃じゆうを作り、パァンっと私の心臓を打ち抜いてくれた。ふらりと後ろへよろめくと聖君が私の体を後ろから支えてくれる。

「ありがとうございます。もう思い残すことはありません……」

　ぱたりと力が抜けて首がガクッと折れた。どうやら私は今日の舞台が楽しみすぎてまだ夢の中にいるようだ。

「死なないでくれ……お前を殺すのは私の役目だろう？」

　その台詞せりふを聞いて私はぴくりと耳を動かした。忘れるわけがない。ハピネスさんの新刊に出てきた聖君の名台詞だった。

「本当に、ハピネスさんなんですか？」

「良かった、ゆたんぽさんなら気付いてくれると思ったよ」




　恥ずかしい邂かい逅こうを済ませた後、物販の長い列に並びながら私はハピネスさんにひたすら頭を下げていた。

「気にしないで！　それだけ緊張してたってことでしょ。ほら、紙受け取って」

　前から歩いてきたイベントスタッフの男性は私達が持っていたチケットを確認してから物販商品の一覧が印刷されたプリントを配布してくれた。鞄から出したチケットをファイルにしまうとハピネスさんは目を丸くした。

「そのアベルのチケットファイル、ホクくじのやつだね。いいなぁ」

「はい、もう当たった瞬間、今日使うようにという思し召しだと思いましたよ。本当はもっとくじを引きたかったんですけど。ここで買い物もする予定でしたし耐えました……」

「偉えらい、私は歯止めきかないタイプだからいつも回数制限の上限まで引いちゃう。あ、ゆたんぽさんは舞台初めてだよね。パンフとペンライトとブロマイドは絶対買った方がいいよ。あ、タオルも赤黒の推しカプカラーだからオススメだし、トートは日常使いできるデザインでよく考えられてるよね～」

　黙っていると綺麗なお兄さんなんだけど話すと同じ穴の狢むじななんだなぁとわかる。声は女性にしては低く、男性にしては高いアルトボイスだ。でも服装を見る限りは男性っぽいような気もする。どちらにせよ、これだけかっこいいとかなり緊張する。憧れと理想を混ぜるなんて危険すぎた。




　ハピネスさんは気さくな人で並んでいる間も退たい屈くつしなかった。パンフレットとグッズを入手した後、席に行ってみれば中央の通路に近い席だった。舞台がよく見え、休憩の際は移動もしやすい特等席だった。

　スマホの電源を切り、椅子に座ってハピネスさんとパンフレットを読みながら舞台が始まるのを待つ。

　今日の舞台は原作者である栗くり原はらみかど先生が手掛けていて、ミュージカル風に仕立ててある。物語は主人公のアベルが、オークションに自動人形オートマタ研究の第一人者であるウィルフレッドの研究書が出品されるという噂うわさを聞きつけて侵入する場面から始まる。

　吸きゆう血けつ鬼きであるアベルは機械人形の妹、アリアの修理をするために必要な研究書を探し続けているのだ。しかしアベルは吸血鬼ハンターである聖に狙われているため、表立っては動けない。だから様々な人間に変装したり、狼、猫、蝙蝠こうもりのいずれかに変身をして吸血鬼ハンターの目を欺あざむくのだ。

　仮面舞踏会の中でライブシーンがあり、その時にうちわやペンライトを振っていいとハピネスさんが教えてくれた。

　ふむふむと読み込んでいると公演時間が近づき、ざわざわしていた会場内が静かになり照明が暗くなっていく。

　すると、舞台が少しずつ照らされて現れたのはアベルだった。奥に掛けてあるカーテンから顔だけ出してきょろきょろ周囲を見渡している。その下からちょろっと顔を出したのはアベルの妹のアリアで「どうしましょう、お兄様？」と下から兄の顔を窺うかがっている。

　何だ、この可愛いコンビは。原作では殺さつ伐ばつとしたシーンが多いのでいきなり癒される。今はオークション会場の控室に侵入したところのようで所々に美術品が並べられている。

　そこに「失礼する！」と颯さつ爽そうと登場したのが敵サイドの親玉グレアムと陰の司令塔ルナール、それに私の推しである聖君だった。聖君が属する吸血鬼ハンター協会《ガーネットクロス》がロンドン警視庁と協力してアベルを捕まえようと話し合いを始めた。このガネクロのメンバーと警視庁メンバーは、お互い制服がとてもかっこいいデザインかつ個性豊かなイケメン揃いなのでファンも多い。

　そのせいで味方の少ないアベルはとても苦労するのだが……自動人形の妹と協力しながらピンチを切り抜けていく。

　場面が変わり、アベルが女装して登場した場面で私はその腰の細さに驚いた。というか原作でもちらりと出ていたけど完成度が高すぎる……しかもそれをリアルで見ることができるなんて！　私は必死でオペラグラスでアベルを追い駆けた。

　ボーイに変装した聖君がティーポットを持って女装したアベルに給仕するシーンになった時はお手上げ状態だった。もうどちらを見ればいいのか、目が追いつかない。全体を見ようとオペラグラスを外せば、舞台の端でアリアが「お兄様頑張って」と言うように小さな旗はたを振ってるし!!　その反対側にいる警視庁メンバーはボーイ姿の聖君を見て口を押さえてクスクス笑ってる!!　私は危あやうくこれを見逃すところだったのか。

「というか圧倒的に目が足りない……っ」

　ふと私の隣にいるハピネスさんを見たら、双そう眼がん鏡きようを手にしながら片手でハンカチを持って涙を拭ふいていた。あぁ、わかる、わかりみしかない。

　聖君の基本姿勢から指先に至るまで全てが美しい。仲間に合図を送るためにアイコンタクトを送る時の流し目には異常な色気があって思わず「ヒェッ」と声を上げてしまった。

　そして、ヤマのライブシーンを迎えた時、キャストさんが一斉に舞台に現れて踊り出した。最初に歌い出したのはアベルとアリアの二人で、客席の皆がペンライトを赤にして振り始めた。赤は兄妹コンビの瞳の色だ。私も慌ててペンライトを出してスイッチを入れた。

　すごい一体感。この皆で作り出すビックウェーブのひとつに私もなっているのだ。

　すると今度は壇だん上じようからガネクロのメンバーが降りてきた。私の方に向かって聖君が歩いてきている！　まるで騎き士しの如く一歩一歩長い足を進める姿に尊とうとさが込み上げた。

　生きてる……聖君が今確かにここに存在していて、私の傍を通り過ぎた時フワッと聖君の風を感じた。

　私は黙ってジーンと感動していた。まさかこんな近くを歩いてくれるなんて思ってなかったのだ。聖君に続いてグレアムも私の前を歩いて行くのが見えた。帰ったら麻紀ちゃんにもこの感動を伝えてあげよう……！

　客席を一周して聖君が戻ってきたと気付いたのはハピネスさんに肩を叩かれた時だった。

「今だよ、ゆたんぽさん！」

　ハピネスさんが小声で囁ささやいて膝ひざの上のうちわを指差した。私は震える手で恐る恐る胸の前にうちわを掲かかげた。聖君と目が合って一瞬、時が止まったように感じた。聖君はニヒルな笑みを浮かべながらバーンと人差し指で私の心臓を撃うち抜いて、手で作った銃にフッと息を吹きかけた。

　な、なにこれ、殺されちゃう……。

　しかも舞台に戻った聖君は元気よくジャンプしたアリアとハイタッチした後、アリアと位置を交替して今度はアベルと一緒に歌い出した。ちょっとこの構成考えた栗原先生が神すぎる。流石ファンの心をわかっていらっしゃる!!

　原作では決して仲良くできない二人だからセットにしてくれるだけでも嬉しいのに、歌って踊っているなんて……幸せすぎてツライ。萌もえの情報量が多過ぎて消化しきれない。

　ライブシーンが終わった後、終盤に向かって一直線で話は進んだ。最後、結局アベルの欲しかった研究書は偽物だったことが発覚して残念な結果になってしまうのだけれど、逃げるアベルが落とした薔ば薇らに聖君が口づけたところで終わる最高の終り方だった。

　会場は拍手の渦うずに包まれ、舞台が段々明るくなっていった。そのまま座っていると、一度裏に引っ込んだキャストさん達が再び壇上に顔を出して順番に挨拶を始めてくれた。最初は兄妹コンビで次にガネクロで最後に警視庁メンバーだった。それぞれ漫才のような会話をしてくれていて一気に舞台の雰囲気は明るくなり、客席からも笑い声が漏もれた。

　アベルと聖君のキャストさんは私事でも仲良くしているようでやりとりが楽しかった。一緒にダンスの練習をしている時も「先にミスった方が夕飯おごりで！」と聖君が負けてばかりらしい。「次は絶対負けないし」と悔くやしそうに言い返すキャストさんが新しん鮮せんでキュンとした。

　キャストさんの挨拶が全て終わり、全員が手を繫いで頭を下げた。再び拍手が沸わき起こり、キャストさん達は舞台裏に下がっていった。最後にちらりとアベルと聖君だけが仲良く顔を出して「バイバーイ」と手を振ってくれたのが猛もう烈れつに可愛くて顔を手で押さえた。

　聖アベ勢が狙われてる……最後の最後まで楽しませてくれた舞台だった。

　私の隣に座るハピネスさんは「最高でしょ」とニヤリと笑った。

「すごい迫力でした。あの、何て言ったらいいのか言葉にならないんですけど」

「だよね、私も初めて見た時はそうだった！　それでこれはもう絶対ゆたんぽさんと一緒に見たいって思ったら誘わずにはいられなくってさ」

「ありがとうございます。世界が広がりました……」

　想像を遙はるかに超えた舞台が終了し、ハピネスさんの手に引かれて私は立ち上がった。外に出る前にお手洗いに寄らせてもらうとハピネスさんも一緒に女子トイレに入ってきて、その時にはっきりと性別が判明した。

　私の視線の意味に気付いたハピネスさんが愉たのしげに笑っていたのが印象的だった。

　近くのフードコートにあるオムレツ屋にハピネスさんと入り、そこで購入したブロマイドの袋を開けることになった。入ってる写真はランダムだからわからない。

　手て提さげからブロマイドを取り出し、五パック全ての袋をひとつずつ破って開けてみる。最後に出てきたのは大きな銃を構えたアリアの写真だった。主人公の妹で黒いゴシックロリータのドレスを着ていて可愛いんだけど……できれば他のキャラが良かった。

　そんな気持ちが顔に出てしまっていたのだろう、ハピネスさんが「交換しようか」と気遣ってくれた。

「え、いいんですか！」

「このアリア、かっこ可愛い！　まだ持ってないんだよね。それに私何回か来てて結構被ってるし遠えん慮りよしないで」

　この中から好きなのを選んでいいよ、とトランプを広げるようにかなりの枚数を差し出された。

「コレ全部被ってるんですか？」

「ブラハンに貢みついでるから。学校とイベント以外の時間はバイトで扶ふ養よう内ないぎりぎりまで働いてるよ。化粧品に服の制作にスタジオにも行きたいし、チケ代と同人誌と創作もするでしょ。オタク万ばん歳ざい」

　話を聞いて納得した。聖君に似ていると思ったのは決して思い込みではなかった。

「や、やっぱり他人の空似とかじゃなくてコスプレもなさってるんですね！　本気で降こう臨りんしたかと現実疑いましたよ」

「イイ反応、ごちそうさまでした」

　机に片肘をついてコーヒーカップ片手に笑みを浮かべたハピネスさんが眩まぶしくて私は額ひたいの前に片手を上げた。

「どこのスチルですか……」

「研究してますから」

　あざとい！　けどかっこいい。研究熱心で素敵です。私はますますハピネスさんのファンになってしまった。

「今日は誘って下さってありがとうございます。一人だと二の足踏んで来れませんでした」

「そう言ってもらえて嬉しいな～。私の趣味に付き合わせちゃったような気もしてたから」

「ハピネスさんの萌えポイントは私ともろ被りですから心配いりませんよ！　ハピネスさんの書く小説も全部好きで、何度繰り返し読んだことか！」

「いつも感想励はげみになってるよ。あまり更新できなくてごめんね。ファミレスに喫きつ茶さ店てんと服の販売、三つのバイトを掛け持ちしているから学校の休み時間に書き溜めてるんだよね」

「い、いえ！　待つ楽しみもあるので。ハピネスさんのペースで書いて下さい」

「ふふ、ありがとう。ゆたんぽさんは優しい上に可愛いなぁ」

　よしよしと幼い子を相手にするように頭を撫でられて少しだけムッとしてしまった。

「そりゃぁ私は小さいですけど」

「身長もアリアと同じくらいでしょ。女の子らしくて可愛いサイズ感じゃん」

　身長が一七〇センチ近いハピネスさんからするとそう映るのか……。

　アリアと聞いてブロマイドのことを思い出した私はありがたくハピネスさんの差し出してくれたモノの中から選ぼうとした時、敵キャラのグレアムが目に入った。麻紀ちゃんはブラハンの中でもこのグレアムを推しているのだ。

「あ、あのハピネスさん、私の友達でグレアムが大大大好きな友達がいまして、そのコに今アリアと交換するグレアムのブロマイドを差し上げてもよろしいでしょうか？」

「いいよ、喜んでもらってくれる人の手に渡ってくれるのが一番だし！　敵だけど結構憎めないキャラだよね、グレアムって。私も結構好きだな」

　そう言って頂けて良かった。私はありがたくグレアムのブロマイドを頂いて鞄にしまった。




　別れの時間まではあっという間だった。初めて会った人とは思えない程、話が盛り上がった。オムレツ屋を出ると外は既に日は落ち暗くなっていて、恐る恐るスマホを確認してみたら案の定兄から連絡が入っていた。

『どこにいるの』『気付いたら電話して』『心配です』と何件もメールが届いている。するとすぐに最新メールが届いて震えた。

『攫さらわれてないよね……？　教えてくれればどこへでも迎えに行くよ』

　どこへでもって……地じ獄ごくの果てまで来そうな勢いなんですけど。これは怒ってる。以前麻紀ちゃんの家に行った時の兄の様子を思い出して背筋が寒くなった。

　このまま無視すれば家でねちねち責められるのは想像に難くない。ハピネスさんに一言断って兄に電話し、一時間後に駅に迎えに来て下さいと平へい身しん低てい頭とうお願いした。その間ハピネスさんが私を心配そうに見ていたので電話を切ってから「兄からでした。ちょっと心配性なんですよ」と空笑いを浮かべた。

　同じ電車に乗り込み、話をしているとハピネスさんの地元はひとつ隣の駅だとわかった。ここまでくると偶然ではない運命的なものを感じてしまう。

　こそこそと舞台のキャストさん達で妄もう想そうを膨ふくらませた会話をしていたらハピネスさんは先に降りる私に付き合って改札の傍まで来て見送ってくれた。

「あのさ、できればゆたんぽさんとまた会いたいな。イベントとか他の機会でも、誘ったらこんな風に会ってくれる？」

「は、はひ、ぜひ誘って下さい」

　改札の前で向き合う私とハピネスさんの間には甘あま酸ずっぱい空気が流れていた。スマホでメールアドレスや電話番号も交換し、名な残ごり惜おしい気持ちで、改札を出て行くハピネスさんに手を振った。
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『おはようございます、和泉いずみさん』

　天使の声が聞こえて爽さわやかな朝の日差しに目を細めた。体を起こしてスマホに触れる。この目覚ましにしてから朝の目覚めがいい。

　前から録音したいと思っていたらチャンスが巡ってきたので、不ふ意い打うちだったが悠ゆう子こちゃんに協力してもらえて良かった。

　明るい気分で部屋を出て、洗面所へ顔を洗いに行くと悠子ちゃんが既に起きていた。

「早いね、悠子ちゃん。今日は出掛ける予定でもあるの？」

「はい、友達と一緒に舞台を見に行くんですよ」

「舞台ってどこの劇団の？　俺も一度は行ってみたいんだよね。豊ゆたかも楽しめそうだし」

「ゆ、豊も!?　年齢的に引っ掛かりますよ」

「一歳でも演目を選べば大丈夫じゃない？」

　小さな劇団がやってる人形劇とか探せば見つかりそうだけど。

「まだまだ難しいですよ。それは置いといて、今日の服を選ぶのお願いしてもいいですか」

　悠子ちゃんに頼られるのは嬉しい。俺は迷わず頷うなずいて悠子ちゃんの服のコーディネートに集中することにした。




「もう出ないと約束の時間に間に合わないので行ってきます！」

　ベージュのフード付きのダウンコートを羽織った悠子ちゃんは、黒のスキニーパンツを穿はいた足で玄関を飛び出して行く。走る悠子ちゃんの首元で赤いチェックのマフラーが揺れていた。

　スカートの方が可愛かわいいとは思ったけど自分が隣にいない時は肌の露ろ出しゆつは控ひかえて欲しかったのでスキニーパンツにした。穿いてもらった後、体のラインが出るのが気になったがコートでお尻しりが隠れたのでぎりぎり許きよ容ようした。夢中になって可愛くなりすぎないようにするのがポイントだ。でないと変質者に狙われてしまう。

　悠子ちゃんの後ろ姿を見送り、部屋に戻る途中でスマホが震えた。電話してきた相手の名前を見ると忘れもしないこの前、俺を騙だまして合ごうコンに参加させた日ひ高だかだった。

『和泉、今日暇ひま？　お前に渡したい物があるんだけど会えるか？』

「行かない、どうせまた合コンだろ」

　すぐに電話を切ろうとすると日高は焦あせった声でそれを止めた。

『結果的に俺としては感謝して欲しいくらいなんだけど素直じゃないなぁ。今日は合コンじゃないから安心してくれ』

「その証しよう拠こは」

『証拠～？　あ、貴たか士しがいる。俺今、貴士とバッティングセンターにいんだよ』

　そう言われても一度騙された身としては身構えてしまう。返事に迷っていると『おい、本当だから信じてやれ』という貴士の声と、バットでボールを打つ音が聞こえてきた。

　日高だけならまだしも貴士が言うのなら噓うそではないだろう。貴士は俺がどれだけ異性を苦手としているか理解している。

　俺は日高の誘いを了承し、部屋に戻って出掛ける準備を始めた。




　待ち合わせ場所になったのは、バッティングセンターの傍そばにある定食屋だった。ガラッと引き戸を引くとすぐ傍のテーブルに日高と貴士の姿があった。店内を全体的に見渡しても若い女の姿はない。男性や高齢の客が多く、俺としては落ち着く空間だった。

「そんなに警戒するなよ、和泉。いくら俺でもこの店で合コンはしない」

「いや、意表を突いてくる可能性もある」

「俺、どんだけ信用ないのよ」

「自じ業ごう自じ得とくだろ……」と貴士は肩かたを落とす日高を呆あきれた目で見ていた。

　見た限り、俺の警戒対象はいないようなのでようやく貴士の隣に座った。二人はこの店の常連らしく、揃ってカツ丼を勧めてくるのでそれを頼むことした。

「今のお前なら問題ないと思ったんだよ。結構前だけど和泉がスマホで義理の妹さんが作ったご飯の写真を撮って自慢してきたことがあったろ。だから女相手でも前より上手くやれてんのかなって思ってさ。実際そうなんだろ？」

「いや、悠子ちゃんとその他は別だから。天と地ほどの違いがある」

「悠子ちゃん？」

　悠子ちゃんのことを「俺も狙ってた」とか言っておきながら名前も覚えていないとは思わなかった。首を傾かしげた日高に貴士が「妹ちゃんのこと」とすかさず答えた。

「日高のせいで悠子ちゃんに女に飢うえてる兄だと思われかけたんだぞ。貴士も悠子ちゃんの前で合コンの話なんかするなよ。悠子ちゃんに突き放された俺の身になれ」

「あれは突き放されたっていうよりヤキモチ妬やかれたんじゃないか」

「ゆ、悠子ちゃんが!?　だったら嬉しい……。でも車の中ではずっと怒ってて無言の時間がツラかった……。あの後スマホの使い方説明する頃には普通に戻ってたから良かったけど。ほら、これが悠子ちゃんに教えた後、送ってくれた初メッセージな」

　貴士にスマホを見せてやると「え～、俺にも見せろよ。貴士だけずるい」と日高が口の先を尖とがらせて強請ねだってきた。

「可愛こぶるな。それより渡したいものって何だ」

　話が逸それたので日高が俺を呼び出した本来の目的に話を戻した。

「あぁ、悪い。渡したかったのはこれな」

　日高に渡されたのは遊園地のチケットだった。二枚なんて気がきくじゃないか。

「喜べ！　これで小お野のちゃんとデート楽しんでこいよ」

　とサムズアップされた俺は、一瞬日高が何を言っているのか理解できなかった。

「小野？　誰だよ、それ」

「合コンで、告白同然のこと言ってたじゃん。振袖の話もしたりして盛り上がってただろ。小柄で黒髪で可愛いって本人を目の前に惚気のろけ吐はいてたし。和泉が俺に『お前に譲るわけないだろ。身の程を知れ』なんて言った時には小野ちゃん感動して泣いちゃってさ、可愛かったなぁ。俺からちゃんと小野ちゃんに、間違いないって伝えといてやったから、な……」

　脳のう天てん気きな日高でも途中で俺の絶ぜつ対たい零れい度どの瞳に気付いたようで声が尻すぼみになり、顔色が悪くなっていった。

「も、もしかして俺、余計なことしたか……？」

　俺は黙だまって頷いた。全部が間違った方向に捉とらえられている。最初から最後まで俺は悠子ちゃんの話をしていたはずなんだが……。

「だってな、二次会で、前から和泉のこと知っててよく会いに来てくれてるって小野ちゃんも言ってたぞ！」

　言い募つのる日高に俺は貴士と首を振った。流石さすが貴士は理解してくれている。

「俺にはそんな記憶はない。お前にもわかるように一言で言えば俺の好みは悠子ちゃん一択。他の選せん択たく肢しはない」

　冷えきった空気の中、絶句する日高に貴士が重い口を開いた。

「日高、お前はモテれば嬉しいかもしれないが和泉は違うんだぞ。合コンもだけどお前のしたことは和泉の意見も聞かずにしていいことじゃない」

　怒ってぶつけたいことを貴士は冷静に日高に説明してくれた。俺が今の環境を守るためにどれだけの努力をしてると思っているのか。過去の経験からも、両想いだと思い込んで舞い上がった女が何をするか、考えるだけでも頭が痛い。日高に悪気がなくても許せそうにない。

「今日はもう帰るわ」

　千円札一枚と一緒に遊園地のチケットを机に置いて俺は立ち上がった。

　和泉っ、と日高に呼ばれても振り返らない。いくら長年の友人とはいえ今回ばかりは堪かん忍にん袋ぶくろの緒おが切れた。ほとぼりが冷めるまで日高とは距離を置きたい。心とは裏腹な雲ひとつない空を見上げて、ままならぬ現実との差に重い溜息をついた。




　更に家に着いても不幸は続いた。もう帰宅していると思っていた悠子ちゃんがまだ帰ってきていなかったのだ。

　リビングに行くと妃きさきさんがダイニングテーブルで本とパソコンを広げて仕事をしていて、傍にあるベビーベッドで豊が寝ていた。二人の姿を見つけて思わずホッとする。

「おかえり、和泉君！　良かったわ、部屋で仕事したいから豊のこと見ていてくれない？」

「いいですよ」

　快こころよく頷くと妃さんはパソコンを片して階段を上がっていった。

　良かった、のは俺の方だ。家族に必要とされていると実感することで自分の居場所を見つけられる。

　ベビーベッドで寝ている豊を腕に抱くとぱちっと目を覚まして真っ先に発した言葉が「ねーね？」だった。つぶらな瞳を左右に動かして悠子ちゃんを探している。

　豊は話す単語も増えてきて毎日親父おやじと悠子ちゃんを喜ばせている。成長は嬉しいが、最近摑つかまり立だちをし始めたので、少しでも目を離すと転んで頭でも打つんじゃないかとヒヤッとする。ソファに座って外を見れば外はまだ明るかった。

「俺も悠子ちゃんに会いたいなぁ」

　ぎゅっと豊を抱き締めると赤子特有の甘い匂いがした。一歳児と同じことを考えている自分に笑ってしまう。けどそんな自分も嫌いじゃない。

　幸せなのだ。こうして家族と過ごす時間が俺に生きる意味をくれる。

　豊の顔を覗のぞけば縦に大きく口を開けてあくびをしていて、つられて自分もあくびした。昼寝にはいい時間だ。うとうとと睡すい魔まに襲われ、俺は心地よい昼の微睡まどろみの中へ落ちていった。




「和泉君、こんな所で寝てると風邪かぜ引くわよ。豊のこと、ありがとうね」

　妃さんの声に起こされると日が陰り始めていた。俺の腕の中でぐずり始めた豊を妃さんが抱き上げる。

「いいえ、あの悠子ちゃんは」

「まだ帰ってないわよ。そろそろじゃない？」

　ポケットからスマホを出すと悠子ちゃんからの連絡は入ってない。冬は暗くなるのが早いから気を付けるように口を酸すっぱくして言ってるんだけどな。

　試しにメールを送ってみても返信はこない。三十分もすれば気付くだろうと待っても相変わらず反応がない。ソファに座って貧びん乏ぼう揺ゆすりをする俺に妃さんが「そんなに気になるなら迎えに行ったら」と肩を竦すくめた。

「舞台に行くとは言ってたんですけど、どこの劇場かは知らないんですよね」

「あのコが舞台なんて珍めずらしいわねぇ」

　確かに。試しに例の野球漫画で舞台をやってるのかスマホで調べてみても検索には引っ掛からなかった。

　ということは純粋に芝居を観に行ったのか？　あの悠子ちゃんが？　趣味と関係なく……？　いや、相手の趣味に合わせたのかもしれない。そう考えたら居ても立ってもいられなくなった。早く気付けと言わんばかりにメールを送る。

　そうして数分後、ようやく『一時間後に駅に迎えに来て下さい』と悠子ちゃんが電話をくれて、通話を切った俺は立ち上がった。

「妃さん、いってきます」

　エプロン姿でキッチンに立つ妃さんは「気を付けて帰ってきてね」と振り返って笑った。




　街頭の少ない夜道を一人で歩いていると時々背後が気になった。癖くせのようなものだった。

　今、シャッター音がしたような気がしたんだけどな。背筋がぶるっと震えた。

　こんな物騒な場所を悠子ちゃんに歩かせたくない。俺の子どもの頃のような嫌な思いをさせたくない。車に連れ込まれて体を触られた時のことが脳のう裏りを過よぎり、不快な記憶を振り払うように首を左右に振った。

　悠子ちゃんには一時間後と言われていたが、俺はまっすぐに地元の駅前に向かっていた。万が一悠子ちゃんが早めに着いて酔っ払いに絡まられたりしたら大変だ。




　駅に到着して悠子ちゃんを待っている間、何度知らない女に声を掛けられたか。段々と気温が下がりつつある中、苛いら立だちを募らせながら改札から出てくる人々に目を凝こらす。

　すると駅のホームの階段から悠子ちゃんの姿が見えた。隣には背の高い男が立っている。黒髪で黒いロングコートを羽織った優やさ男おとこだ。耳にピアスをつけていて凜りんとした顔立ちは女受けしそうな容姿だ。

　あれが悠子ちゃんの言っていた『友人』……？

　見た目、学級委員のようだった仲なか島じまとはまったく異なるホストのような男で、趣味関連の友達には見えない。

　それに仲島の時はハキハキと話していた悠子ちゃんの頬ほおが赤く染まっていて、相手の男も悠子ちゃんに好意を持っているようで優しげな笑顔を向けている。近寄りがたい雰ふん囲い気きを出していて足を動かせなかった。

　二人が手を振り、男と別れた悠子ちゃんが改札から出てくる。俺はその様子を蔭かげから呆ぼう然ぜんと眺めていた。
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　月曜日の朝は自然と足取りが重くなる。私は学校へのろのろと足を進め、昨夜のことを思い出していた。

　連絡が遅くなって怒られると思っていたのに、迎えにきた兄は淡たん々たんとしていて逆にその静かさが怖かったくらいだ。その割にしっかり手は繫がれ、迷子防止策を施ほどこされた子どものように兄の後ろを歩いた。

　昨日のことを考えている内に学校に到着し、偶然下げ駄た箱ばこで仲なか島じまの姿を見つけた。先週、仲島はハピネスさんに初めて会う私のことを心配してくれていた。結果的には私の警戒心を無む駄だに煽あおっただけだったが、報告しておくべきだろう。

「おはよう、仲島」

「おはよ、冴さえ草ぐさ。お、どうだったんだよ。週末に会ったんだろ……ハゲオヤジに」

「神になんて侮ぶ辱じよくを！　ハピネスさんはかっこよくて話し上手で特等席のチケットを用意してくれて、昼ご飯の時は椅い子すも引いてくれる紳しん士し的てきで聖ひじり君と見み紛まがうような人だった」

「それこそお前の妄もう想そうだろう！」

　仲島は訝いぶかしんでいるが、あれは紛まぎれもなく現実だった。私の財さい布ふには一緒に食事をした時のレシートが入っていたし、交換したブロマイドもちゃんと手て提さげに入っていたから間違いない。

「わかる。わかるけど夢のような人が本当にいたの。仲島は疑り深いなぁ。今度ハピネスさんの穂×飛ほたか本貸してあげる」

「聖ひじアベの神じゃなかったのかよ！」

「穂飛の神でもあるんだよ。ハピネスさんの小説を読んでこれまでの神への冒ぼう瀆とくを悔い改めるがいい」

「……まぁ、そこまで言うなら楽しみにしてるわ」

　満更でもない顔の仲島に気合いが入った。こうなったら一番切なくて泣ける本を選んでやろう。あとで感想を聞くのが楽しみだ。

　あまりゆっくりしていると遅刻してしまう。私は仲島に手を振り教室へと急いだ。
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　学校を終えて、まっすぐバイト先の総そう菜ざい屋やの前にある喫きつ茶さ店てんを目指した。バイト先のおばちゃん達と休憩室で会話している時にこの喫茶店のチーズケーキが美味おいしいと話題に上がり、機会があれば食べたいと思っていたのだ。

　今日は久しぶりに麻ま紀きちゃんに会うからその差し入れとして持って行きたいんだけどお持ち帰りはできるのだろうか。

　喫茶店の中に入ると尻しり込ごみをしてしまうような高級感が漂ただよっていた。照明は少し暗いがそれがまたいい雰ふん囲い気きになっている。兄はこういうお店が好きそうだ。近々一緒に来るのもいいかもしれない。

　赤い絨じゆう毯たんを踏ふみ締しめて正面のケーキが並んでいる冷蔵ケースの傍そばまで寄った。綺き麗れいな焼き色のついたベイクドチーズがとても美味しそうだ。けどスフレチーズケーキも捨てがたい。まずは、レジにいる店員さんに持ち帰りができるか尋ねよう。

「ケーキはお決まりですか？　ゆたんぽさん」

　その声にびっくりして顔を上げるとウエイター姿のハピネスさんが立っていた。

「ハ、ハハハピネスさん!?」

「いつ気付くかなって思ってた」

　悪戯いたずらが成功した少年のような笑みにドキッとする。あまりに似合っているのでこれもコスプレ？　と思ってしまったがそういえば喫茶店のバイトもしていると話していたのを思い出した。隣駅を利用しているなら生活圏内だ。このお店で働いていてもおかしくない。これが普通の男女だったらめくるめく恋が始まる予感だ。

「す、すみません、気付かなくて。お持ち帰りってできますか？　スフレとベイクドのチーズケーキをひとつずつ欲しいんですけど」

「テイクアウト？　できるよ。二人分ってことは、彼氏とか？」

「ま、まさか！　友達と食べるんです」

　兄と来てみたい、と考えてはいたけれども……。

「へぇ、そんな真まっ赤かな顔で言われてもね？」

　ニヤッと笑うハピネスさんに、かぁぁっと頬ほおが熱くなった。

「倖さち先せん輩ぱい！　お知り合いですか？」

　ハピネスさんが箱にケーキを詰めていると隣にウエイトレスさんがやってきた。腰に届くだろう長い黒髪をひとつに結び、目はぱっちり、唇は艶つやのある桜色。レトロなロングの黒ワンピースの上に白いレースのついたエプロンをつけていて、とても似合っている。

　お人形さんみたいに可愛かわいいコだけど、初対面のはずの彼女がじぃっと私の顔を見てくるのにはまいった。にこにこ笑っていても完全に人を観察してる目だ。

「そうだよ、最近仲良くなってね。ほら、小お野のちゃん、ホールに戻らないと」

「いいえ、倖先輩のお友達ならご挨あい拶さつしないと。はじめまして、倖先輩の二つ下の後輩の小野美み鈴すずっていいます」

　ハピネスさんの本名はサチさんっていうのか。本名もかっこいい。

　小野さんに自己紹介されて流れ的に自分も名乗る他なくなってしまった。ゆたんぽです、なんてこのコに言ったらきっと笑われる。

「……はじめまして、冴草悠ゆう子こと申します」

　私の名前を聞いた小野さんは先程とは打って変わって、目を輝かせた。急に傍まで迫ってくる。

「悠子さんって表の総菜屋さんで働いてますよね。もしかして冴草和泉いずみさんの妹さんですか？」

　何故初対面の小野さんがそれを知っている。兄の名前だけでなく私のバイト先まで把は握あくしていることに空おそろしさを覚えた。

「そうですけど。兄のお知り合いですか？」

「冴草さんとはこの前合ごうコンで仲良くなったんです」

「あぁ、いつも同じ席に座るから小野ちゃんが《窓まど辺べの君きみ》って呼んでるあの人？」

　兄が《窓辺の君》……似合わない。随分と少女漫画ちっくな呼び方だ。

「そうです！　ほら、合コンの時に撮った写真もあるんですよ」

　小野さんが出したスマホには兄と小野さんの写真が映し出された。隣り合う二人の顔は近く、その上兄が笑っている。ハートマークでデコレーションされた写真はカップルにしか見えない。小野さんは画面をタップして次々と兄との他のツーショット写真や兄だけが写っている写真も見せてくれた。中には兄が優しげに笑っている写真もあって、その表情から相手に心を許しているのが伝わってきた。

「合コンで、私がタイプだって言ってくれました」

「で、付き合ってるの？」

「まだなんですけどあとひと押しです。頑張ります！」

　これだけの美少女なら兄の目にも留まるだろう。笑顔の写真を見る限り、小野さんが兄に気に入られているのも一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。

「これからよろしくお願いしますね！　悠子さん」

　右手をぎゅっと両手で握り込まれて、私の笑顔は見事に引ひき攣つった。
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「あ、はい、よろしくお願いします」

　上目遣いの小野さんにぺこりと頭を下げると、小野さんも軽く頭を下げてから仕事に戻っていった。

「なんか、元気な子ですね……」

「小野ちゃんは昔っからあんな感じだよ。常に誰かを好きになってるタイプ」

　なんてバイタリティがある子なんだ。私とは違う世界に生きている今時の女子高生らしい女の子に見えた。

　レジでチーズケーキの代金を払い、気が重いまま喫茶店を出た。私は小野さんに対してもやもやとしたものを抱かかえつつ、麻紀ちゃんの家へと歩いて行った。
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　喫茶店から歩いて麻紀ちゃんちの前まで辿たどり着いた私は、インターフォンを押した。

　するとすぐに中からバタバタと玄関へ下りてくる音が聞こえてきた。締め切り間際で死にそうになっているかもしれないと心配していたが、元気そうな足音だ。

「いらっしゃい、かむちゃん！」

　ガチャっと扉を開けてくれた麻紀ちゃんは満面の笑みを浮かべて出迎えてくれた。しかしいつもの可愛い私服とは違い、グレーに白い線が入ったスウェット姿で髪は爆発、服は所々トーンや墨すみで汚れており、麻紀ちゃんは原稿の締め切りと戦う戦士と化していた……。

　早速、私は麻紀ちゃんのやる気メーターが上がるよう救援物資を手渡した。

「はい、差し入れのチーズケーキ。あとで一緒に食べよう」

「天使！　かむちゃんマジ天使!!　流石さすが私の嫁よめだよ！」

　麻紀ちゃんは差し入れを両手で受け取り、わっしょいわっしょいとケーキを冷蔵庫にしまいに行った。先に部屋に入ってていいよ、と言われたので階段を上って麻紀ちゃんの部屋の扉を開ける。

　覚悟はしていたが目を逸そらしたくなるような惨さん状じように現げん実じつ逃とう避ひしたくなった。部屋には参考資料と言う名の単行本や雑誌が広げられ、机の上にはペン入れ前の原稿が積んである。足元には試し行こう錯さく誤ごが窺うかがえるプロットが散乱しており、避よけながら歩いているとペン先が二、三個まきびしの如ごとく落ちていてヒヤッとした。

　これ、踏んでたら血が出てたんじゃ……危ない危ない。

　誤って麻紀ちゃんが踏んだら大変だ。とりあえずペン先を回収し、机の上に置いておく。

　指定席である座ざ布ぶ団とんの上に座り、私は早速乾かわいている原稿の消しゴムかけを始めた。時は一刻を争っている。限られた時間の中で自分にできる仕事をこなすのが最優先だ。

　部屋に入ってきた麻紀ちゃんは私の前に座ってコトンとフォトスタンドを机の端に置いた。そして、両手を合わせてグレアムのブロマイドを拝おがみ始めた。

「ありがとう、かむちゃん。私のためにグレアムのブロマイドまで入手してくれたなんて……地の底から天を見つめるような深い愛を感じる」

　チーズケーキの箱が入った紙袋の中に、ハピネスさんと出掛けた時に交換したものを忍しのばせておいたのだ。

「喜んでもらえて良かったよ」

「だってこれ舞台に行かないと買えないヤツじゃん！　十八種類ある上にランダムじゃ当てるの大変だったでしょう」

「ううん、実はそれ私が引いたんじゃなくて、舞台に一緒に行ったハピネスさんに交換してもらったんだ。他にもグッズ買ったし、舞台も楽しかったよ～」

「めっちゃその話聞きたい！　もしかしてハピネスさんってコスプレイヤーじゃない？」

「え、麻紀ちゃん知ってるの」

「かむちゃんはあまり興味ないから知らなかっただろうけど、相当有名なレイヤーさんだよ！　そんな素敵な人と会えたなんて羨うらやましい」

　コスプレ界ではそんなに有名な人だったのか。二次創作の投稿サイトの方では、ハピネスさんはコスプレの話をしていなかったから知らなかった。

「うん、正直コスプレしてなくてもかっこいい人だった。しかもね、さっきチーズケーキを買ったお店で働いてたの！」

「え、それすごくない!?　偶然通り越して必然だよ」

「やっぱりそう思うよね」

　こうも偶然が重なると運命的なものを感じてしまう。バイト先から近いし、またあのお店に行ってみたい。けれど……あの美少女の存在が引っ掛かった。

「かむちゃん、浮かない顔してるね。ハピネスさんと何かあったの？」

「ハピネスさんとはなかったんだけどね、実は……」

　私はさっき喫茶店で会った小野さんのことを麻紀ちゃんに話し始めた。

　ハピネスさんと偶然会えたのは嬉しい驚きだったけど、その後こう輩はいの小野さんが曲くせ者ものだったこと。小野さんと兄は合コンで会いイイ雰囲気になっていて交際寸前、更に二人のラブラブの写真を見せられて落ち込んでいることを話したら麻紀ちゃんは憤ふん然ぜんと怒り出した。

「お兄様が他の女の子といちゃついてる姿なんて想像もできないし！　写真なんてスマホでいくらでも加工できるよ。ちょっと肌を綺麗にするだけなら可愛いもんだけど、そのコは違うね。どうせお兄様を盗み撮りした写真をいじって都合がいいようにくっつけただけ。騙だまされちゃダメだよ、私がいたら小野嬢の言い分を論ろん破ぱしてやったのになぁ」

「でもね、和泉さんが、小野さんのことが好みだって言ったらしくて」

　兄が騙されて参加した合コンからすぐに帰らなかった理由もそこにあるのではないか。

「信じがたい。私の勘かんがそう告げてる」

　何という根こん拠きよのない名探偵ぶり。私だって本当は信じたくない。でも兄と小野さんの話を組み合わせるとぴったりパズルがハマってしまうのだ。

「……かむちゃん、真実はひとつだよ。お兄様に直接聞いてみてもいいと思う」

　和泉さんから合コンの話を聞くのはあまりいい気分がしないが、胸の蟠わだかまりを取るにはそれが一番いいのだろう。

「じゃあ、チャンスがあったら聞いてみようかな。話聞いてくれてありがとね。舞台の話もしたいけどまずは麻紀ちゃんの原稿終わらせないと！　イベントもうすぐなんでしょう。麻紀ちゃんの新刊楽しみにしている人達がたくさんいるんだから」

「そうなの、今週末……まであと六日。明日の朝に速達で出せば間に合う」

　本当にぎりぎりすぎる予定だ。しかしそれ以上に印刷まで頼むというのに、イベントまでのこの短期間で同人誌ができることに驚きだ。

「表紙のカラー原稿は出したから大丈夫。時間ないからネット入稿も考えたんだけど、アナログ原稿だと高確率でトーンにモアレが出るからさ。出すからには、妥だ協きようはしたくない。時間が勿もつ体たいない……グレアムも見守ってくれてるしね、頑張る」

「その意気だよ、麻紀ちゃん！」

　私は執筆意欲に火がついた麻紀ちゃんの前に座って、原稿の手伝いに没ぼつ頭とうした。
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　今日の講義は二限目からで時間に余裕を持って出掛けられる。だが天気は良くても心は晴れない。そんな気分が昨夜からずっと続いている。

　悠ゆう子こちゃんと一緒にいたあの男のことが知りたい。仲なか島じまの時の経験から悠子ちゃんが素直に教えてくれるとは思っていないし、最悪の事態を想定すると自分へのダメージが大きすぎて聞けなかった。




　憂ゆう鬱うつな気分で門もん扉ぴの取っ手に手を掛けると外側の方に紙袋が掛かっていた。中には『冴さえ草ぐさ和泉いずみ様へ　お弁当どうぞ召し上がって下さい』と書いてあるピンクのメッセージカードとお弁当、そしてマフラーが入っていた。メッセージカードに差出人の名前はない。

　マフラーの色はピンクで、端には黒でイニシャルが入っている。使う人を選ぶデザインだ……。

　これを家族の誰かが先に見付けなくて良かった。気味の悪いプレゼントをすぐに捨ててしまいたいがその場面を見られていたらストーカーが逆上することも考えてやめた。大学に着いた俺は真っ先に洗面所に行き、設置してあるゴミ箱に密かに捨てておいた。




　講義室に入るとざわざわと周囲が騒がしい。意味深な目で見てくる女達を無視して椅い子すに座った。人の顔を見てコソコソする奴がやけに多い。不ぶ躾しつけな視線に耐えられなくなった俺は講義を終えた後、貴たか士しのいる教室まで行って尋ねた。

「変な視線が増えてんだけど何かあったワケ？」

「和泉、冬休みの自分の行動を振り返ってみろ」

　冬休みは妃きさきさんの実家に帰省したり、あとは……偶たま々たま貴士に会って悠子ちゃんに合ごうコンに参加した話を暴ばく露ろされたんだ。

「もしかして合コンのことが噂うわさになってるのか？　てか、何で貴士は参加しなかったんだよ。知ってたんなら教えろ」

「俺はその日、他に予定が入ってたんだ。そもそも指定された店が女の好きそうな店って時点で気付けただろ。勘かんが鈍にぶったな、和泉」

　返す言葉もない。少し前の俺だったら気付けたはずだ。家を出た時、玄関にあった不審物の存在を思い出して唇を嚙かみ締しめた。

「日ひ高だかかなり反省してたぞ……」

「簡単に許したらあいつ調子に乗りそうだからな。ほとぼりが冷めたら返信するわ。せっかく悠子ちゃんが懐なついてきてくれたのに女を漁あさりに行くような男だと思われたら……『和泉さん、不ふ潔けつ』って軽けい蔑べつされて俺の人生は終わる」

「終わらせるな。あと噂になってんのはそのことじゃない。ショッピングセンターでお前を見た奴がいたみたいだ。弟君の靴、妹ちゃんと一緒に選んでたところ」

「つまり悠子ちゃんと豊のセットが可愛くて噂に？」

「ち、が、う。お前が実は結婚していて、奥さんと一緒に子どもの靴を選んでたって噂だよ」

　悠子ちゃんの愛あい妹まい弁当を持ってきてるだけでも彼女だって誤解されているのに今度はそれ以上。否定する必要性をまったくもって感じない。

「大丈夫だ。俺が悠子ちゃんと豊を連れて歩く時、基本周りはそう思うみたいだからまったく気にしてない」

　それで悠子ちゃんに近づく男が減るならいいことずくめだ。その噂を流した人間には感謝したい。都合が良すぎて笑いが込み上げて止まらなかった。

「お前の心理がわかる自分が嫌だ……」

　貴士は机に突っ伏して嘆なげいている。

「さぁ、今日の奥さんのお弁当は何かなぁ」

　思わず声が弾んでしまう。俺と悠子ちゃんが仲なか睦むつまじいという噂であれば俺にとっては痛くも痒かゆくもなかった。




　講義終了後、俺は悠子ちゃんのバイト先の前にある喫きつ茶さ店てんに向かった。以前から利用している店だが、三カ月前に新装オープンした。チェーン店から個人経営になった分、メニューの金額と共に客層年齢も上がって落ち着ける雰ふん囲い気きになった。

　店で流れる心地よいジャズを聞きながら勉強に励はげもう。

　喫茶店の扉を開け、窓際のカウンター席に座る。店員には珈琲コーヒーをひとつ頼み、机に勉強道具を広げた。地方公務員試験は倍率が高いため、早くから試験対策に取り組み頭に叩き込んでおく必要がある。

　親父おやじのようなフリーランスの仕事は、一寸先が闇やみだ。悠子ちゃんを養やしなう以上、俺は安定的な収入が望める職業に就つきたい。今日の努力が未来へ繫がっていると思えば苦ではない。

「お待たせ致しました。ご注文のブレンド珈琲です」

　珈琲の隣に何故か頼んでもいないシフォンケーキがついてきた。眉まゆを顰ひそめて持ってきた女性店員を見やると「常連さんへのサービスです」と囁ささやいて俺の服の胸ポケットに一枚のカードを入れてきた。

　サービスって……突然他人にこんなことをされて喜ぶ輩やからがどれだけいるのか。仕事中に逆ナンする店員には嫌けん悪お感かんしか湧わかない。店員を無視して、窓の向こうに目をやった。それでも店員は俺の傍から去っていかない。

「冴草さん、今日も会いに来てくれてありがとうございます」

「何で、俺の名前を」

「この前、合コンで自己紹介しましたよ？　小お野の美み鈴すずです。私がストラップ拾って渡したの、覚えてませんか？」

　行きたくもなかった合コンのことを思い出して顔を顰しかめた。そういえば帰りに俺の落とし物を拾った女がいた。長い黒髪の香水臭い女……悠子ちゃんとは似ても似つかないが日高が言っていたのはこの女のことだろう。

「さっきのカードに私の連絡先書いておきました。今度一緒に遊園地に行きましょう！」

　日高の吐いた出まかせの弊へい害がいがここに……。小野は両手を組んで嬉しそうにしている。小野の中では俺と両想いになっているようだ。

「死んでも誘わない」

「そんな！　遠えん慮りよしないで下さい」

　俺が何を言っても完全に自分のペースか。この頭の痛いパターンは嫌でも従姉いとこの安あん里りを彷ほう彿ふつとさせた。暗黒の記憶が蘇よみがえり気分が悪くなってくる。

　悠子ちゃんのバイトのお迎え待ちでも利用する店なのであまり大事にはしたくない。あとで店長にクレームを入れるか検討し始めた時「小野ちゃん、オーダー」と他の店員から声が掛かった。小野の意識が俺から逸それて、その店員に感謝する気持ちで顔を上げた。

「何で、あいつがここに……」

　昨日悠子ちゃんと一緒にいた男が少し離れたテーブルでウエイターとして接客している。

「冴草さん、倖さち先せん輩ぱいのこと知ってるんですか」

　小野が興きよう味み津しん々しんといった顔で聞いてきた。

「いや。あいつと知り合いなのか」

　小野に聞くのは癪しやくだが今は少しでもあの男の情報が欲しかった。

「中学の頃にお世話になりました。このバイトも倖先輩に紹介してもらったんです」

　俺が思った以上に小野は倖という男と親しいようだ。

「へぇ。で、奴の歳は？　学校は？　趣味は？」

　立て続けに尋ねると小野は目をぱちくりさせてから、にこやかに笑った。

「倖先輩のこと、知りたいんですね？　じゃあ、あとでメッセージをくれたら教えてあげます」

　俺の手の甲を撫なでて、小野は他のテーブルで手を上げる客の元へ向かった。

　あの女に聞いたのが間違いだった。今日は奴の職場と名前がわかっただけでも良しとしよう。これ以上ここにいても集中できないので勉強道具を片づけ、席を立って店を出た。




　家に着いた俺は念入りに手を洗った後、自室に入り上着を脱ぎ捨ててべッドの上に倒れ込んだ。天てん井じようを仰あおいで片手で目を塞ふさぐ。

　女性恐怖症が治ってきたと思っていたのに。蕁じん麻ま疹しんで痒くなってきた首を堪たまらずに指で掻かいた。

　まさかこんな近所に伏ふく兵へいが潜ひそんでいたとは。悠子ちゃんと接触を図るためにあの喫茶店で働いているのかもしれない。俺の目を掻かい潜くぐって秘密の逢おう瀬せをする二人……引ひき裂さきたい。

　これ以上部屋にいても精神的に下降の一途を辿るだけだと判断した俺は、癒いやしを求めに部屋を出て階段を下りていった。

　リビングへ行き、周りを見渡すと珍めずらしく誰もいないようだった。心の中で嘆たん息そくしていたら、ふと散らかったリビングが目に入った。こたつの上には市報やメモ帳と鉛筆、豊の前掛けなどが乱雑に置いてある。座ざ布ぶ団とんはあちらこちらに散らばっていた。

　今日はリビングを掃そう除じしよう。まずは散乱している物を元の位置に戻していく。こたつの中にも入っていた座布団を回収しこたつ布団をめくり上げた瞬間、一冊の本が出てきた。

「なんだ、この薄い本は？」

　ノート？　雑誌？　手を伸ばして手にとってみると二人の男子高校生のイラストが描かれていた。題名は『恋愛テロリスト』下には英語で穂ほ積ずみ×飛人たかとの表記がある。このかけ算は何だ？　コラボか？

　恐らく唇の前に人差し指を当てている眼鏡めがねが穂積で、指でバツを作ってる方が飛人だろう。俺が読んでるフラバタと絵柄が異なる。違う雑誌で描いている番外編なのかもしれない。

　試しに中身をめくってみたら下校中の穂積と飛人が手を繫いでいた。これは仲なか違たがいしていた二人が仲直りした後の話なのだろう。二人は頬ほおを赤く染めていてさながら恋人同士のようだった。いくらなんでも誇張表現が過ぎるのではないかと思いながら読み進めていくとより一層二人の距離は近づいていく。

　──果たして、今読んでいるのは野球漫画なのか？

　疑問に感じ始めたところで穂積が路ろ地じ裏うらに飛人を連れ込んで壁に押し付けた。嫌な予感を覚えながら怖いもの見たさで次のページをめくる。

　予想は裏切られず、二人の唇が重なっていた……。

　俺は無言で首を振った。これは野球漫画じゃない。穂積と飛人の、恋愛漫画だ……。気のせいにしようにも、題名が決定付けている。

　もしかして、これが悠子ちゃんがずっと隠し続けていた物なんじゃ……。俺は咄とつ嗟さにその本を自分の部屋に持って行った。

　以前好きだと話していた少部数の女性向け恋愛小説というのはこの本のことか？　けどこれは漫画だ。そうだ、小説も存在するのか検索してみよう。

　ベッドの上に座ってスマホで穂積、飛人、小説のワードを大手検索サイトで打ち込んでみた。ヒットした小説には入力もしていないのに二人の名前の真ん中に『×』が入っている。名前の順番が入れ替わっていたり、他のキャラの名前が更に追加されているものもあった。

　……わからないことが多すぎる。

　──調べよう。これが悠子ちゃんのことを深く知る一歩なのだ。疑問に思うことを打ち込み続けていると情報は止め処なく出てきた。

　コミケ？　同人誌？　総受け？　オメガバース？　退行？　専門用語の嵐だった。

　スマホで検索し続けること数時間。何故男同士をくっつけるのかはわからないが、そういう創作物が世に溢あふれているということは理解した。もっと読み込めば俺にもその面おも白しろさがわかるようになるかもしれない。

　さて、このことを知ってるよって悠子ちゃんに言ったらどうなるか。

『ねぇ、俺もう同人誌のことは知ってるから隠さなくていいんだよ』

『何で知ってるんですか、私の部屋に勝手に入ったんですか!!』

『違うんだ、掃除中に偶然見つけただけでっ』

『本当に偶然ですか？　人のプライバシーを勝手に覗のぞくような和泉さんとは絶交です!!　もう口もききませんから』

　何度シミュレートしてみても絶交エンドを迎えてしまう。悠子ちゃんが今まで頑張って隠していた秘密だ。三年間、俺にどこに行き、何を買い、何をしたのかどんなに尋ねられてもはっきり答えようとしなかった。

　この趣味を知ったことで嫌きらわれてしまうなら……悠子ちゃんには伝えない方がいい。

　けれど同人誌に理解を示しているって知ってくれれば、俺は誰より悠子ちゃんに近い男になれるのでは？　そう思うと諦あきらめきれなかった。

　誰かに相談したい。しかもできれば悠子ちゃんと同じ本を読み、共感し、同じ立場になって考えることができる人間に。該当する人間は二人浮かんだ──女か、男か……。

　俺は翌日、悠子ちゃんには内緒で会いにいくことに決めた。
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　次の日の夕方、俺は高校の門の前に立っていた。その間に何度も女子高生に声を掛けられたが「待っている人がいる」と断った。それでも諦めの悪い女子高生の群れは少し離れた場所で俺を観察していた。

「待ってたぞ」

　ようやく目的の人物が現れ、前に出て行く先を阻はばんだ。

「あの、冴草はもう帰りましたけど」

「知ってる。今日はお前に話がある、仲島」

　お、オレですか、と眼鏡男子仲島は後ずさった。不快な思いをしながら待っていたのだ。逃がすつもりはない。

「ここで話せば困るのはお前だけど、どうする？」

　ドンッと仲島を壁に追いつめると周囲から黄色い悲鳴が聞こえた。仲島は自分達が目立っていることを早々に悟さとったようだ。

「わ、わかりましたから場所を移しましょう」

　周囲の視線に耐えられなくなったのか、仲島は俺の腕を引いて学校から離れていった。




　仲島と話す場所に選んだのはファミレスだ。平日の夕方だからか、混雑はしていない。悠子ちゃんの趣味について相談する相手を考えた時、脳のう裏りに浮かんだのは越こし田たと仲島だった。

　悠子ちゃんに近しい人間でどちらに聞くか悩んだが苦渋の選択の末、後者を選んだ。

　率直に言って、越田には頭を下げたくなかった。女というだけでも苦手なのに、いつも会話の主導権は越田が握にぎり、思い通りの会話が成立したことなんて一度もない。あいつと二人きりになって普通に話せる気がしなかった。

　それに比べれば仲島は真っ当な人間だ。外見からして真ま面じ目めそうだし、どことなく悠子ちゃんと雰囲気が似ているところがある。悠子ちゃんのことを他の男から聞くなんて悔しいが、今は文句ばかり言っていられない。

「あの、もしかしてまだオレがあいつと付き合ってるとか疑ってるんすか」

「その可能性も捨てきれないが、今日はそのことじゃない」

　以前悠子ちゃんのことを異性としては対象にならないと言っていたのを信じるぞ、仲島。

　どうか一生、悠子ちゃんの魅力に気付かぬままでいて欲しい。

「実はな、コレのことなんだ」

　鞄かばんの中から『恋愛テロリスト』を取り出しスッと机の上に出した瞬間、仲島が目にも止まらぬ早さで自分の方へと引き寄せて隠した。

「ちょ、ちょっと！　危険物を堂々とこんな所で出さないで下さい」

「声が大きいぞ、仲島」

「あなたのせいです！」

　仲島は肩で息をしている。その懸命に隠そうとする様が悠子ちゃんを思い起こさせた。

「昨日、家で見つけたんだ。今では、この本がどういった趣しゆ旨しの本なのかも理解している。果たしてその事実を悠子ちゃんに話すべきか否か……」

「それは、言わない方がいいですよ。これは本当に繊せん細さいな問題なんで。あいつ趣味のことを人に知られるの怖がってましたし……少しでも周りと違うとハブられるって思ってるみたいです」

　俺ならそんなことはしないのに。夏に悠子ちゃんと公園にピクニックに行った時に遭あった男にイジメられた時のことを気にしているのだろうか。もう怖がらないでいいんだよって伝えてあげたくなる。

「それに俺達は皆に理解されたいって思ってるわけじゃないんです。秘密を共有する友達が数人いればいいっていうか、少数派でいいんです。仲間だからこそわかりあえる。皆と輪になって仲良しになりたいわけじゃない」

「俺じゃ秘密の仲間になれない？」

　越田や仲島と電話で喋しやべっている時の悠子ちゃんは心から楽しそうにしている。あんな風に俺も話してみたい。

「リア充じゆうにしか見えません。諦めて下さい」

　悠子ちゃんの仲間になれない時点で充実してない。何故そこがわからないのか。

「あと別の話になるんですけど、一応あなたには話しておきたくて。最近冴草がネットで知り合ったハピネスとかいう奴と初めて会ったみたいなんです」

「始末していいってことだな」

「違います。あいつ結構前からそのハピネスに憧あこがれてて、話聞いたらかっこよくて優しくて紳しん士し的てきな人ってベタ惚ぼれです。何か見ていて簡単に騙だまされそうな雰囲気なんで、冴草のこと気にかけてやってくれませんか」

　ベタ惚れって……!!　しかし昨日見た悠子ちゃんは正にそんな表情をしていた。ハピネスと倖、繫げるのは単純かもしれないが同一人物かもしれない。

「それはもしかして片目が少し髪で隠れてて、女受けしそうなホスト風の男じゃないか？」

「俺も会ったことはないんで。ちょっと待って下さい。──たぶんこんな感じです」

　スマホで見せられたのは知らない漫画のキャラクター画像だった。あの男とは違い、燕えん尾び服ふくを着ているが全体的にそっくりと言っても過言ではない。

「似てるとは思うがもっと実在の、芸能人の写真とかあるだろ」

「これ、冴草の最新ジャンルの推おしメンの聖ひじりです。冴草はハピネスがこのキャラに似てるって言ってました」

「えっと穂積じゃなくて？」

「それはそれ、これはこれ。推しは一人とは限りません！」

　なんてことだ、ライバルが多すぎる。そんなに夢中なものが沢山あったら、悠ゆう長ちように構えていられない。

「仲島、よくぞ知らせてくれた」

　俺の質問には正直に答えてくれたし、悠子ちゃんの性格を考こう慮りよしつつ、危険も報しらせてくれるとは。思ったよりいい奴なのかもしれない。

「連絡先を交換しよう。今後も悠子ちゃんのことで何かあったらすぐに俺に連絡するように！　特に、男関係のことは即送ってくれ」

　悠子ちゃんが学校にいる時のことは俺には探れないが仲島なら可能だ。

「それはやりすぎなような……」

「逐ちく一いち報告しろとは言わない。重要なことだけでいい」

「そう言われてもオレと冴草はクラスも違いますし、四六時中一緒にはいませんよ」

「でも仲島は悠子ちゃんに信頼されてるからこそ仲間になれたし、そのハピネスのことだって話してもらえたんだ。俺だってその壁をすぐにでも取り除きたいけど……無理なんだろう？　だから、頼む」

　頭を下げて真剣に頼み込むと仲島は長い無言の間を経て、連絡先を教えてくれた。

「……………オレが頷うなずくまで諦めそうにありませんしね。わかりましたよ、協力します。大したこと報告できないと思うんで、くれぐれも期待しないで下さいね！」

「あぁ、報告待ってるぞ、仲島」

　こいつは根が真面目だ。いい仕事してくれそうだ。

「あれ、名前が《隊長》って登録されてます。これはお兄さんのことですか」

「俺をお義兄にいさんと呼ぶんじゃない。それはコードネームだ。悠子ちゃんのためにも俺とお前が繫がってることはバレないようにした方がいいだろう」

「なるほど。オレが何隊に所属してるのかは怖いので聞きませんけど……了解しました、隊長」

　咄嗟に考えたコードネームだが、これなら悠子ちゃんにもわからないだろう。これからは悠子ちゃん警備隊の一員として仲島の活躍を期待しよう。

「あ、隊長、ついでにこの本、俺から冴草に返しておきますよ。冬コミの時に混ざったことにしておきますから」

　──俺は最強の味方を手にしたのかもしれない。

　仲島の提案に俺はありがたく甘えることにした。
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「悠ゆう子こちゃんが赤点って珍めずらしいね」

「私も人生初ですよ……」

　今日は学校で数学の抜き打ちテストの結果が返された。ただでさえ低い平均点を大幅に下回っている。点数を見た瞬間、頭が真っ白になった。

　普段学校では真ま面じ目めな生徒として通っている私が……三十三点。何のための眼鏡めがねだ。見掛け倒しか。二月末には学期末テストを控ひかえていて、何としてもそこでは赤点は避さけたい。

　原因はわかっている。趣味とバイトに時間を使い過ぎていたのと、気になることがあったからだ……。

　家に帰ると私は兄の部屋を訪ね、恥はじを忍しのんで返却されたテスト用紙を見せた。兄は落ち込む私に笑いかけてくれた。

「俺に話しにきたってことは、数学教えて欲しいんでしょう。リビングに行こうか」

「いえ、そこにも誘惑があるので、できれば他の場所でお願いします」

「あぁ最近、『ねーねコール』すごいよね」

　一歳を迎えて少しずつ豊ゆたかが話す単語が増えてきた。その中でも特に多いのが「ねーね」なのだ。私はその声が聞こえたら反応せずにはいられない。泣いてたらあやしたいし、ご飯もおむつも寝かしつけも全部やってあげたくなる。疲れもするし、思った通りにならなくて泣きそうになることもあるけど、天使に求められたらもうダメなのだ。

「豊のためなら喜んで手となり足となりますよ。豊の可愛かわいさには無限の可能性を感じます」

「……わかるな。俺もその気持ち」

　甘い笑みを浮かべた兄に私もうんうんと頷うなずいた。

「じゃあ、勉強は俺の部屋でしようか」

　そう言って頂けるとありがたい。私の部屋は人に見せられない物で溢あふれているので兄を招待できる状態ではない。

「今、教科書とノート持ってきますね、少し待っていて下さい」




　自分の部屋に戻って勉強道具一式を持って行くと兄は扉を開けて待っていてくれた。

　兄の部屋に入るのは久しぶりだ。中学三年の時は受験勉強のために兄が家庭教師をしてくれたので偶たまに兄の部屋で教えてもらっていた。

　兄は階段下の収納からお客さんが来た時に使う折り畳み椅い子すを持ってきて、兄の椅子の隣に並べてくれていた。眼鏡まで掛けて準備万端だ。

「テストを見た感じ、わからない問題が多いみたいだから前に戻って復習から始めようね」

　優しいお言葉に私は頷いて椅子に座った。教科書は最初の方のページが開いてあり「これ絶対長くなるパターンだ」と顔を引ひき攣つらせてしまった。




「悠子ちゃん、あまり集中できてないんじゃない？　何か無理してない？」

　手詰まりになった私に気付き、兄が解説を途中でやめて尋たずねた。

「無理はしてませんよ……ただ、和泉いずみさんに数学とは関係なく聞きたいことがあって、そのせいかもしれません」

「え！　なになに？　何でも聞いていいよ」

　兄が嬉しそうな顔をして私の顔を覗のぞいていた。

「和泉さんが合ごうコンに行った時に好きなタイプの女性がいたのかなぁとか……」

　小お野のさんは和泉さんと付き合う気満々でいたし、それなりに脈がなければあそこまで自信は生まれないだろう。もしかして私が知らないだけで二人は交際間近だったりするのだろうか。

　兄は合コンの時のことを思い出したのか、少し嫌そうな顔をしながらも答えてくれた。

「いなかったよ。もしあの場にいたら連れ去ってたね。でも悠子ちゃん行く予定なんてないでしょ」

「私が合コンにですか？　一体何の関係が」

　話の趣しゆ旨しがずれている気がする。私が首を傾かしげると兄は首を横に振った。

「関係ない。悠子ちゃんに合コンなんて必要ない。俺はそれよりも悠子ちゃんの好みのタイプの方が気になるなぁ」

　兄は机に片かた肘ひじをついて私の顔のサイドに流れている髪を摘んだ。

「俺も髪、黒くしようかな。どう思う？」

　私は漫画のキャラだったら黒髪派だから、それを知ってて私の好みに合わせてくれようとしているのかもしれない。けどできれば兄には染めずにいて欲しい。亜あ麻ま色いろの髪は日に当たると煌めいて見えてとても綺き麗れいだ。

「私は今のままの和泉さんが好きですよ」

　ピシッと兄が石のように固まった。

「髪の色が好きとか、そういうのって後付けだと思うんですよ。豊のことも可愛いから好きなんじゃなくて好きだから可愛いんです。誰かを好きになるって理り屈くつじゃない、です」

　誤解されたくなくて語ったら何だか恥はずかしいことになってしまった。

「実感こもってるんだね」

「あ、う……はい」

　追撃されて答えに困ったけど下を向いたまま伝えた。とても兄の顔が見れる状況じゃなかった。

「じゃあ、髪は染めないでおこう」

　兄は私の髪に口づけてから明るく笑った。

「俺以外の男にこんな簡単に触らせないようにね？」

　私にこんなことする人……和泉さんしかいないんだけどな。赤い顔を隠して心の中で呟つぶやいた。何で兄は不安に思うのだろう。私が素直に気持ちを伝えても兄の心から疑念は消えないようだ。

「ごめんね、勉強中断させちゃって。続きをやろう」

　兄の声に促うながされて数字だらけのノートと向き合った。自みずから話を切った兄からこれ以上話を聞くのは難しそうだ。

　それに期末テストで絶望的な点数を取るわけにはいかない現実もある。私は兄の助けを借りながら、平均点以上を目標に夕飯が始まるまで難問と闘たたかい続けた。




　夕飯の皿洗いを済ませた後、自室に戻った私はすぐさまスマホを手にしてネットに繫いだ。兄による数学授業を終えた自分へのご褒ほう美びタイムだ。

　麻ま紀きちゃんのブログを覗いてみると『無事入稿！』という題名で最新記事が投稿されていた。記事の中身はブラハンを掲載している漫画雑誌の最新号考察だった。長々と語られる内容を読んで、よくここまで深読みできるな、と感心してしまった。麻紀ちゃんはブラハンの影響でイギリスの歴史も勉強し始めたようで知ち的てき好こう奇き心しんも満たされる。途中で絵付きの解説もあり、わかりやすいから麻紀ちゃんがここでも多くのファンを獲得しているのが伝わってきた。

　記事の最後の方に「《神かみ様さま同どう盟めい》次のイベントで売り子さん二名探してます！」と麻紀ちゃんがイラストを貼はって募集を掛けていた。依頼していた売り子さん達がインフルエンザで参加できなくなってしまったらしい。そのイベントは私も一般参加を考えているブラハンオンリーだ。

　やっと締め切りを終えたと思えば、売り子さんの欠員。麻紀ちゃんに同情してしまう。人望のある麻紀ちゃんのことだからすぐに見つかるだろうが、やはり心配になってメッセージを送ってみた。すぐに返信がきたけど、まだ立候補者はおらず困っているようだ。

　少し悩んだ後『私みたいなど素人しろうとでもよければ売り子さんやるよ』と手を挙げてみた。

『いいの？　本気でいいの？　かむちゃんの買い物後回しになっちゃうし、接客伴ともなうし、結構混むと思うんだけど……』

　麻紀ちゃんにしては遠えん慮りよ気ぎ味みなメッセージがきた。でもそこに期待が滲にじみ出ているのも隠せていない。

『私も手伝った原稿が本になって人の手に渡るところを見てみたい。ダメかな？』

　と本心を書いた。麻紀ちゃんはいつも同人誌の後書きに「原稿を手伝ってくれたＫちゃんにスペシャルサンクス！」と感謝の言葉を添えてくれている。その一文がどんなに嬉しいか。麻紀ちゃんの努力の結晶に関われることが自分にとっても誇ほこらしかった。だから一度くらいは新刊を最後まで共同作業で見送ってみたい。数分後、麻紀ちゃんからの返信がきた。

『ありがとう！　一緒に漫画を作り上げてくれたかむちゃん以上の売り子さんは世界のどこにもいないと思う。私もかむちゃんと一緒にブラハンを愛する皆に本を届けたいです』

　そのメッセージを読んで三年越しで夢が叶ったような気分だった。私の方がありがとうって言いたい。私は小学校の時に自分で描いた絵を馬ば鹿かにされてから描かなくなったし、妄もう想そうはするけど小説も書かない。そんな読よみ専せんの自分に同人誌作りを手伝える機会ができたのは麻紀ちゃんのおかげなのだ。

　高校が違う麻紀ちゃんとは中学の頃のように頻ひん繁ぱんには会えない。だから麻紀ちゃんの部屋でアニメソングを聴いて、趣味や家族、学校の話をしながら原稿に勤いそしむ時間は大切で幸せな時間だ。麻紀ちゃんが了承してくれて良かった。ホッと一息ついてベッドに倒れた。




　無性にハピネスさんの小説が読みたくなってブクマから飛ぶと新作が更新されている。あらすじを読んですぐ舞台の帰りに話したヤツだとわかった。

　忙しいって話してたのに書いてくれたんだ。嬉しすぎるよ……ハピネスさん。

　なら私のやるべきことはひとつだ。早速感想文を送らせて頂こう。何度も文字を入力しては消してを繰り返して読み返す。そんなことをしている内に深夜になってしまった。

　明日も学校だ。寝坊しないためにもう寝なければ。睡すい魔まと戦いながら送信ボタンを押し、私はようやく重い瞼まぶたを伏せた。
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　午前の授業を終えての昼休み、私は相も変わらずのひとりぼっちのご飯だ。自分でも成長しないな、と思うのだが無理して友達を作ってもきっと孤独感は解消されない。授業で班を作らされる時は苦痛だけど、いじめられてるわけではないし、あと一年弱の辛しん抱ぼうだ。頑張ろう。

　お昼のお弁当を食べながら、机の上にスマホを置いた。昨夜ハピネスさんに送った聖ひじアベ小説の感想メールの返信が待ち遠しい。いつもならもう返事が来てもおかしくないんだけどな……。

　夜遅かったしハピネスさんに変な文章を送ってないか、心配になってきた。お弁当を食べる手を止めて送信メールの内容を確認してみる。誤字脱字はないし、内容も問題ない。多少テンションが高いのはしょうがないとして──んん？

　最後に送信先の名前を目にした瞬間、愕がく然ぜんとした。

　冴さえ草ぐさ、和泉になってる……!?

　見間違いかと何度確認しても結果は変わらない。昼休みが終わるまであと三十分、私は食べかけのお弁当に蓋ふたをしてスマホ片手に教室を出た。

　大事件だ！　私史上最大の事件が起きている。

　隣の二年Ｂ組の扉をガラリと開け、藁わらにも縋すがる思いで助けを呼んだ。

「仲なか島じま!!」

　友人と昼食をとる仲島が目を丸くしてこちらを見ていた。集まる視線にいつもなら怖おじ気け付いているが、今は構っていられない。教室にずかずかと入り仲島の前で立ち止まる。

「緊急事態発生、ちょっと来て」

「え？　い、いきなりなんだよ」

「話してるところごめん、仲島借りてくね」

　仲島の友人に頭を下げると「どうぞ持ってって」と面おも白しろそうな顔をして手を振った。私は仲島の腕を引いて空き教室に連れ込んだ。

「どどどどうしよう、兄に腐ふ女じよ子しだって知られたかもしれない!?」

「とりあえず、落ち着け。話は聞くから」

　慌てる私の肩に仲島は両手を置いて落ち着かせた。私は息を整えて事の流れを説明し、間違えて兄に送ってしまったメールを仲島に見せた。

「ばれたかも……いや、絶対にばれたよ。今度こそ私の終わりだ。家に帰れない」

「……別にお前の兄あに貴きなら大丈夫だろ」

　人事だと思って軽く言いおって……！

「じゃあ、仲島はお姉さんに趣味のことバレてもいいわけ？」

「それは勘かん弁べん、絶対に揶揄からかわれるに決まってる！」

「ほら、自分だって嫌いやなんじゃん。今は気休めじゃない、解決策が欲しいんだよぉぉ」

　机に突っ伏してドンドンと机を叩いた。本気で泣きたい。この三年、必死に隠してきた苦労がメールひとつで水の泡あわになるなんて。しかもよりにもよって自分のミスで。自分を責める他ない。

「──待て冴草、今ちょっと調べてみる」

　仲島が高速タップで解決方法を検索してみてくれるようだ。でも送ってしまったメールを削除する方法なんてあるんだろうか。解決の手立てが浮かばず目に涙が滲にじんだ。

　絶望感に打ちひしがれているとスマホに電話が掛かってきた。一瞬、兄かと思いびくっとしたが画面には佐さ藤とう貴たか士しと名前が表示されていた。

　一体、何故佐藤さんが……？

　とりあえず電話に出てみると掛けてきた相手は兄だった。

「え、どうして佐藤さんのスマホから？」

『俺のスマホ、駅で落とした時に故障しちゃってさ、貴士に借りたんだ。携帯ショップで修理に出したんだけど数日掛かるみたいでね。代替機は在庫が出払ってて、明日家に届くからそれまで連絡取れないことを悠子ちゃんに伝えておきたくて』

「え、そうだったんですね。じゃ、じゃあ、メールとかって」

『送ってくれたの？　充電切れちゃったから見れてなくて、ごめんね』

　兄の一言で一気に形勢が逆転した。まだあのメールを兄に読まれていなかったとは！

　私はマイクを手で塞ふさいで咄とつ嗟さに仲島に経緯を話した。

「まだ安心するのは早いぞ。代替機でもメールアプリにログインすればメールは見られる」

　となると兄の手元に代えのスマホが届いた時点でピンチが再来するということだ。

「ど、どうすればいい？」

「いっそアプリごとアドレスを変えてもらえ。あの兄貴ならお前がお願いすれば聞いてくれるって」

　簡単にそう言うけど無理難題だ。けど仲島の言う通り他の手立てはないように思えた。何とか理由を捻りだして頼んでみる。

「い、和泉さん、今日仲島にオススメのメールアプリがあるって勧められたんですけど、これを機に、私と一緒にそっちに替えてみませんか？」

『いいよ、どの道修理出しちゃうと初期化されてアプリも全部消えて返ってくるんだよね。どうせダウンロードするなら悠子ちゃんと同じの使いたいし！』

「よ、良かった！　詳しいことは仲島に聞いておきます」

『了解。今日もバイトが終わる頃迎えに行くね。そろそろ授業始まるから切るよ』

「はい、連絡ありがとうございました」

　電話を切って、私は安あん堵どの息を吐いた。スマホを持つ手の震えは止まったが、完全に冷えきっている。

「仲島ありがとうぅぅ～、命の恩人だよ」

「男として仲間のピンチは救って当然だろ」

　仲島と友達になれて本当に良かった。さっきは冷静さを見失って教室から強引に引っ張ってきてしまったけど私の異変を察さつし、抵抗しないでついてきてくれた。いつも一言二言多いのは玉に傷だがそれはもう仲島のチャームポイントだと思うようにしよう。それも仲島の善意なのだ。

「それ、先週の飛人たかとの台詞せりふでしょ」

「今使わずにいつ使う。やっぱり最高だよな、フラバタは！」

　仲島に強調されて気付く。最近、私はブラハンとかハピネスさんの話ばかり仲島にしていた。今でもフラバタが大好きで、大事な数少ない友達だというのに。

「だね！」

　ニカリと笑った仲島に大きく頷うなずいた。フラバタは私にとって殿堂入りジャンル、決して愛が冷めたわけじゃない。同じくしてブラハン愛が燃え上がっているだけなのだ。そうして好きなカップリングが増え続けていく。愛に限界など存在しない。だからこれは浮気などではなく無限の愛なのだ。

　私は昼休みが終わる直前まで仲島とフラバタ語りで盛り上がった。来月には原作者である倉くら敷しき先生のサイン会があり、互いに葉書で申し込んでいる。一緒に行きたいが抽選なので結果待ちだ。

　仲島と話しているうちに、私の中核にはフラバタが存在していて、新しく好きになるジャンルにも大きく影響していることが改めてわかった。穂ほ積ずみ君と飛人の関係が私の理想すぎるんだな。友情と愛情の狭はざ間までずっと漂ただよっていたい。

「あと、冬コミの時にお互いに買った本読みあっただろ。そん時に冴草のが混ざってたから今度返すわ」

「え、気付かなかったよ」

「お前うっかりしてっからなぁ、マジで気を付けろよ!!」

「……はい、猛もう省せいしております」

　そう、この小言も熱い友情故ゆえ。兄に誤メールという致命的なミスを犯した私に反論の余地はない。私は素直に仲島に頭を下げた。




　六限目終了のベルが鳴り、学校から解放された私はまっすぐバイト先へ向かった。休憩室のロッカーで素早く制服を身につけ調理場に入る。そして、スピーディーにおばちゃん達が作ってくれた揚げ物や煮物料理の数々をお弁当に詰めていく。今日は総そう菜ざい全品十パーセント割引の日だから普段より混むのだ。外の寒さを感じさせない程、調理場は暑く背中の汗が止まらなかった。

　三時間程して、店長が休憩の声掛けをしてくれた。二人のおばちゃんと一緒に休憩室へと入っていく。手袋とマスクを外して椅い子すに座るとおばちゃんの一人、土つち屋やさんが机の上でタッパーを開けた。中にはいくつもの干し柿が入っている。

「どうぞ悠子ちゃん」

　スッと他のおばちゃんが私の前にお茶の入った湯ゆ呑のみを置いてくれた。素晴らしい連携プレイ。いつも手際が良くて感心してしまう。

「ありがとうございます、いただきます」

「どういたしまして。にしても今日は疲れたわねぇ、悠子ちゃんは学校のあとでしょ。大丈夫？」

「はい、何とか」

　若いっていいわぁ、とおばちゃん達はうんうんと頷きながら干し柿を頬張った。私もちびちびと干し柿を頂く。甘くて美味おいしい。

「そういえばこの間新しく開店した喫茶店、行った？」

　土屋さんに話を振られて私は頷いた。

「行きましたよ。評判通りチーズケーキ美味しかったです！」

「でしょう！　店長の奥様がパティシエールで手作りなんですって。私は一口食べた瞬間にわかったわよ。あのお店は人気が出るってね」

「嬉しいことにケーキのテイクアウトができたのでお土産みやげに持って行って友達と一緒に食べました」

「持ち帰れるのはいいわね。ウチは小さな子どもがいるからああいうお洒落しやれな喫茶店に入るのは躊躇ためらっちゃうのよ」

　もう一人のおばちゃんがイイ情報を手に入れたわと笑った。

「確かに子どもと一緒だと行く場所が狭まったりしますね」

　階段しかないお店だとベビーカーと豊を持って上がる気にはならないし、狭いお店の中での移動も面倒だったりする。図書館で大泣きされた時はどうしても泣きやまずそそくさと退散した。

「……やっぱり、人違いじゃなかったのね。悠子ちゃんが彼氏さんとスーパーで離り乳にゆう食しよくを買ってるところを見たのは」

「え、え？　つまりそういうこと？」

「彼氏もいなければ産んでもいません！　あれは兄と、歳の離れた弟の食事を選んでたんです」

「そうなの、そういうことにしておきましょうか。でも悠子ちゃんは真面目だから彼も気遣ってるんでしょうね」

「学生の内は大変だから、せめて彼が就職してからの方がいいわよ」

　といつもの調子で見当違いのアドバイスまでするので反論するのは諦めた。放っておいても二人の話題は次々と変わっていく。私は相あい槌づちを打ちながらおばちゃん達の会話に耳を傾かたむけていた。




　バイトが終わり私服に着替えた後、裏口の扉を開けて外へ出た。思った以上の強風に思わず両腕を組む。

「あら、まだお迎え来てないの？　中で待ってたら？」

　私の後から出てきた土屋さんが心配して声を掛けてくれた。

「いえ、もう少ししたら来てくれると思うので」

「一秒でも早く彼に会いたいの、と。相変わらずラブラブでいいわぁ」

「そういうんじゃないんですってば……」

「そうかしら？　でも、そうね、若い内は沢山悩んでおいた方がいいわよ！　歳を取ると身動きが取りづらくなるから。私は悠子ちゃんのこと応援してるわ」

　土屋さんにぎゅっと手を握られてしまった。説得力のあるお言葉だ。

「どうもありがとうございます」

「いいえ～、いつもいいもの見させてもらってるもの。風邪かぜ引かないように気を付けてね」

　手を振る土屋さんに手を振り返した。時計を見ると迎えに来る時間を過ぎている。

「遅くなるなんて珍しいな」

　ポケットからスマホを出して、そういえば兄のスマホは壊れているんだった、と思い出した。でもあと十分もすれば迎えに来てくれるはずだ。私は白い息を吐きながら、流れる雲に隠れる月を仰ぎ見ていた。
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　悠ゆう子こちゃんがテストで悪い点を取ってしまったというので勉強を見てあげた日の夜、俺はなかなか寝付けず起きあがった。ベッドの上で壁にもたれかかって天てん井じようを見上げる。

『誰かを好きになるって理り屈くつじゃないです』

　恥はずかしそうに話してくれた悠子ちゃんの言葉には実感がこもっていた。しかもそれを指摘しても否定されなかった。

「あれ……絶対好きな男がいるよな」

　俺の脳のう裏りに浮かんだのは喫きつ茶さ店てんで見たあの男の姿だった。

　仲なか島じま曰いわく、悠子ちゃんは数年前からハピネスとネットで連絡を取りあい、憧あこがれの存在だったらしい。そして、先日ハピネスから舞台鑑賞に誘われ、そこで初めて会った二人は急速に距離を縮ちぢめているそうだ。

　ハッピーエンドまっしぐらじゃないか……！

　俺は通販で購入した『ブラッディーハンター』という漫画を手に取り、黒髪で片耳に赤いピアスをつけている聖ひじりというキャラクターを睨にらんだ。これが今の悠子ちゃんの最愛のキャラ。その聖に似ている男、ハピネス──闇やみに葬ほうむりたい。だけど悠子ちゃんのことは悲しませたくないし……と考え出した時、スマホのバイブ音がしてビクッと体が震えた。

　深夜の三時、こんな時間に誰かと思えば悠子ちゃんからだった。メールを開いて読み始めると、脳が混乱を極きわめた。




　ハピネスさんへ

　こんばんは、早速今日更新された聖ひじアベ小説読みました！

　目の前の狼おおかみが変身したアベルとは知らずに聖君が本音を吐と露ろしてしまうシーンには泣きそうになってしまいました。吸きゆう血けつ鬼きのアベルを殺すためにヴァンパイアハンターになったのに、運命の番つがいだとわかって殺せなくなってしまった心情のせめぎあいも切なかったです。今回も続き物、ということで嬉しいです！　気長に更新される日を待ってますね


ゆたんぽより






　色々言いたいことが多すぎる……。再度、宛名を確認して、俺は静かに頭を抱かかえた。

　──送る相手を間違えてるよ、悠子ちゃん!!

　恐ろしい誤爆メールを受け取ってしまった。以前の俺なら聖アベの意味もわからなかったけれど理解できてしまうつらさ。悠子ちゃんがハマッてるカップリング表記だろう。

　このメールからわかったのはハピネスが聖×アベルの小説を書いていて、悠子ちゃんはゆたんぽというハンドルネームでハピネスに感想を送っているようだ。

　ゆたんぽ、カワイイ……って現げん実じつ逃とう避ひしてる場合じゃない。

　恐らくスマホに不ふ慣なれな悠子ちゃんは寝ぼけてハピネス宛のメールを俺に送信してしまったのだ。もし俺にこのメールを読まれたと知ったら、どうなる？　今後俺と目も合わせてくれなくなるかもしれない。背筋が一気に冷えた。

　こたつから発見された同人誌のことといい、うっかりしすぎだ。こんなに大胆なイージーミスをされてしまうと俺としてもフォローがかなり難しい。俺からアクションを起こせば、既に読んでしまったと言っているようなものだ。つまり俺にできる手はひとつだけ、メールには気付いていないふりをするしかない。

　少し待ってみても悠子ちゃんからの連絡は何もない。もう寝てしまったんだろう。

　あとは天に運を任せよう……。

　俺はスマホの電源を切って、悠子ちゃんが気付かないことを祈った。
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「おはよう……悠子ちゃん」

「おはようございます。あれ、和泉いずみさん、目の下に隈くまができてます」

「提出物で今日までのがあって、ずっと起きてたんだ」

「目の疲れにはここのツボを押すといいんですよ」

　悠子ちゃんは自分の眉み間けんの辺りを指で押して見せてくれた。

　この感じ、まだ悠子ちゃんは昨日の間違いメールに気付いていないとみた。表情から焦あせりが感じられない。普段通りの態度だった。

　家族全員席につき、テレビを見ながら朝食を食べ始める。悠子ちゃんは一体いつ、メールを送った相手が俺だと気付くのか。できることなら悠子ちゃんのスマホを奪ってあの送信メールを消してあげたい。

「……おい和泉、さっきから悠子ちゃんのこと見すぎだぞ。可愛かわいいからって困らせるなよ」

「別に、そういうつもりじゃないし」

　今、困ってるのは俺の方だ。ちらりと隣を見てみると悠子ちゃんは小声で「かなり視線を感じましたが……」と俺をねめつけた。どうやら親父の言う通りだったらしい。

「心配だなぁ。オレがいない間、お前にはしっかりしていてもらいたいんだが。悠子ちゃん困ったことがあったらオレに連絡していいからね」

「国際電話はちょっと……」

　う～ん、と悠子ちゃんが両腕を組んで悩み始めた。

「え、そこは外国にいる父さんよりも傍そばにいる俺を頼るところだよね？」

「大丈夫よ、正まさ輝きさん。私もいるわ。安心してお仕事に行って頂ちよう戴だい」

　豊にご飯をあげつつ、妃きさきさんが何気に辛しん辣らつなことを言う。

「うん、バレンタインには帰ってくるから妃さんと悠子ちゃんのチョコを楽しみに仕事頑張ってきます」

「悠子からのチョコだけで充分でしょう」

「オレ、まだ妃さんから一度もチョコもらったことないんだけど……」

　バレンタインにチョコを渡すのは妃さんの柄ではないのだろう。親父の要求に妃さんは面倒くさそうな顔をしていた。

「あの和泉さん、おかわりいかがですか？」

　親父と妃さんのやりとりを見ていたら、俺の空になったお碗を見て悠子ちゃんが気を遣ってくれた。礼を言ってお碗わんを差し出すとこんもりご飯をよそってくれる。

「美味おいしいですよね、今日はご飯にもち麦入れてみたんです」

　バイト先でおばちゃん達が健康にいいって話してて、と悠子ちゃんはニコニコ話している。この笑顔を曇くもらせたくない。

　俺は愛いとしさと困惑で板いた挟ばさみになりながら、また一口ご飯を口にした。




　大学へ向かう途中の電車の中で俺は悶もん々もんとしていた。悠子ちゃんが間違いメールに気付く前に俺にできることはないのだろうか。できるだけショックを和やわらげてあげたいが解決策が皆目見当つかない。

　俺としては現実の男を追いかけられるより、漫画の世界に夢中でいてくれる方がいいから男同士の恋愛あっても漫画の内容は気にしないんだけど悠子ちゃんとしては伏せておきたいことなのだ。

　……俺と絶交した時も隠し通したのだ。口が裂さけても言いたくないのだろう。ならば何としても俺は悠子ちゃんの秘密を守り通したい。

　電車を下りて階段を上っていくと前にいる人がスマホを落とした。目の前に落ちたので拾って渡すとスーツ姿の女性に何度も頭を下げて感謝された。お礼にお茶でもと誘われたが断ってその場を離れた時、ハッと思いついた。

　スマホを落として壊れたことにすれば、悠子ちゃんのメールを見なかったことにできるんじゃないか？

　スマホ本体は一括で払ったから支払いは済んでるし、今から携帯ショップでバックアップを取ってどこかでスマホを破壊する。お金という犠ぎ牲せいは払うがそれでメールは見られなかったと伝えれば悠子ちゃんもホッとするはずだ！

　名案を思いついた俺はすぐさま駅前の携帯ショップへ走って行った。




　携帯ショップでバックアップを取り、俺は大学へと向かった。本当は講義の前にスマホを壊しておきたかったが始業ぎりぎりで時間がなく荒い息を吐きながら教室へ飛び込んだ。

　講義を終えて昼食をとる前に俺は周囲を気にしながら人目のつかない場所へ移動した。トイレで水すい没ぼつさせる方が良いかと悩んだが防水機能もついていて確実に壊せるとは限らない。

　電源を切ったスマホを手に持ち階段の踊り場で床に叩きつけようとした瞬間、背後からきた人間に止められた。

「どこに行くかと思えば、何しようとしてんだよ！　はやまるな、和泉」

「──貴たか士し。離してくれ」

　必死の形相の貴士が振り上げた俺の腕を握にぎっている。運動部だけあって力が強い。

「スマホを壊そうとするなんてどう考えたって正気じゃないだろ！」

「俺は正気だ」

「目に隈つけた人間に言われてもな……ひとまずこの手を下ろして理由を話せ。お前が冷静かどうか判断してやる」

　悠子ちゃんに気付かれる前に早く証しよう拠こ隠いん滅めつを図はかりたいんだが……恨うらみがましい目で貴士を見ても手を離す気配はない。俺は溜息をついて手から力を抜いた。ポロっと落ちたスマホを貴士が慌ててキャッチする。

「手短にしか話せないぞ」

「構わない、納得できたらこのスマホは返してやる」

　仕方がないので俺は貴士に悠子ちゃんの趣味についての詳しいことは伏せて、事情を話し始めた。




「お前、馬ば鹿かだろ」

　話し終わって一言、貴士は言い放った。

「悠子ちゃんの秘密を守り抜くためなら俺は何でもする」

「お前のその心意気にはある意味脱だつ帽ぼうだけどよ……。スマホを壊す必要はない。壊れたことにすればいいんだよ」

　意味がわからず首を傾げれば、貴士は詳しく説明を付け足してくれた。

「あのな、お前のしようとしてることは一時凌しのぎにしかならない。スマホを替えても同じメールアプリを使えば受信メールは見れるんだ」

　貴士に言われて気が付いた。確かにスマホを壊してもそれは安心材料にはならない。

「じゃあ、このアプリを消して他のアプリにすれば疑われないで済む、か」

「でもそれだと妹ちゃんからすれば不自然だよな。そのアプリだけ消されたら意図的なものを感じるだろ。だから修理に出したことにするんだよ。修理に出せばスマホは初期化されて戻ってくるからアプリは全部消える」

　それなら悠子ちゃんも納得できる理由になる。

「で、俺は理由をつけて他のアプリを使えばいいんだな」

「パスワード忘れてログインできないから替えた、とかな。また色々ダウンロードすんのはめんどいだろうけど破壊する必要はなくなる」

　異様に貴士の判断が早くて驚いてしまう。

「貴士、何でそんなに頭が回るんだ？」

「前にトイレに落として大変なことになったんだよ……」

　な、なるほど、こんな身近に経験者がいたとは。貴士はうんざりといった顔で溜息を吐いた。これはあまり詳しく聞かない方が良さそうだ。

「俺のを貸すから妹ちゃんと連絡取れ。妹ちゃんに、スマホが壊れたからショップに修理に出しててメールも見れない状況にあるって言っておけばいい」

「お前、ほんといい奴だなぁ……」

　しみじみと言うと貴士は照れたようで「ほら、早くしろって言ってんだろ」とスマホを押し付けてきた。俺はありがたくそれを受け取り悠子ちゃんに電話した。

『え、どうして佐さ藤とうさんのスマホから？』

　数コールで悠子ちゃんは電話に出てくれた。

「俺のスマホ、駅で落とした時に故障しちゃってさ、貴士に借りたんだ。携帯ショップで修理に出したんだけど数日掛かるみたいでね。代替機は在庫が出払ってて、明日家に届くからそれまで連絡取れないことを悠子ちゃんに伝えておきたくて」

『え、そうだったんですね。じゃ、じゃあ、メールとかって』

　うん、うん、心配なのはそこだよね、と俺は心の中で頷うなずいた。どうやら悠子ちゃんも誤送信に気づいたようだ。

「送ってくれたの？　見れてないや、ごめんね」

　悠子ちゃんのために俺はさらっと噓うそをついた。すると傍そばから男の小さな声が耳に届いた。

『まだ安心するのは早いぞ。代替機でもメールアプリにログインすればメールは見られる』

　仲なか島じまの声だ！　恐らく先程より声が小さいのは悠子ちゃんが口元のマイクを塞ふさいでいるからだろう。

　でもそのスマホは下だけじゃなくて上にもマイクがついてるんだよ、悠子ちゃん……。

　しかし、そのおかげで仲島と悠子ちゃんのやりとりが聞こえるから話の予測が立てやすい。俺は咄とつ嗟さに貴士の手から自分のスマホを奪い、電源を入れてメッセージアプリを開いた。

『ど、どうすればいい!?』

　悠子ちゃんが困っている声がする！　俺は素早く仲島にメッセージを打って対処方法を送った。

《悠子ちゃんに見られないように画面を隠せ。この後、俺はスマホを初期化する。それで俺のアプリは全部消えるから、悠子ちゃんには他のメールアプリを使うことを促うながしてくれ》

《これが送れるってことは、本当は隊長のスマホ壊れてないんですね！　つまり、冴さえ草ぐさのメールを見てなかったことにするために一ひと芝しば居い打ってると。ご苦労様です、了解しました》

　仲島がすぐに気付いてくれて良かった。俺はいい仕事をしてくれる仲島に感謝した。

『いっそアプリごとアドレスを変えてもらえ。あの兄貴ならお前がお願いすれば聞いてくれるって』

　あの兄貴とは何だ。言い方は気になるが話の方向性は間違っていない。

『い、和泉さん、今日仲島にオススメのメールアプリがあるって勧められたんですけど、これを機に私と一緒にそっちに替えてみませんか？』

「いいよ、どの道修理出しちゃうと初期化されてアプリも全部消えて返ってくるんだよね。どうせダウンロードするなら悠子ちゃんと同じの使いたいし！」

『よ、良かった！　詳しいことは仲島に聞いておきます』

「了解。今日もバイトが終わる頃迎えに行くね。そろそろ授業始まるから切るよ」

『はい、連絡ありがとうございました』

　通話を切って俺はホッと胸を撫なで下ろした。急ごしらえの作戦だったけど貴士や仲島のおかげで予想以上に上手くいった。

「聞いてる俺の方がドキドキしたわ……」

「ありがとうな、助かった。貴士の知恵がなかったら今頃俺のスマホは死んでた」

　スマホを返すと「力になれて良かったよ」と貴士は指で鼻の上を掻かいた。

　階段の踊り場で和なごやかな空気が流れ始めた時、スマホの音が鳴った。

《お疲れさまでした、冴草は隊長にバレなくて良かったと喜んでます。

　一時はバレたら家に帰れないと絶望してたんです。あと急に連絡されるとびっくりするんで前もって教えて下さい。めっちゃ焦あせりました！》

　家に帰れないって、じゃあ悠子ちゃんはどこに帰るつもりだったんだ。越こし田たの家にでも泊まるつもりだったんだろうか。悠子ちゃんのいない家なんて想像もしたくない。そんなことにならなくて良かった。

《ありがとう、仲島。おかげで悠子ちゃんの平和は守られた。この調子で頼んだぞ》

「お前、いつの間に隊長になったんだ」

　貴士は俺のスマホを覗のぞいて面白そうに笑っている。

「悠子ちゃんが世界の中心になった時かな」

　にやっと笑う俺に貴士は「仲島君に同情するわ」と階段を下りて行った。
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　家に帰り、悠子ちゃんのバイトのお迎えの前に俺は夕飯を作っていた。

「うん、美味しくできた」

　シチューを味見して鍋なべに蓋ふたをする。アスパラと鶏肉のハニーマスタード焼きにクリームシチュー、カリフラワーのサラダとパン屋で買ったバケットも添えてみた。悠子ちゃんの好きな物づくしだ。

　部屋にいる妃さんに「どうぞ先に食べてて下さい。悠子ちゃんを迎えに行ってきます」と扉越しに伝えて外へ出た。




　空に浮かぶ月には雲が掛かっている。外は強い風が吹いていて肌寒かった。寒がりの悠子ちゃんにはつらいだろう。早く迎えに行ってあげようと歩くスピードを速めた時、自分以外の足音が聞こえた。

　振り向いても人の姿はないが気のせいとは思えなかった。持っているとつい使ってしまうからと貴士にスマホを預けてきたのは失敗だったかもしれない。

　俺は自分の勘かんを信じて走り出し、勢い良く角を曲がって待ち伏せた。すると相手は笑ってしまう程簡単に罠わなにかかってくれた。

「さ、冴草さん、どうして」

　見下ろす先にいるのは、喫茶店で声を掛けてきた小お野のという女だった。

「それはこっちの台詞せりふだけど。何で俺のことつけてんの？」

「冴草さんに会いたくて。何で連絡してくれないんですか、ずっと待ってたんですよ！」

　耳みみ障ざわりな甲かん高だかい声を上げる小野から咄嗟に距離を取った。

「冴草さん、倖さち先せん輩ぱいのこと聞きたがってたからメッセージくれると思ってたのに」

　一応覚えてはいた。小野に聞けば喉のどから手が出る程欲しいハピネスの情報を簡単に手に入れることができる。それでもメッセージを送らなかったのは、小野と話すのが苦痛だったからだ。

「あ、お弁当はどうでしたか？　結構自信作だったんですけど……」

「弁当は家族が作ってくれてるから必要ない」

　数日前に家の門もん扉ぴの所にあった弁当。あの紙袋の中にはメッセージカードが入っていて名前は書かれていなかったが、喫茶店で小野が勝手に胸ポケットに入れてきたカードと同じデザインだったことに今になって気が付いた。

「その家族って妹さんのことですか？」

「君には関係ないだろ。ああいうのは、迷惑だからやめてくれ」

「わかりました、次はお弁当じゃなくて甘い物にしますね！」

　どういえば伝わるのか。これでは喫茶店で話した時と変わらない。堂々巡りだった。

「合ごうコンで私を見つめながら、料理上手で働き者のコが好きって言ってくれて本当に嬉しかったんです。私だけじゃなくて、冴草さんも私のこと見てくれていたんだって」

　小野の意識はここにはなく、常じよう軌きを逸いつした目をしていた。声に喜びを滲にじませて語る女に俺は恐怖を覚えた。

「窓辺の席に座る冴草さんはいつも切なげで、いつか声を掛けてくれると思って心待ちにしてたんですけど……あれも緊張して私に声を掛けられなかっただけなんですよね？」

　俺は小野の言葉に首を振った。自分勝手で我わが儘ままで俺の言うことは完全無視。そんな経験は何度もしてきた。

『和泉は私が一緒だと緊張しちゃうのね』

　その一言で俺の拒絶は全て無にされてしまう。幼い俺はやることなすことを好意的に受け取られて何を言えばいいのか、わからなくなった。そして力で抵抗しようとすると安あん里りの妹分である双ふた子ごの姉妹が両手の自由を奪うのだ。俺が許しを請こい、彼女達が満足するまで解放されることはない。

『ええ、ええ、私にはさっきのは噓だってちゃんとわかってるわ。照れてるのよね』

『私のこと、嫌きらいじゃないよね？』

『私のこと、好きなんだよね？』

　従姉妹いとこに囲まれた俺が許しを得るためにやりたくもないことを強要されて心を殺している。思い出したくないことが思い出されて手が震えてきた。このままだと安里と遭そう遇ぐうした時と同じことになると体が訴えている。

　これ以上小野の傍にいるのは危険だと判断し、踵きびすを返して離れようとしたところで背後から腰に細い腕が回った。

「待って下さい。緊張してるのは私も一緒です」

　後ろからきつく抱き締められて背中に小野の胸が押し付けられた。まるで息を搾しぼり取られていくようだった。急に息が苦しくなり手が震え始めた。

「寒いんですか？　今度は手袋を編んでるのでもう少し待ってて下さいね」

「はな、せ」

「そんなに照れなくてもいいんですよ、誰も私達のことを見てません」

　誰も見てないなら助けも来ない。それを聞いて逃げ場を閉ざされた気がした。足から力が抜け、ガクリと地面に膝ひざをついた。

　段々視界が暗くなっていく。周囲はまるで冷たい蔵くらの中のようだった。寒気が止まらなかった。姿は見えなくても自分を脅おびやかす存在がすぐ傍にいるのだけはわかった。

　怖いのに、助けて欲しいのに。呼びたい人の名前が喉まで出かかっていても苦しくて声も出せない。

「早く私のことが好きだって認めて下さいね、和泉さん！」

　暗くら闇やみの中で女の甘ったるい声だけが耳に響いていた。
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　ピピピピとスマホの音で目が覚めた。変な夢を見た。内容は忘れてしまったけれど嫌な夢だったと思う。アラームを止めて時計を確認すると夜の十時半、悠子ちゃんがとっくにバイトから帰宅している時間だった。

　いつの間に寝ていたんだろう。今日は俺が当番だったのに……夕飯を作りそびれた。

　俺が作ると思ってこの時間まで待ってるってことは流石さすがにないだろうが、妃さんと悠子ちゃんに謝りたい。悠子ちゃんのバイトのお迎えにも行けなかったし、自分が情なさけない。

　起きあがった俺はパンッと自分の両りよう頬ほおを手で叩いてから悠子ちゃんの部屋へ向かった。

「悠子ちゃん、いる？」

　扉をノックしても返答がない。いつもこの時間なら部屋にいるんだけど……。不安に思ってノブを回すと扉が開いた。

　部屋の中を見渡して、言葉を失った。中は、何故か親父が仕事で使う機材が積み置かれている物置になっていた。悠子ちゃんのベッドや机や本棚が見当たらない。

　嫌な予感がして、ツーッと背中に冷たい汗が流れた。

　俺は慌ててリビングに下りて周囲を確認した。家族写真もこたつもベビーベッドもない。リビングを出て玄関の靴箱を開けるとそこには、親父と自分の靴しか収まっていなかった。まるで悠子ちゃんや妃さん、豊ゆたかの物が全てなくなっているかのようだった。

　咄嗟にポケットからスマホを出してアドレス帳を開いても悠子ちゃんと妃さんの名前は消えていた。

　──噓だ、噓だ!!　こんなの誰かの悪戯いたずらに決まってる。体の汗が止まらなかった。そのままスマホを持って呆ぼう然ぜんとしていると玄関の扉が開いて光が射し込んだ。

　良かった、まだバイトから帰ってきてなかっただけなんだ。

「悠子ちゃん、おかえ」

　り、と言おうとして息が止まった。

　扉を開けたのは、悠子ちゃんじゃなかった。隣に知らない女性を伴ともなった親父だった。

「悠子ちゃん？　名前を間違えるなんて香か澄すみさんに失礼だろ。お前の新しいお母さんだぞ」

「何、言ってんだよ。妃さんは」

「妃さん？　誰のことだ。もしかして、また問題事か？」

「問題事って……違うだろ。親父の奥さんは妃さんだろ。まさか三人を追い出したのか!?」

　幼い豊といつもアドバイスをしてくれる気き丈じような妃さんと俺に希望を与えてくれた悠子ちゃんを？　親父が気まぐれのように選んだ新しい女のために!?

　瞬間的に俺は、玄関に立つ二人を突き飛ばして家から排はい除じよした。玄関の鍵かぎと共にチェーンを掛ける。

「おいっ何してるんだ。和泉、扉を開けろ！」

　背後で響く親父の声とドンドンと扉を叩く大きな音を無視して一段一段、階段を上っていく。

　このままではいけない。環境が良くない。足りない物が多すぎる。親父には頼れない。俺の力で変えなければ、変わらなければ会えなくなってしまう。

　親父の物で埋うめ尽つくされた悠子ちゃんの部屋に入り、乱暴にゴミ袋に物を詰めていく。

　どの位置に机があってベッドが置いてあったか、俺はしっかり記憶している。少しでも居い心ごこ地ちがいいようにふわふわの布ふ団とんを用意して、可愛い服をタンスに詰めて、漫画が沢山入るような本棚を購入しよう。

　──悠子ちゃんが帰ってこられるように。

　ゴミ袋の数が増していく度に満たされていく。妃さんや豊も不便だろうから他の部屋も元に戻しておかないと。

　ずっと一緒にいるんだ。誰が何と言おうと取り戻す。どこにいても見つけ出す。

　すぐに迎えに行くから待っていて欲しい。

「もう少し、あと少しだけだから……」

　頬を伝う涙がポトポトとフローリングに零こぼれ落ちていく。この部屋はいらない物で溢あふれている。親父の仕事道具は、大事そうにプラスチックケースやビニール袋に守られていても、親父は偶たまにしか帰ってこないから埃ほこりが積もっていて、どこも大切になんかされていない。

　放置されてるだけだ。冷えきった一軒家に置いて行かれる俺と同じだ。

　この家には確かに暖かな空気が流れていたはずなのに。すくすくと成長する弟の姿だって見られたし、母が珈琲コーヒーを淹いれる匂いもして、俺を呼ぶ妹の声だって聞こえていたんだ。

　いらないものは山程あるのに必要なものだけが消えてしまった。俺は諦める気には到底なれなくて、泣きながらゴミ袋に不要な物を投げつけていた。
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　バイトが終わって三十分を過ぎても兄が迎えに来ない。私は総そう菜ざい屋やの前で寒さに震えて鼻を啜すすった。家に電話を掛けて確認してみたら母が出てくれて兄は一時間程前に家を出ているらしい。もしかしてここに向かうまでに何か事件に巻き込まれたのかもしれないと心配になってくる。

　今は兄のスマホが壊れている以上連絡のしようがない。すれ違いになる可能性も考えたが私は兄を探しながら家まで歩いて帰ることにした。

　いつもの道も暗い中だと少し怖い。家に近づくに連れ、人もまばらになってきた。住宅街になると人の姿はなくなり、不安に襲われた。兄と一緒に歩いている時は気にならなかったが結構危ない場所なのかも……と今更になって感じた。

　いつもと同じ帰り道を歩いているから兄が寄り道さえしていなければ出会えるはずだ。しかし未だに兄とは会えない。あと少しで家に着いてしまう。焦あせりを感じ始めた時、スマホが鳴った。

　和泉いずみさんかもしれない！　期待して鞄かばんからスマホを出したらハピネスさんからだった。

「もしもしゆたんぽさん？　実はお兄さんのことで──すぐに病院に来て欲しいんだ」

「──え？」

　ハピネスさんから病院に来て欲しいと言われた瞬間、私は激しく動どう揺ようした。真っ先に頭に浮かんだのは交通事故だった。ハピネスさんが電話を掛けてきたのは、今兄が電話をできる状態ではないからでは……？　と一気に体から血の気が引いていった。

「い、行きます！　どこの病院ですか。兄は大丈夫なんですよね!?」

「うん、今は症状も安定して寝てるみたい。私も詳しいことを話したいんだけど人づてに聞いてて要よう領りようを得ないんだ」

「っ良かった……わかりました。兄が無事ならいいんです。母と一緒にすぐにそちらへ向かいます！」

　ハピネスさんに詳しい病院の場所を聞いた私は走って家に帰り、母の運転する車で豊ゆたかをチャイルドシートに乗せて病院へ向かった。




　病院へ着いた時、ハピネスさんが入り口の所で待っていてくれた。何故かその後ろには喫きつ茶さ店てんで会った小お野のさんの姿もある。そこでハピネスさんに事情を聞いてみると小野さんが塾の帰りに偶然兄と会って話していたら段々兄の呼吸が乱れて意識を失ってしまったらしい。

「冴さえ草ぐささん、私と話してたら急に倒れちゃって、どうしたらいいかわかんなくて、救急車を呼んだんです」

　ぐずぐずと小野さんは泣きながら状況を説明してくれた。

　病院に着いてから兄の家族に連絡しようにも連絡先がわからないからハピネスさんが私と知り合いだったことを思い出して、ハピネスさん経由で私に連絡を取ったのだ。

「あの、冴草さんは喘ぜん息そくを患わずらってたり」

　小野さんが聞こうとしていることがわかって私はすぐに「違うよ」と否定した。小野さんが話す兄の症状には覚えがある。

「普段和泉さんは平気そうにしてるけど女性との過度な接触には恐怖心を抱いているからそれが原因だと思う。小野さんには悪気はなかったのかもしれないけど今後は兄に触れたりするのはやめて欲しいです」

「え、だってそんなの知らな」

「そうだよね、だから和泉さんは今病院のベッドで寝てるんだよね」

　わざとではなかったとしても私は小野さんを責めずにはいられなかった。兄を傷つけた相手に寛かん容ようでいられる程、私の心は広くないのだ。

「悠ゆう子こ、あとは私が聞いておくから。豊も私が見てるわ。和泉君の所に行ってあげなさい」

　傍そばにいた母に促うながされて私は病院の中へ入っていった。あれ以上あそこにいたら、小野さんに何を言ってしまうかわからなかった。




　看護師さんに案内されて兄が寝ている病室に入ると、すぐに先生も来て容体を説明してくれた。

「今は呼吸も落ち着いています。腕や背中や首に帯たい状じよう疱ほう疹しんが出ているので、薬を出しておきます。明日には退院できますよ」

　そう言って先生は看護師さんと頭を下げて病室を出て行った。

　ベッドの傍にある椅い子すに座って兄を見ると、静かに呼吸をしているのが見て取れてようやく心から安心できた。兄は一緒に暮らし始めてから風邪かぜひとつ引いたことがなく健康そのものだ。そんな人が弱りきっている姿を見てしまうと動揺せずにはいられなかった。

　母や私といる時には女性が苦手だと思うような様子もなく、問題なさそうに見えた。でも実際は過去の記憶に今も囚とらわれたままなのだ。

　ウッと呻うめく声が聞こえて兄の傍に寄った。ベッドの上で眠る兄は苦く悶もんの表情を浮かべてうなされている。

「和泉さん、和泉さん」

　肩かたに手を置き、驚かさないように声を掛けると兄がパチっと目を開けて目が合った。

「ゆめ……？」

　ぽやんとした表情で首を傾かしげる兄に私は首を振った。

「ほんとに？」

　随ずい分ぶんと疑うたぐり深い。一体どんな夢を見ていたのだろう。

「だからこれは夢じゃなくて、えっ、うわっ」

　現実だと訴うつたえようとしたら、急に上体を起こした兄に両手で腰を摑つかまれ持ち上げられた。

「い、いずみさん……？」

　動揺する私を兄はすとんと自分の脚の上に下ろした。そのままぎゅーっと絞しぼるように抱き締められ、私はうぐっと苦しさで声を上げた。体調が悪そうな人を叩くわけにもいかず、私は兄の腕の中で必死にもがいた。

「夢で……良かった」

　泣いているのかと思った。胸が締め付けられるような声だった。その声を聞いて私はもがくのをやめて兄の背中をポンポンと叩いた。

「寒い中ずっと待ってたんですよ」とか「小野さんに何をされたんですか」とか「何で倒れるまで我慢したんですか！」とここに着くまで兄に言いたいことは沢山あったけど、全部飲み込んだ。

「もう大丈夫ですよ」

　兄は怖い思いをして、私の顔を見て安あん堵どしていた。ずっと悪夢の中にいたのだろう。小さく震える大きな体がそう訴えていた。私は歯がゆい思いを抱えながら兄の背中を擦さすっていた。




「ごめん！　悠子ちゃん」

　突とつ如じよ兄は私の肩を摑んで体を離した。意識がはっきりしたようだ。誰かが入ってくる前に気付いてくれて良かった。私が兄を襲ってると思われてもおかしくない体勢だった。

　ベッドの上から下りて兄の顔色を窺うかがうと、赤みを帯びていて私は熱を疑った。

「和泉さん、体温計を借りてきます。ちょっと待ってて下さい」

　椅子から立ち上がろうとしたら兄に手を摑まれた。

「だ、大丈夫！　寝てれば治るよ」

「和泉さんは今病人なんですよ……」

　本人がどれだけ自覚しているのか。こんな風に急に倒れてしまうような人に大丈夫と言われても安心できなかった。いくら眉まゆを顰ひそめても兄が私の手を放す気配はない。

　その様が親に縋すがる子どものようで、私は椅子に座り直した。

「心配しました」

「うん」と頷うなずく兄の嬉しそうな顔に思わずムッとしてしまう。

「今もしてます」

「うん、ありがとう、傍にいてくれて」

　微笑ほほえむ兄の手を悔くやし紛まぎれに強く握り返した。兄は痛がることなく赤い顔で口の端を綻ほころばせる。そんな顔をされたら何も言えない。

「だから悠子ちゃん、泣かないで」

「……泣いてません」

　私はぐすっと鼻を啜って兄から顔を背そむけた。




　翌朝、兄は無事に退院することができて帰宅した。昨日ハピネスさんから電話をもらった時はどうなることかと思ったけど、今はホッとしている。

　また和泉さんの身が危険に晒さらされるのは避けたいので数日バイトは休ませてもらうことにした。──これにはひと悶もん着ちやくあった。

　最初は兄にバイトのお迎えをしばらくやめて欲しいとお願いしたのだが、兄は絶対に行くと言ってきかなかったのだ。いつもなら代わりを頼める父は仕事で不在、母が豊と夜出歩くのも心配だ。となると私は一人で帰ることになる。

　私も多少の不安はあるが防犯ブザーを鞄につけてすぐ連絡できるようにスマホを持ちながら帰れば大丈夫じゃないかと提案してもぬかに釘。いくら言っても無む駄だだった。

　けど今回ばかりは私も妥だ協きようできなかった。それは母も同じだったようで「和泉君は大丈夫だって言ってるけど結構無理をしてると思うの。迎えに行かなくてもいいように、少しの間、バイトを休ませてもらえるならそうした方がいいわね」と言ってくれた。
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「新刊、刷りあがったんだ！」

　学校から帰宅してすぐ麻ま紀きちゃんのブログをチェックしたら新刊の画像がアップされていた。週末のイベントでこの新刊を麻紀ちゃんと共に売ることになっている。メッセージでもう一人の売り子さんは決まったのか聞いてみたら「私がブースを離れなければ何とかなりそうだし、いいかなって思って。一緒に頑張ろうね～」と返信がきた。

　恐らく人見知りする私に気を遣ってくれたのだ……。実際どんな人と一緒に売り子をすることになるのか不安だった。せめて麻紀ちゃんの足手まといにならないように既刊の金額も頭に入れてすぐに計算できるようにしておこう。

　あとは日課のハピネスさんの更新チェックだ。投稿サイトを覗のぞいてみたらハピネスさんの新作が投稿されていて速攻で読んだ。

「スクロールバーが仕事をしない……」

　一話完結だと前書きに予告はしてあった。あったけれども……!!

　嬉しくはあるが最近、ハイペースで投稿してくれるから多忙なハピネスさんの体が心配になってしまう。昨日は病院で小野さんの付き添いもしてくれていたし大変だっただろう。舞台でチケットも用意してくれたりと色々お世話になっているから何かお礼をしたい。

　自分にできることって何だろうと考えて私は起きあがって椅子に座り、机の上のパソコンを開いた。感想を書こう。ハピネスさんは感想が執筆の励はげみになると言ってくれていた。

　そして、同じ過あやまちは二度と繰り返さない。慣れないスマホを使ったのがいけなかったのだ……。これから感想は今までと同じようにパソコンで打つようにしよう。そうすれば兄に送るような失敗はしないで済む。




　──そうして、一時間後に感想を送信するとハピネスさんからスマホに電話がきた。

『ゆたんぽさん、感想ありがとう。昨日は、あまり話せなかったからちょっと話したくて』

「もしかして昨日の兄のことでしょうか」

『うん……ゆたんぽさんに小野ちゃんを紹介したのは私のようなものだから、責任感じちゃって。お兄さんはもう大丈夫？』

「大丈夫ですよ、今は元気にしてます。それにハピネスさんが責任を感じる必要もないです。昨日は沢山協力してくれたじゃないですか。ありがとうございました！」

　ハピネスさんがいなかったらウチに連絡が来るのはもっと遅かったかもしれない。ハピネスさんが色々立ち回ってくれたおかげですぐに病院へ向かうことができたのだ。

『良かったぁぁ。せっかくゆたんぽさんと仲良くなれたのに申し訳なくてちょっと連絡しづらかったんだ……。ゆたんぽさんがいつもみたいに感想を送ってくれたから電話することができたよ』

　ハピネスさんは悪いことなんてひとつもしてないと思うんだけど、私の送った感想で心が軽くなったのならば良かった。

『あの後、私も小野ちゃんから話を聞いてみたんだけどあんまり詳しいことを話してくれなくて。ごめんね、ゆたんぽさん』

「小野さんならまだしも、ハピネスさんは謝あやまらないで下さいよ！」

『そうだよね、私も小野ちゃんに言ったんだけどな。ゆたんぽさんに対して意い固こ地じになってるところがあるんだ』

　たぶん初めて会った時から互いにイイ印象を持っていないせいもあるのだろう。私も何となく小野さんに対して猜さい疑ぎ心しんのようなものがある。

　兄に合コンの時の話を聞いてみたら、小野さんと兄の言い分は違っていた。私としてはどうしたって兄の言うことを信じてしまう。

「人って相性があると思うんですよ。だから本当に気にしないで下さいね。あと聞きたかったんですけど、ハピネスさんは今週末のブラハンオンリーに行きますか？　私、売り子として参加するんです。良かったら《神かみ様さま同どう盟めい》っていうサークルに顔を出して頂ければそこにいますので」

　私はハピネスさんが少しでも気が楽になるように話題を変えた。週末のオンリーに参加するのどうか、聞きたかったからちょうどよかった。

『《神様同盟》ね。待って今調べる……って壁！　めちゃ絵上手いし、ルナール×グレアムってマイナーカプだけど固定ファン多そう』

「お察さつしの通りです。加えて売り子は初めてなので今から戦せん々せん恐きよう々きようとしてます」

『え、大丈夫？　ずっとはいられないけど良ければ私も手伝うよ』

「たぶん、抜けるの難しいのでいいですよ」

『ん～、ゆたんぽさんならそう言う気がしてたけど。じゃ、交換条件にしよっか！　ゆたんぽさんにお願いしたいと思ってることがあるんだ。それならお互い様になるでしょ』

「私にできることならいいですけど……」

『ゆたんぽさんなら余裕だよ！　俄が然ぜんやる気が出てきた』

「ではありがたく甘えさせて頂きます。友達の都合も聞く必要もあるので確定ではないんですけど」

『じゃあ、あとでメッセージで教えて。楽しみにしてるね』

　ハピネスさんとの電話を切った後、私は速攻で麻紀ちゃんにメッセージを送信した。返信が来るまで同人誌を読んで時間を潰そうとしたらスマホが震えた。

『アメージング!!　いいに決まってるじゃん。ちょっとかむちゃんすごすぎ。売り子さん口く説どいてくれてありがとねー!!』

　麻紀ちゃんの興こう奮ふんが伝わってくる文章に笑って、ハピネスさんに了承がもらえたと返信しておいた。麻紀ちゃんとハピネスさんは創作する者同士気が合いそうだ。二人の腐ふにかける情熱はかなりのものだ。

　週末に向けて気を引き締めていかないと。前日は睡眠不足にならないように早めに寝ようと計画を立てているとコンコンと部屋の扉が叩かれた。

「悠子ちゃん、ホットケーキ焼いたから一緒に食べよう。珈琲コーヒーと紅茶どっちにする？」

「紅茶でお願いします」

　最近兄が作ってくれるホットケーキには、私の好きな抹まつ茶ちやと小豆あずきが混ぜられていて大好物なのだ。冷める前に食べに行かねば。

　兄が階段を下りていく音につられるように私は部屋を出て行った。

　今週末──ブラハンのオンリーイベントで自分の身に何が起こるのか、何も知らずに。
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「いただきまーす！」

「はい、召し上がれ」

　ぱくりとホットケーキを口にすると悠ゆう子こちゃんの顔はふわっと綻ほころんだ。

　こういう顔をしてくれるから悠子ちゃんって料理の作り甲が斐いがある。ダイニングテーブルで隣に座る悠子ちゃんのもぐもぐする様に癒いやされながら話を切りだした。

「悠子ちゃん、俺の方で新しいメールアプリ探しておいたんだけど今一緒にダウンロードしちゃわない？」

「代替機届いたんですね。すみません、私が仲なか島じまに聞いておくって言ったのに忘れてて」

　俺はしゅんとする悠子ちゃんに首を振った。

「昨日は忙しなかったしね、もう体調も大丈夫だから心配しないで」

　今日大学で貴たか士しから返してもらったスマホは初期化したのでアプリのアイコンは最低限のものしかない。この画面を見れば悠子ちゃんも安心できるだろう。

　悠子ちゃんにダウンロードの方法を教えようとして近づくと同時に悠子ちゃんも傍そばに寄ってきた。お互いの顔が近づいて俺はバッと離れた。そんな俺を見て悠子ちゃんは首を傾かしげている。

　自分でも変だと思っている。病院で悠子ちゃんを抱き締めた直後からだ。

　夢から醒さめた時、目の前にいる悠子ちゃんが本物だと確認したくて自分の上に乗せて重みを確かめた。触ってみれば温かくて、抱き締めたら悠子ちゃんの匂いがした。全て都合のいい夢のようで泣きそうになっていたら悠子ちゃんが黙って背中を撫なでてくれた。

　自分は必要とされていて愛されているのだと優しいぬくもりが教えてくれているようだった。──短い時間がとても長く感じられ、いつまでもこのままでいたいと思った。

　誰にも触らせたくない、自分だけのものにしたい、と感じて我に返った俺は体を離した。

　その時に俺が想像したことを思い出すと……悠子ちゃんに合わす顔がない。

「あ、今ぶつかりそうだったから。俺が今ダウンロードするから悠子ちゃんも真似して」

　いつも通りに、を念頭に置きながら悠子ちゃんに説明していく。そのままインストールまで進めている途中でピーンポーンとインターフォンが鳴った。

「俺が行ってくるよ。悠子ちゃんはホットケーキ食べてて」

　サッと立ち上がって玄関へ向かい、扉を開けてみるとそこには誰もいなかった。

　子どもの悪戯いたずらか？　玄関まで出たついでに門もん扉ぴまで行きポストを覗のぞくと白い封筒が入っていた。蓋ふたを開けて封筒を手に取ってみると宛名には俺の名前がある。差出人の名前はないが筆跡は小お野のの字に見える。

　手作り菓か子しは止めても手紙は継続か……。

　封を切ると中に入っていたのは、複数の写真だった。確認した瞬間、怒りで腹の底が煮にえたぎった。その写真は悠子ちゃんが学校の廊下で仲島と話しているところやハピネスと喫きつ茶さ店てんで話しているところ、バイト帰りに俺と手を繫いでいるところで全て悠子ちゃんの顔が黒いペンで乱暴に塗ぬり潰されている。顔が見えなくても俺には体格や服装ですぐに悠子ちゃんだとわかった。写真からはあからさまな悠子ちゃんへの悪意を感じる。

　被害に遭あうのが俺だけならまだしも、悠子ちゃんにまで──？

　絶対に許せない、何かあってからでは遅い。早めに対策を練らないと。脳のう裏りには黒い解決方法が浮かんで止まらない。犯罪行為には犯罪行為で対抗してもいいんじゃないだろうか。自分がどれだけ罪深いことをしているのか思い知るべきなのだ。相手が誰であろうと悠子ちゃんを傷つけようとしている時点で俺にとっては制裁対象だった。

「ただいま、和泉いずみ君」

　集中している時に突とつ如じよ背後から声を掛けられてびくりと体が震えた。

　振り返るとベビーカーを押す妃きさきさんが立っていて背筋が凍こおった。咄とつ嗟さに写真を封筒に戻してポケットに突っ込んだ。

「お、かえりなさい、妃さん。豊ゆたかと一緒に散歩に行ってたんですね」

「ええ、今日はとてもお天気がいいから」

　帽ぼう子し被って行くんだったわ、と玄関に向かう妃さんについていく。

　良かった、さっきの写真は見られていなかったようだ。

「ベビーカーしまいますよね。俺が豊を抱いていきますよ」

「ありがとう──それはそうと」

　妃さんは綺き麗れいな笑顔を浮かべて振り向いた。

「さっきの写真の話、聞かせてね。夕飯の後、私の部屋で待ってるわ」

　有う無むも言わさぬ迫力のある笑みに俺は小さく首を縦に振った。知らないふりをしても妃さんは見み逃のがしてくれないだろう。

　俺が豊を抱くと妃さんはベビーカーを畳たたんで自分の部屋へ戻っていく。

　妃さんに見つかってしまうなんて……あれは、怒っていたよな。怒るに決まってる。愛娘の顔を塗り潰された写真を見て怒りを感じない親はいない。憂ゆう鬱うつな気分でリビングに戻れば、テレビを見ている悠子ちゃんが振り向いた。

「あれ、豊が帰ってきたってことは、さっきのは母さんだったんですね」

　何の不審も抱いていないようでホッとしてしまう。さっき背後に立っていたのが妃さんじゃなくて悠子ちゃんだったら取り返しのつかないことになっていた。

　豊を抱いたまま椅い子すに座ると、席を立つ前から悠子ちゃんのホットケーキが減っていないことに気付いた。

「あれ、先に食べててって言ったのに」

「一緒に食べた方が美味おいしいに決まってるじゃないですか。豊にもあげるからね～」

　そう当たり前のことのように言う悠子ちゃんに、冷えていた心が温まる。

　ストーカーなんかに負けていられない。俺が家族を守らなければ。

「はい、豊、あーん……って！　和泉さんまで口開けないで下さいよ」

「豊だけ？」

「豊だけです!!」

　悠子ちゃんが小さくちぎったホットケーキを豊の口に運ぶと腕の中の豊は嬉しそうに声を上げた。悠子ちゃんのお皿の中のホットケーキはどんどん豊の口の中に消えていく。その様子を見て俺は自分のホットケーキを悠子ちゃんのお皿に移した。

「和泉さん、全然食べてないじゃないですか！」

「もう胸がいっぱいだからあげる」

　俺は悠子ちゃんがおやつを食べ終わるまで、和なごやかな二人のやりとりを眺ながめていた。
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「さぁ、さっきの写真のこと説明してくれるわよね？」

　足を組んで椅子に座る妃さんの前で言葉に詰まった。

　夕飯を終えて俺は両親の部屋に来ていた。親父が仕事で海外に行っているのはせめてもの救いかもしれない。

「少し前から俺に付きまとっている女子高生がいまして、その女の仕し業わざだと思います……」

「あの病院で会った小野さんっていう女の子でしょう」

　ずばりと言い当てられて動揺を隠せない。

「様子がおかしかったもの、あのコ。和泉君が病院で休んでる時に状況を説明してもらったけど証言と行動が合わないのよね。塾の帰りに偶然会ったなんて言ってたけど、可愛かわいらしい格好して小さな鞄かばん持って塾なんて行くのかしら。しかも調べてみたら駅にある塾は中学生までが対象、何で噓うそをつくのかと思えば……前からストーカーしてたのね」

　はぁっと長い溜息をつく妃さんに申し訳なさで自分の首を絞しめたくなった。

　ストーカーされるトラブルメーカーな息子なんて迷惑以外の何者でもない。しかもそのせいで自分の娘に被害が及およぶとなれば……息子失格もいいところだ。

「あの妃さん、申し訳ありませ」

　と頭を下げる途中で妃さんの人差し指がおでこにささった。瞬まばたきをして妃さんの顔を覗のぞくと妃さんは首を振った。

「謝あやまらないでいいの。和泉君が悪いなんて思ってないわ。私はね、結婚する前に和泉君がどういう理由で寮に入ったか正まさ輝きさんに聞いてるし、気にかけて欲しいとも言われてる。和泉君が悠子や私に拒否反応を起こす可能性があることも承知で結婚したの。でも実際一緒に暮らしてみると普通に過ごせていたから気を抜いちゃってたわね。和泉君の性格を考えれば、私や悠子には話しづらいだろうって少し考えればわかったのにね……」

　妃さんは組んでいた足を床に下ろして両手を膝ひざの上に置いた。

「私は家族が困っていたら、何だってするわ。どんな崖がけっぷちでも見捨てたりしない──でもね、どんなに傍そばにいて覚悟があっても、後の祭りだったら何の意味もないのよ」

　怒ると思っていた妃さんは悲しげに呟つぶやいた。いつも気き丈じような妃さんが落ち込んでいるようで俺はおろおろしてしまった。こういう時、どうするのが正解なのか。謝るのも励はげますのも違う気がして、何も言えなくなってしまった。

「和泉君、もっと早くに気付いてあげられなくてごめんね」

　その言葉が静かに胸に響いて、涙るい腺せんが緩ゆるんだ。妃さんのつらそうな表情を見て後悔した。

　こんなに俺のことを思ってくれている妃さんを信じられなかった自分が情なさけなかった。傍にいても頼ってもらえないつらさを俺は知っていたはずなのに。

　守りたいと思っている家族を俺自身が一番傷つけていたのだ。

「俺が言わなかったのがいけないんです。今度からは、妃さんに相談します」

　妃さんは、決して俺を責めなかったがたぶんこれが答えだった。

「そうして頂ちよう戴だい。私の大事な子ども達に危害を加えるような輩やからは、放置できませんからね」

　強したたかに微笑んで指の関節の音を鳴らす妃さんにホッとして、俺も頷き返した。

「早速だけど小野さんの親おや御ごさんのところへ行こうと思ってるの。反省もしないで同じようなことを繰り返されたら困るもの」

「……あの、警察には相談しますか？」

「それは最終手段ね。まずは話し合いで解決したいわ」

　妃さんの言葉を聞いて安心した。できるだけ大事にしたくない。

「妃さん、その前に俺からそのストーカーに忠告に行ってもいいですか」

「いいけれど……和泉君、女性相手に平気なの？」

　正直、小野に触られた時、拒否反応も出たし不安はある。けれど今は引けない。

「今後のためにも自分で頑張りたいんです。たぶんこれからも似たようなことが起こると思います。その度に妃さんのお世話になるのは申し訳ありませんし、いつまでも母親に頼ってばかりはいられません」

　妃さんの気持ちは嬉しいけれど成人男子としては逆に母親を支えられる息子でありたい。俺の決死の覚悟が通じたのか「……一度だけよ」と妃さんは肩を竦すくめた。

「悠子も和泉君も変なところ頑がん固こよね。家族だから似てきたのかしら」

　そう苦笑を零こぼした妃さんの言葉がくすぐったくて、笑わずにはいられなかった。
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「和泉、そろそろ日ひ高だかのこと許してやったらどうだ？　お前が無視するから俺の方にばっか連絡が来て困ってんだけど」

「いいぞ、無視して。俺は今あいつのせいで大変な目に遭あってんだよ」

　鞄を持って帰ろうとした時、貴たか士しに呼び止められて苛いら立だちながら答えた。続きは人には聞かれたくない話なので大学の校庭の端にぽつんとあるベンチに座って最近の状況を話した。

「それは簡単に水に流せないわなぁ」

　貴士の同意を得て俺は愚ぐ痴ちを吐かずにいられなかった。

「あいつが小野を煽あおったせいだ。ストーカーされてるだけでも最悪なのに、病院行きになるし、悠子ちゃんに目をつけられるし、妃さんには露ろ見けんするし……」

「目が死んでるぞ。それに俺は日高のことがなくてもその内ストーカーの一人や二人湧わいてくると思ってた。お前には悪いけどな」

　完全に平和ボケしていた。だから日高の噓にも気付けず合ごうコンに参加する羽目になってしまった。

「警察に通報して警告してもらった方がいいんじゃないか？」

「そうすると家にも連絡が入るだろ……悠子ちゃんには知られたくないんだよ」

　警察沙ざ汰たになったりしたらウチの前にパトカーが止まって近所の注目を浴びる可能性だってある。何度も警察や児童相談所のお世話になってひそひそと噂うわさされていた頃のウチとは違うのだ。当時、親父おやじは警察から連絡がある度たびに嫌そうな顔で対応していた。また問題事か、って言葉にしなくても伝わってきた。

　俺だって好き好んで問題を起こしているわけじゃない。魑ち魅み魍もう魎りようともいえる女達が俺の日常を壊しに襲い掛かってくるのだ。

「親父さんには相談したのか」

「してない。仕事で外国に行ってる」

　そうか、と貴士は残念そうにしているが俺からすればいつものこと。家にいる親父の方が長年の感覚からすると珍めずらしいのだ。

「ストーカー、早く飽あきてくれないものか……」

「お前に夢見てるんだろうよ。和泉は妹ちゃんの前ではいい顔するからなぁ。それをどこかで見てたんだろ」

「いい顔するに決まってる。だって好きになって欲しいし、可愛がりたいし、何より泣かせたくないんだけど……」

　病院での悠子ちゃんの体の柔らかさや泣きそうな顔を思い出して顔が熱くなった。

　平常心、平常心、俺は悠子ちゃんの兄なのだからと自分に言い聞かせた。

「……お前、妹ちゃんと何かあったか」

「ない、何もない！」

　俺が立ち上がって否定すると貴士は少し面食らったような顔をして俺を見上げていた。

「いい傾向じゃないか？　お前は頑張ってるよ。その重おも、じゃなくて思いは妹ちゃんにも伝わってると思うぞ」

「それはちょっと、困るかも……」

　その呟つぶやきを拾った貴士に「無理強じいだけはするなよ……」と小さな声で忠告されて、「勝手に心の中を覗くな！　悠子ちゃんが穢けがれる」と火ほ照てった顔で文句をつけてやった。
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「はい、こちらと新刊の二冊ですね。一六〇〇円頂ちよう戴だい致します」

　ブラハンオンリー当日、私は《神かみ様さま同どう盟めい》売り子としてハピネスさんの隣に並んでいた。お客さんは途切れることなく列をなしている。椅い子すがあってもまったく座る暇ひまがない。お客さんにお釣りを返してから同人誌を渡すと、興こう奮ふんした様子で声を掛けてきた。

「あの、聖ひじり君とアリアの衣装とってもよく似合ってます。あとで写真を撮らせてもらってもいいですか？」

　期待に満ちたファンの思いにハピネスさんは、笑顔で応える。その横で私は顔を引ひき攣つらせていた。

　まさか、自分もコスプレすることになるとは!!

　電話で話していたハピネスさんの私への願い事──それは私が主人公のアベルの妹、アリアの衣装を着ることだったのだ。

　勿論、速攻でお断りした。麻ま紀きちゃんが設営準備をしている間、私はコスプレイヤー専用の更衣室で首を横に振り続けた。

「無理ですよ。断然麻紀ちゃんの方が似合いますって！」

「初めて会った時にビビッときたんだ。これを着こなせるのは、ゆたんぽさんしかいないって。小柄な体もケーキを食べてる時の愛らしさも誠実で家族思いな性格も、私の中のアリア像とぴったり一致するの」

　聖君そっくりのハピネスさんの手にはゴスロリ風の黒いドレスがある。原作の衣装を忠実に再現した、手の込んだドレスだ。他にも金髪三つ編みのウィッグやヘッドドレスにパニエやコルセットまで用意してある。

「ゆたんぽさん、この服を着たくても着れない人がいるんだよ……この私のように！」

「え、ハピネスさんが、ですか？」

　ハピネスさんは私服もボーイッシュだし、こういう服に興味があるようには見えなかった。

「そう、昔から可愛かわいい服が大好きなのに似合わなくて。でも好きだから作らずにはいられない。ほら、ここの刺し繍しゆうは一カ月も掛かったんだよ」

　指を差した薔ば薇らの刺繍は緻ち密みつで細かい。素人しろうと目めにもそれがどれだけ大変な作業なのかが伝わってきた。

「でも着るのは、私じゃなくてもいいんじゃ……」

「私は誰でもいいから着て欲しいんじゃない。アリアとして理想的なゆたんぽさんだから着て欲しい。恥はずかしがらないで。ゆたんぽさんの知り合いの人にもわからないようにするし、もし何かあっても私が守るよ。ずっと傍そばにいる」

　燕えん尾び服ふくを着たハピネスさんが私の前に跪ひざまずいて手を取った。聖君に口く説どかれているようで心臓が飛び跳はねる。聖君がここまでしてくれるのに拒否するなんて人として許されるのか。首を振るに振れずに硬こう直ちよくしてしまった。

「この前ゆたんぽさんが気に入ってくれてた小説の続きを書くから！」

　その言葉に思わず心が揺れた。私好みの、幼なじみ学園パロの聖ひじアベをもう一度拝おがめるのか。読みたいに決まっている。

　けどそれを読むためには、あの衣装を……とちらりともう一度アリアの衣装に目を遣った。あれは可愛い乙女おとめが着るもので、私が着ていいような代しろ物ものではない。

「あ、う、でもですね。誰も私のコスプレなんて期待していません」

「私がしてるよ。それにバッカスさんにも楽しみにしてるってメッセージ貰もらったし」

　ブルータス、お前もか……。

　麻紀ちゃんがハピネスさんの案に嬉々として頷うなずく様が目の裏に浮かんだ。お祭りごととかサプライズとか麻紀ちゃん好きだもんね……。そりゃ反対するわけがない。

「ゆたんぽさんが着てくれるなら今まで書いた小説の総集編の同人誌を出してもいいって思ってるんだけどな……ダメなら諦あきらめるしかないよね」

　そう呟つぶやいてドレスを畳たたみ始めたハピネスさんの手を私は咄とつ嗟さに止めていた。

「い、いいいい今の本当ですよね！　噓うそじゃないですよね」

　興こう奮ふんで声が震えた。あの普段お忙しいハピネスさんが、私が密ひそかにいつか出してくれないものかと心待ちにし続けていた総集編を出して下さると。長年のファンとしていくら何でも聞き流せない一言だった。

「うん、勿論。ゆたんぽさんが私のお願いを叶えてくれるならね」

　にっこり笑うハピネスさんにしてやられた気分になりながら小さく唸うなった。

「着て、くれるんだね？」

「お、お任せ下さい」

　私は欲望に負けた。意志が弱すぎる自分にうなだれる。

　けどあんな餌えさをぶら下げられたら食いついてしまうのが腐ふ女じよ子しの性さがなのだ。

　ハピネスさんは慣れないドレスを丁てい寧ねいに着付けてくれた。私は人形の如ごとくされるがままだ。髪をネットの中に隠したり、コルセットを付ける時には上の下着を取られ、腰をぎゅうっと締め付けられて恥ずかしい思いをした。最後には化粧まで施ほどこされて、鏡で姿を見た時は、自分に見えなかった。

　ハピネスさんが知り合いから借りたというブーツを履はいてアリアが完成した。ちょうどその時、麻紀ちゃんが更衣室に入ってきて速攻で傍まで寄ってきた。

「かっわいい！　なんていい仕事をするんですか、ハピネスさん」

「だよね！　いじり甲が斐いがあったよ。はぁ、自分の腕を過信しちゃいそう」

　うっとりとした目で二人に見つめられて複雑な気分だ。これは明らかにハピネスさんの技術によるものでウィッグと化粧を取ってドレスを脱げばいつもの私に簡単に戻る。アリアは眼鏡めがねキャラなので眼鏡はそのままだから鏡に映った自分の姿がはっきり見えて嫌になった。しかし、ハピネスさんの努力の結晶にケチをつけるようなことは言いたくない。本音を言えば谷間が見えるように胸の所に穴が開いているのは抵抗があるし、胸元がきつい。お腹も苦しく、ブーツの踵かかとは高くて歩きづらい。

「ゆたんぽさんって実は、」

「わがままボディ……」

　二人の小さな会話が耳に届いた。聞こえてるよ、二人共……。

　私は自分の体のアンバランスさが嫌いだ。恥ずかしさの境地で死ねる。お客さんが殆ほとんど女性なのがせめてもの救いだ。

　そうして、アリアになった私はハピネスさんと《神様同盟》のサークルスペースに立ってお客さんを待った。本の金額は頭に入れておいたし、机には沢山の小こ銭ぜにが用意されていて準備は万端だ。開場してすぐに人が並び始めた。私はハピネスさんと並んで接客に集中した。

　列は途切れることなく続きそろそろ座りたいと疲れが出始めた時、私は並んでいるお客さんの中に見知った人を見付けてしまった。私は隣にいるハピネスさんの袖そでを引っ張った。

「な、何故、小お野のさんがここに？」

「私のＳＮＳチェックしてくれてて、よくイベントにお菓か子しの差し入れを持ってきてくれるんだ。ごめん、ゆたんぽさんは小野ちゃんには会いたくないよね、接客はバッカスさんに変わってもらおうか……っていない!?」

「麻紀ちゃん、ちょっとトイレ行ってくるって行ったまま帰ってきてないんです……」

　たぶん会場のトイレが混んでいるのだと思う。ここで私が抜けたらハピネスさんの負担が大きすぎるから抜け出すこともできない。

「じゃあとりあえず私の後ろに隠れてて！　在庫整理してるふりしてしゃがんでいればわからないから」

　大変申し訳ないけれど知り合いである小野さんにはコスプレしている姿を見られたくないのでハピネスさんの言葉に頷うなずいた。

「倖さち先せん輩ぱいお疲れさまです！　今日もかっこいいですね。はい、いつもの差し入れです」

「ありがとう、小野ちゃん。でもごめんね、今ちょっと混んでるからあんまり話せなくて……」

「え、後ろの人は本売らないで何してるんですか」

　小野さんの言葉がグサッと胸に刺さる。きっと並んでいるお客さん達も同じことを思っているだろう。

「今ちょっと本の整理をしてもらってるんだ」

「このタイミングで？　お客さん沢山待ってますし私が手伝いますよ！」

　それはそれで困る！　と振り向けば、小野さんは今にも机の下を潜もぐって売り子側に回ってきそうな勢いだった。私は慌てて立ち上がってハピネスさんの隣に立ち小野さんの侵入を防いだ。

「すみません、お待たせしました」

　素そ知しらぬ顔をして私は次のお客さんを誘導して接客を始めた。金髪で三つ編みだし、堂々としてれば私と気付かれないはずだ。お客さんににっこり本を渡している間も小野さんはジッと私のことを見ていた。

「……悠ゆう子こさん、じゃないですか？」

　ボソッと尋ねてきた小野さんに私は冷や汗を流しながら小首を傾かしげた。

「どこかで聞いたことのある声だと思ったんです。コスプレしたり、こういう漫画を読むのが趣味だったんですね。悠子さんがいるなら、ここに冴さえ草ぐささんも来てたりします？」

　小野さんはこの前、兄が倒れた理由をちゃんと理解しているのだろうか。きょろきょろと兄を捜す小野さんに私は大きな溜息をついた。

「ここに兄はいません。コスプレは今回だけだし同どう人じん誌しは……読んでたりするけど、このことは他言無用でお願いしたいな」

　一般人っぽい小野さんの前であまり趣味のことを話したくないけど、会場に大勢の同士がいる中で趣味を否定したくなかった。

「ふーん、そうなんですね」

「小野ちゃん、態度悪いよ。悠子ちゃんのお兄さんにご迷めい惑わくかけたこと忘れたの？」

　ハピネスさんの言葉に小野さんが黙だまり込んだ。多少自覚はあるらしい。

「冴草さんのお母様には謝あやまりました……」

　悔くやしそうな顔でそう言った彼女に苛いら立だちが膨ふくれ上がった。つまり兄には何も謝罪していないと。不ふ慮りよの出来事にしろ自分が原因で好きな人が倒れたのに？

　──接客中でなければ私は間違いなく叱しかっていた。でも今は売り子として私はここに立っているのだ。笑顔を浮かべてグッと堪こらえた。

「お客様、本はお買い求めですか？」

「いいえ、結構です。じゃあ、倖先輩頑張って下さいね！　それでは失礼します」

　蛇へびとマングースのように睨にらみ合う私達をハラハラした表情で見ていたハピネスさんは帰っていく小野さんの後ろ姿を心配そうに目で追っていた。

「ただいま～！　もうトイレ長ちよう蛇だの列でさ、遅くなってごめんね」

　明るい声で戻ってきた麻紀ちゃんに「もう少し早ければ！」と思ったのはきっと私だけではないはずだ。




　──開場して、一時間半で《神様同盟》の同人誌は完売した。麻紀ちゃん曰いわく「もっと部数刷っとけば良かった。これもかむちゃんとハピネスさんのおかげだね」とのことだが、これは明らかに麻紀ちゃんの実力だ。でなければマイナーカプでこんなに人が集まるはずがない。ハピネスさんと私は顔を見合わせて笑った。

　オンリーの閉場一時間前、私とハピネスさんは更衣室で私服に着替えた。窮きゆう屈くつなコルセットから解放され私の体は自由を取り戻す。スタイルをよく見せるためとはいえ、少し息苦しかったのだ。

「お疲れさま、ゆたんぽさん」

　更衣室の椅子に座る私にハピネスさんがトマトジュースを渡してくれた。ブラハンオンリーのアフターではこれで乾かん杯ぱいをするのがファンの定番になっている。こうしてハピネスさんと一緒に飲めるとは。私は笑顔でトマトジュースを受け取った。

「ありがとうございます。あの、お金はあとで払いますから」

「いいよ、これはアリアのコスしてくれたお礼ってことで」

　ハピネスさんはスマートに断って、隣の椅子に座り二人で缶をくっつけて乾杯をした。

「ゆたんぽさんのおかげで夢のような時間を過ごせたよ、ありがとう」

「いえ、私一人じゃパニックになってたので、ハピネスさんのおかげで助かりました」

「特に小野ちゃんがきた時とかね。あの時はあそこだけ氷ひよう点てん下かになってたね……」

「私はアリアで売り子でしたから我慢しましたよ。結局、小野さんは本を買いませんでしたね。同人誌を見下してるかのようにさえ見えましたけど……」

「小野ちゃんは腐女子じゃないんだ。昔から私のコスプレを見るのが好きで応援に来てくれるんだ」

「つまりハピネスさんの追っかけなんですね」

「簡単に言えばそうなるかな。中学の時に面倒見てあげたりして、私にとっては放っておけない妹みたいな存在なんだ」

　ハピネスさんはお姉さんとして苦労してそうだ。今までも何度か尻しりぬぐいをしてきたんじゃないだろうか。

「小野さんが会場で兄を捜し始めた時は驚きましたよ」

「いるはずないのにねぇ。いくら仲が良くても兄妹でオンリーには行かない」

　しかし小野さんの発想はあながち外れていない。一般常識的に考えればあり得ないことなのだが、ウチの兄なら隠れてオンリーイベントに参加していてもおかしくないのが怖いところだ。ハピネスさんの言葉に私は乾かわいた笑いを漏もらした。

「にしても今日は結構な混み具合だったね。《神様同盟》の本は初めて読んだけど皆が惹ひかれる気持ちもわかるな。原作へのリスペクトが半はん端ぱじゃない」

「そうなんです！　麻紀ちゃんはジャンルを問わず話が濃厚なんですよ。原作と辻つじ褄つま合あわせてきたりもするから原作の裏側でこんなことが繰り広げられているのかって錯さつ覚かくしてしまうくらい見せ方が上手いんです」

　麻紀ちゃんは大抵どのジャンルでもマイナーカプにハマるのでそれも原動力のひとつなのだと思う。今回も敵役でマザコン中年親父のグレアムを受けにする時点で相当コアなんだけど……それでもファンの心を摑つかむのだから何と末おそろしい才能だ。

《神様同盟》の新刊を広げながら二人で考察していると、腕が当たって机に置いてあったハピネスさんのヘアスプレーを落としてしまった。

　転がっていくスプレーを椅子に座ったまま拾い上げた時、ゴンっと机に頭をぶつけた。

　背中に冷たい何かが染みて下の方まで流れ落ちていく。

「──ハピネスさん、今私の背中どうなってますか」

「缶が倒れてゆたんぽさんの背中にトマトジュースがドバドバと……。今鞄からタオル出すね！」

　横着するんじゃなかった。ズボンまで濡ぬれてしまっている。でもまずは自分を後回しにして、ハンカチとティッシュで周囲に零こぼれたジュースを拭ふきとった。

「このままだと冷えるので洗面所で服を洗ってきます」

「洗ってる間、下着姿じゃ困るよね！　はい、ゆたんぽさん」

　まさか、再びこの服に袖を通すことになるとは予想だにしていなかった。

　キラキラの笑顔でハピネスさんにタオルとアリアのドレスを渡された私は断れるはずもなく……お礼を言って受け取った。

「よかったらその服貸すからそのまま帰っていいよ」

「どんな無茶ぶりですか！」

　この服を着て街中を歩けるような度胸は私にはない。

「上着を着れば隠せるじゃない」

「今日の私の上着はショート丈たけのダウンコートですよ。あと兄には腐女子だって隠してるので、ブラハンに繫がるものは見せたくないんです」

　フラバタは爽さわやかな野球漫画だが、ブラハンは耽たん美びな吸きゆう血けつ鬼き漫画。読者の大多数は腐女子だろう。私がブラハンを読んでいると知れば、兄は自分でも読み始めそうだ。

「じゃあ上から私のコートを着てみようか。立ってみて」

　ハピネスさんはトレンチコートを脱いで合わせてみてくれた。長身のハピネスさんのコートだけあって大きかったが、スカートは隠れるし袖を捲めくれば何とかなりそうだ。

「けどハピネスさん寒くないですか？」

「私は中に厚着してるしマフラーと手袋があれば平気。寒さには強いんだ」

　それは羨うらやましい。とても寒がりの私には耐えられない。結局私はハピネスさんからタオルや服を借りることになり、トマトの匂いがする私服を持って洗面所へ洗いに行った。




　この後、麻紀ちゃんは自みずから主催するルナグレのオフ会でハピネスさんは夜にバイトだったので会場で解散する流れになった。

　電車から降りて地元の駅を出た私は冷たい風に体を震わせた。今日はトラブルもあったけど麻紀ちゃんの本は完売して、ハピネスさんとは更に仲良くなれたし、売り子として参加して結果オーライだ。友達は少なくても、私はかなり恵まれている。

　私はニヤニヤとオンリーでのハピネスさんの聖君を思い出しながら家に帰っていった。
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　元気よく出掛けていく悠子ちゃんをいってらっしゃい、と玄関で見送り日曜日の朝が始まった。悠ゆう子こちゃんは具体的な行き先を言わなかったが見当は付いている。ネットで今日の日付と、同どう人じん誌し即そく売ばい会かい、『ブラッディーハンター』の三つのワードを入力したらすぐにヒットした。会場も関東圏だしほぼ確定だろう。

　一人置いて行かれるのは寂しいが、どこに行くかわかっているだけでも以前よりはマシだ。離れた書店に行ってると思えばいい。買い物を済ませて早く帰ってくることを祈ろう。

　部屋に戻ってもやることがないので、リビングに向かいソファに座った。大きな窓からは温かな日差しが降り注ぎ、つけっぱなしのテレビからはニュースが流れていた。人気女優をストーカーしていた男が逮たい捕ほされたという内容で小お野ののことを思い出してしまい気が沈んだ。

　明日、俺は小野のバイト先である喫きつ茶さ店てんに行きストーカー行こう為いをやめて欲しいと話をつけにいく予定だ。できれば穏おん便びんに事を運びたいけれど困難を極きわめるだろう。不安を抱えながらテレビに映る逮捕劇の流れを見ていた。




　数時間でテレビに飽あきた俺は黙もく々もくと家事に励はげんでいた。掃そう除じに洗せん濯たくが終わってこれから夕飯の支し度たくに取りかかるところだ。

　──今頃悠子ちゃんはあの男と一緒に買い物を楽しんでいたりするんだろうか。

　初めてあの男を見た時、正面に立つ悠子ちゃんは頬ほおを赤らめて、可愛かわいく笑って、嬉しそうにして女の子の顔をしていた。臆おく病びような俺は、悠子ちゃんにハピネスとの関係を聞けないままでいる。仲なか島じまの時より二人の仲は親密で、しかも悠子ちゃんには好きな男がいるのだ。下手に聞いてその相手がハピネスだったらどうすればいい？

　俺はもう悠子ちゃんを他の男に触らせたくないと思っているのに……。

　一分一秒でもいいから早く帰って来て欲しかった。

　キッチンの隅すみにある棚から適当に料理本を取り出して椅い子すに座る。ぱらぱらとページをめくると四色の色違いの付ふ箋せんがついていた。付箋には何も書かれていない。何別に貼はっているのか最初はわからなかったが、青の付箋のページの共通点に気付いて胸が熱くなった。

　この付箋、俺の好物ばかりに貼ってある……。

　めくっていく内にピンクの付箋は悠子ちゃん、オレンジは妃きさきさん、緑は親父おやじと使い分けていることに気付いた。それは家族が使っている歯ブラシの色だ。

　──こういうこと、やってくれちゃうんだもんなぁ。

　両親は滅めつ多たに料理をしない。となると付箋を貼ったのは彼女なのだろう。俺はある程度料理ができるようになってからは、ずっとスマホでレシピの検索をしていたから気付かなかった。今度、料理の本と付箋を買って同じことをしよう。まるでアルバムを作るようで食事の度に楽しい作業になりそうだ。微笑ほほえみながら手元の本をめくっていると玄関の扉が開く音がした。本を元の位置に戻して玄関へと急ぐ。

　悠子ちゃんかもしれない。俺の心の中で燻くすぶる悩みも悠子ちゃんの顔を見て吹き飛ばしたい。軽い足取りで出迎えに行き──愕がく然ぜんとした。

　悠子ちゃんが、出掛ける時に着ていた服と違う服を着て帰ってきた。

　明らかに小柄な悠子ちゃんにはサイズオーバーのトレンチコート、どんなに目を凝こらしても男物のコートにしか見えない。

　何それ、彼コート？　俺のだって着てもらったことないのに!!

　しかも靴とコートの隙間から見えるのは黒タイツのみ。出掛ける時に履はいてた足首まで隠れる裏起毛のあったかパンツはどこにいったの!?

　男と一緒にいて、パンツを脱がなきゃいけない状況って何だよ。想像して、苛いら立だちのあまりどうにかなってしまいそうだった。問いつめたい衝しよう動どうを抑えて俺は平静を装よそおった。

「おかえり、外寒かったでしょ。こたつついてるよ。コート預かるから入ったら？」

　他の男にマーキングされているようですぐにでもそのコートを脱いで欲しかった俺は、親切ぶって悠子ちゃんに手を伸ばした。

　すると、ボタンに手をかけようとした悠子ちゃんの手が突然止まった。好意を抱く男──ハピネスから借りた物だから脱ぎたくないのかもしれない。

「そのコート初めて見た。誰かに借りた？」

　俺の質問に悠子ちゃんの目が戸と惑まどいに揺れた。

「そうなんです！　ジュースを零こぼして服が汚よごれてしまって、友達が貸してくれたんです」

　悠子ちゃんは疚やましいことがあるかのように言い訳をした。その様子に、汚れたんじゃなくて汚けがされたんだと思った。

　俺が我慢して大事にしてるのに、何で俺から悠子ちゃんを奪っていこうとするんだ。

　そして何故、俺から離れていこうとするんだ。

　顔を真まっ青さおにして逃げようとした悠子ちゃんを俺は背後から抱き締めていた。

「何で、他の男の服なんか着ちゃうの？」

　耳の傍で小さく囁ささやけば、ぶるりと彼女の体が震える。こんなことを知っているのは自分だけでいいのに、悠子ちゃんは違うのだ。それが俺にとってどんなにつらく悲しいことか悠子ちゃんは知らないに違いない。

「貸してくれたのは女性です！　それに好きで着たわけでは」

「なら、ここで脱げるよね」

　以前、仲島のことを悠子ちゃんはまるで女友達かのように語っていた。あの時と同じように偽いつわりを口にしているのかもしれない。真実であれば、中に友人から借りたという女性物の服を着ているはずだ。

「怖がらないで、ありのままの姿の悠子ちゃんを俺に見せてよ」

　どんな悠子ちゃんでもそれが事実なら受け入れよう。そして受け入れた上で対策を練るしかない。主に悠子ちゃんというよりは、あの男をどうにかするという点で。

　俺の願いに腕の中の悠子ちゃんは首を横に振って答えた──ならば、自分で暴あばくまで。

　悠子ちゃんが首に巻いているマフラーの中に手を入れて緩めると細くて白い首が晒さらされた。マフラーを床に落として　結んでいる髪の位置が変わっていることに気付く。

「髪も触らせないでって言ったのになぁ」

　それに悠子ちゃんが出掛けに着ていたのはタートルネックだった。首筋が見えるのは何でだ。どこまであの男に汚されたのだろう。自分の目で確かめずにはいられずコートのボタンに触れた時、大人しくしていた悠子ちゃんの手が俺の手を止めた。

「ごめんなさい、和泉いずみさん。私にはできません」

　はっきりとした口調で抵抗され、怒られるより謝あやまられたのがショックだった。

　あいつの前では服を脱いで、そいつの服を着たのに俺では無理なのだ。その一線を俺には越えられない。悠子ちゃんの完全な拒絶に俺の世界から色が失われていった。輝き溢あふれた未来が薄れていくように色いろ褪あせていく。

「わかった。それが、悠子ちゃんの答えなんだね」

　何を言っても悠子ちゃんの意志は変わらない。これ以上何を言っても拒絶されるだけならそれを受け入れるしかないのだ。体からフッと力が抜けてこの場から消えたくなった。

　俺は悠子ちゃんから手を離し、うなだれたまま自分の部屋を目指した。




　階段を上り、真っ暗な自分の部屋に入ってうずくまった。

　──嫌われたくない、無視されたくない……泣いて欲しくない。

　以前、悠子ちゃんと喧けん嘩かした時の記憶が蘇よみがえる。俺が激情に任せて仲島との関係を問い詰めたら絶交だと宣言されて、その後部屋にこもって啜すすり泣いていた。あの時言われた言葉は今も忘れられず胸に突き刺さっている。困らせてばかりでどこが《理想の兄》なのだ。同じことを繰り返していたらいつか彼女の心は離れていってしまう。

　どうにかして引き止めたい。悩んで行き着いた答えは、犠ぎ牲せいを伴ともなう決断だった。

　でもそれが悠子ちゃんにとっても、俺にとっても一番いいことなのだ。穏おだやかな毎日を過ごせるのがお互いの望みなのだから。

　唇を引き結び、顔を上げると鏡に自分の姿が映っていた。薄暗い部屋の中で男は虚うつろに笑う。その笑みがどこか懐かしくて、まともに見ていることができなかった。










[image: 十三　妹の相談]




　ブラハンオンリーから帰って来てすぐ、兄に服を脱いで欲しいとお願いされた。男の服だと疑うたがっていたようなので女性から借りたのだと話しても聞く耳を持たず、ついには「怖がらないで、ありのままの姿の悠ゆう子こちゃんを俺に見せてよ」と請こわれてしまい私は真まっ赤かになって首を横に振ることしかできなかった。

　お願いされたのは玄関でしかも兄の前で全てを晒さらせと!?

　兄が私の意思を無視してマフラーを解いてコートのボタンを外そうとした時、私は悲しみと怒りでいっぱいだった。

　一体どういうつもりでこういう行こう為いに及およぶのか、兄にはもっと考えて欲しかった。

　だから「ごめんなさい、和泉いずみさん。私にはできません」と兄を拒絶した。

「わかった。それが、悠子ちゃんの答えなんだね」

　兄はかすれた声で呟つぶやいた。だらんと兄の手からは力が抜け、抱き締められていた私はあっさりと解放された。兄は何も言わずにうなだれたまま自分の部屋に戻っていき、置いて行かれた私はその場でしゃがんで頭を抱かかえた。

　半年前に兄と喧けん嘩かした時のことを嫌いやでも思い出してしまう。以前のように兄に無視されたくない。そう思うなら脱げば良かったのかもしれないけど私にはできなかった。勘かんのいい兄に腐ふ女じよ子しだとバレる可能性を作りたくなかったし、更に言えば胸を強調した服を兄に見せるのも嫌いやだった。

　どうするのが最善だったのか、部屋に戻っていくら考えてもわからなかった。
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　次の日の朝、朝食の時間が近づき、兄が怒っているのではないかと恐る恐るダイニングを覗のぞいた。兄と母と弟が既に食事の席についていた。

「そんなとこで何してるの、悠子ちゃん」

　兄が気付いて傍そばまで来てくれた。眉み間けんに皺しわは寄ってないし、不自然な笑顔でもない。至っていつも通りの兄に拍子抜けしてしまった。

「あ、いえ、何でもないです」

「飲み物は牛乳でいい？」

　はい、と返事をして椅い子すに座った。横目に兄を見ても変化は見られない。私の謝罪で納得してもらえたということだろうか。自分から蒸むし返す気にもなれなくて朝食に集中した。




　私は学校の帰りにハピネスさんに借りた服を返す約束をして、商店街の傍にある公園に来ていた。待ち合わせ時間の五分前、ベンチに座って待っているとハピネスさんが姿を現した。今日の黒のロングコートに白のパンツ姿もお似合いだ。

「ハピネスさん、私服なんですね。一度家に帰られたんですか？」

「ううん、うちの高校は制服ないんだ。おかげで好きなのが着れる」

　服に興味の薄い私からすると制服があった方が楽だが、ハピネスさんのようにファッショナブルな人なら最適な学校だろう。ハピネスさんは私の隣に足を組んで座った。

「服を貸して下さってありがとうございました。おかげで風邪かぜを引かずに済みました」

　私はコートとアリアのドレスが入った紙袋をハピネスさんに手渡した。

「いえいえ、お役に立てたなら良かった。それにね、アリアの服を着てくれたんだからこっちがお礼を言いたいよ。そのドレスは完成まで半年くらいかかったんだ」

「え、そんなに時間かかってるんですか」

「凝こり性しようだから。作るのは楽しいからいいんだけど父が五月蠅うるさいのには困ってる。部屋にこもって何してるんだって。頭の固い父親に言えるわけないのにね」

　どこも腐女子は似たような悩みを抱えているようだ。うちの場合、父は干かん渉しようしてこないけど兄が私に関心を持ちすぎなのだ。そこは放っておいて欲しいのにぐいぐい迫ってくる。

「私が部屋にも入れないで扉越しに拒否してるから不良娘扱いだよ。あの父に部屋の同どう人じん誌しの山が見つかったら捨てられるね。高校卒業して早く家を出たい」

「ハピネスさんも家族には趣味のこと隠してるんですね」

「言う必要性ってなくない？　自分の首を絞しめるだけじゃん」

　自分の思いを代だい弁べんしてくれたかのようなハピネスさんの言葉が胸に響いた。

　兄に何度も自分の行動を追及される内にまるで自分が趣味を隠すのが悪いことのように感じてプレッシャーになっていた。

　普通の趣味ではないのだから無理して言わなくてもいいんだよね……。

　溢あふれてきた涙を腕で拭ぬぐって、ハピネスさんに向かって笑った。

「ありがとうございます、兄と色々あって悩んでたんですけど、ハピネスさんのおかげですっきりしました！」

「どういたしまして」

「ハピネスさんは優しいですね」

　初めて会った時からそうだった。舞台のチケットを用意してくれたり、売り子の仕事も手伝ってくれ、私を信用してコートや大切な衣装まで貸してくれた。そこまでしてもらえるのが不ふ思し議ぎでならない。

「誰にでも優しくするわけじゃない。ゆたんぽさんが私の小説のファンだって言ってくれたように私もゆたんぽさんのファンなんだよ。偶たまにしか更新しないのにいつも丁てい寧ねいな文章で感想をくれて、楽しんでくれてるのが伝わってきたから励はげまされた。話やキャラの好きになるポイントも同じだし、いつか会いたいって思ったまま三年も経っちゃったんだ」

「い、いえ私は勝手に感想を送ってただけなんで。大したことしてません」

「大したことだったの。あの頃の私は鏡を叩き割るような本当に痛い中学生でね。父親に無理やり女子校に通わされて、セーラー服が死ぬ程似合わなくて、入りたくもない水泳部に入部させられて毎日クタクタだったよ。ゆたんぽさんはそんな私の心の支えになってくれたんだ。そのお返しかな」

　学校に通いたくなかった時期は自分にもあったからよくわかる。ただし私の時は鏡を割らずに、ストレスでお腹が痛かった。

「話暗くなっちゃったね、こんなに話すつもりなかったんだけどなぁ」

　ハピネスさんは苦笑いを浮かべて立ち上がった。

「さて今日もバイトだから頑張って稼いでこよう！　また良かったら喫きつ茶さ店てんに来てね。おススメのメニュー教えてあげる」

「はい、ぜひ伺うかがわせて頂きます」

　お店の宣伝もするとはちゃっかりしてるなぁ。私はバイトへ向かうハピネスさんに手を振って見送った。
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　玄関で口論した日の翌朝、朝食の席で悠ゆう子こちゃんはびくびくと俺の様子を窺うかがっていた。俺がまだ怒っていると思っているのだろう。その不安を払ふつ拭しよくするように普通に話しかけるとあからさまにほっとした顔を見せたので、これでいいんだと自分も安あん堵どした。




「何、辛しん気きくさい顔してんだよ。まずい飯めし食ってるみたいに見えるぞ」

　大学の食堂で一人昼食をとっていると貴たか士しがパンを持ってやってきた。

「それはない。悠子ちゃんの手料理は世界で一番美味おいしい」

　しかも昨日の罪ざい悪あく感かんからなのか、俺の好物ばかり入れてくれている。悠子ちゃんは悪くないのに、優しすぎる。青椒肉絲チンジヤオロースーを口に運んで舌した鼓つづみを打った。

「それよりお前、あのストーカーのコ大丈夫なのか」

「今日、決着をつけに行く」

「決着って、お前大事にしたくないって言ってただろ！」

「話し合いで済ませるつもりだ。いつまでも逃げてばかりはいられないからな」

　これで小お野のが引き下がらなかったら妃きさきさんの出番になってしまう。今日は何としても穏おん便びんに解決に持ち込みたい。

　俺はパチンと食べ終わった弁当の蓋ふたを閉じてランチバッグにしまった。

「……無茶するなよ」

「できる限り、な。俺だって捕まりたくない」

　暴力沙ざ汰たを起こして問題を起こせば、悠子ちゃんが犯罪者の妹扱いされてしまう。そんな生きづらい人生を彼女に歩ませるくらいならいっそ死にたい。

　立ち上がった俺は、顔を引ひき攣つらせる貴士を置いて次の講義の教室へ向かった。




　ありがとうございました、と店員にＤＶＤが入った黒い袋を渡されてレンタルショップを出る。学校帰り、レンタルショップを出て歩いて向かう先は小野が勤める喫きつ茶さ店てんだ。

　小野に対する要求は二つ。まずは俺のストーカーをやめること。そして、家族に手出しをしないこと。

　最悪の場合、二つ目だけでもいい。これからもストーカーが現れるだろう。寮を出た時に覚悟していたことだ。後こう悔かいはしていない。

　代わりに何物にも代えがたいモノを手に入れた。それを手放さないためなら何でもしよう。

　例の喫茶店に着いた俺はガラス窓から中の様子を覗のぞいた。予想通り、小野が接客をしていた。その姿を見るだけでげんなりしてしまうが、重い足で喫茶店に入店すると早速、小野がやってきて元気良く頭を下げた。

「いらっしゃいませ！　冴さえ草ぐささんのこと待ってたんですよ」

　安あん里りといい、小野といい、俺が嫌いやな顔をしても何故都合良く解釈するのか理解できない。にっこりと笑って先を歩こうとする小野に声を掛けた。

「……できれば二人で話したいことがある。仕事中で悪いけど少し時間が欲しい」

「え、ええ、冴草さんとなら喜んで。ちょ、ちょっと待ってて下さい！　今、店長に休きゆう憩けいもらえないか掛けあってきますね」

　頬ほおを紅こう潮ちようさせ興こう奮ふんした様子で小野はバックヤードに入っていった。用件だけ告げてすぐに帰りたいが説得できるのか、不安が過よぎったが弱気になるのは禁物だ。前回と同じ轍てつは踏ふみたくない。

「あの、十分だけなら休憩していいって言われたんで中へどうぞ」

　小野に言われるがまま付いていくと突き当たりにあるのはスタッフ用の休憩室のようだった。勝手に部外者を中へ入れていいものなのか。常識的にはダメだろう。けれど十分しか時間が取れないのなら、場所を選んでいる暇ひまはない。

　扉を開けると休憩室には誰もおらずホッとした。あまり他人に聞かせたい話ではない。

「大丈夫です、人払いしましたから二人っきりです」

　ちらちらと俺の顔を窺うかがいながら小声で伝えてきた。その様はいかにもわざとらしく女のあざとさを感じさせた。

「送ってきた写真、あれは何のつもり」

「あぁ、あれは冴草さんが悠子さんに幻想を抱いだいてるようだったから教えてあげたかったんです。あの人、真ま面じ目めそうにしてますけど結構遊んでますね。女友達は作らないで男性とばっかり話してるし」

　小野が下らない噓うそをついているのはわかっていた。仲なか島じまは俺の味方だし、ハピネスのことはわからないけど……小野の挑発に乗るつもりはない。

「病院で悠子さんが冴草さんに襲い掛かってるところも見ました」

「あれは俺が悠子ちゃんを乗せたんだ。何か文句でも？　俺は大切な妹を貶けなしたり、顔を塗ぬり潰つぶした写真を送ってくるような人間に好意は抱けない。ストーカー行こう為いも一刻も早くやめて欲しいと思ってる。それでもお前を警察に付き出さない理由は何だかわかるか？」

「私のことが好きだからですよね？」

「違う。お前には日常的に警察に通報しなきゃならない人間の気持ちがわからないだろうな。自分のしていることが相手の家族にどれだけの苦痛を与えてるか考えたことある？　俺について回るだけならまだしも俺の家族や悠子ちゃんを傷つけるようなことはもうしないでくれ」

　せめて家族のことだけは守りたい。少しでも話を聞いてくれるならば、と頭を下げた。

「──嫌いやです。そうやって私を試してるんですね。冴草さんは悠子さんと距離が近すぎます。妹なのにまるで恋人みたいに扱って……異常です。私が普通の道に戻してあげます。だから悠子さんのことは、」

　小野が言いたいことがわかって、ドンっと壁を叩いた。その音に小野が怖おじ気け付いて後ろに下がった。

「諦あきらめろって、そう言いたいのか。それでお前を好きになれって？」

　小野の言い分に腹の底から笑いが込み上げた。俺にとって愛には愛で返せと強制されるのが一番嫌なことだった。

　色んな女が俺に愛を求めてきた。俺の意思を無視して愛して欲しいと縋すがる女もいれば脅おどしてくる女もいた。逃げても成人女性や多数の女子達に捕まってしまえば幼い俺は謝あやまって従うしかなくてそれがひたすらに怖かった。ないものを強請ねだってくる女達がわからなかった。

　その俺が悠子ちゃんに出会って手に入れた感情を、誰にも渡したくない。

「だって兄妹なんですよ。誰だって反対するに決まってるじゃないですかっ」

「関係ない。彼女だから傍にいたいんだ」

「冴草さん、正気になって目を覚まして下さい」

「──つまり、お前は俺がまともじゃないと？」

　ひっと小さな声を上げた小野は、唇を震わせ顔がん面めん蒼そう白はくになって俺を見上げていた。その黒い瞳から涙が零こぼれ落ちても同情する気は起こらない。いっそ幻滅して嫌きらいになってくれれば清せい々せいする。踵きびすを返して休憩室を出ようとした時、外側から扉が開いた。

「小野ちゃん、もう休憩時間終わりだよ」

「さち、せんぱい」

　休憩室に入ってきたのはウエイター姿のハピネスだった。小野はハピネスに抱きつき、しゃくり上げながら泣いている。

「小野ちゃんに何をしたんですか」

「手は上げてない。ただの話し合いだ」

「それだけでこんなに泣くはずないでしょう」

　ハピネスに睨にらまれて俺もきつく睨み返した。この男には何が何でも負けたくない。

「小野ちゃん、もう仕事に戻りな。この人とは話したいことがあるんだ」

「せ、先せん輩ぱいが冴草さんに？」

「うん、ちょっとね。すぐに戻るから店長に伝えておいて」

　ハピネスは小野の頭を撫なでて部屋を出て行くように促うながした。小野は顔を染めて店に出て行く。女に愛あい想そを振りまく優やさ男おとこめ、流石さすがホストのような顔立ちをしているだけある。

「こうしてちゃんと会うのは初めてですよね、悠子ちゃんのお兄さん？」

「お前みたいな男は悠子ちゃんにはそぐわない。昨日の服は何だ、悠子ちゃんの服を脱がして何をしたこの変へん態たい野や郎ろう」

「まったく人聞きの悪い。下げ世せ話わな憶おく測そくは醜みにくいですよ」

　ハピネスは吐き捨てるように言い放った。小野の前で見せた態度とは大違いだ。

「あなたこそ小野ちゃんや悠子ちゃんまで泣かして最低です。反省して下さい」

「悠子ちゃんが、泣いてた？」

　俺のしたことで悠子ちゃんが泣いた──しかもこの男の前で？　ズキリと胸が痛んだ。

「悠子ちゃんを追いつめるからです。最初からね、おかしいと思ってたんです。妹の帰宅時間を気にして連絡してきたり、悠子ちゃんの秘密を暴こうとしたり、ほぼ初対面の私に文句をつけたりね。自分勝手すぎません？　家族でも許せないことだってある。あなたの執着や依存が彼女の負担になってるんです」

　執着と依存。俺の悠子ちゃんへの気持ちは悠子ちゃんにとって重荷にしかなっていなかったのか。思い当たる節がありすぎて返す言葉もなかった。

「人に嫉しつ妬とする前に自分の心を入れ替えて下さい。今は仕事中ですから端的にまとめましたがあなたに言いたいのはそれだけです。では失礼しますね」

　バタンと乱暴に扉を閉めてハピネスは仕事に戻っていった。

　ハピネスは冷静だった。俺が嫉妬して感情的になっている時も悠子ちゃんのことを思って俺の欠点を挙げ連ねていった。

「……そんなの、わかってるんだよ」

　投げつけられた数々の言葉が積み重なり、遂に最終通告が下されたのだ。無言で休憩室を出て喫茶店の扉を開けるとポツポツと地面に雨あま粒つぶが落ち始めた。冷たい雨がコートに滲にじんでいく。雪まじりの雨が頬を伝って流れていった。

　傘かさを買う気にはなれず、俺はポケットに手を入れて暗あん澹たんたる雲の下を歩き始めた。
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「今日もメールなしとは……」

　下校途中、スマホの画面を確認した私は首を傾かしげた。

　最近、兄からのメールがめっきり減へった。今日のお昼もお弁当の感謝メールが届かなかった。一日に数通来ることも少なくなかったのに今週は必要最低限の連絡だけになった。

　兄のスマホがまた故障したのかもしれない、と軽く考えていたのだがリビングで兄が操作しているところを見たのでその線は消えた。どうやら兄は意い図と的てきに私に連絡する回数を減らしているようだ。

　鞄かばんにスマホをしまい住宅街の角を曲がるとその先に兄の後ろ姿を見つけ、駆け寄る。兄は足音に気付いたのか、くるりと後ろを振り向いた。

「あれ、珍めずらしいね。悠ゆう子こちゃんと帰る時間が重なるなんて」

「そうですね、まぁ今日はバイトもないですし」

　隣に並ぶとすっと兄が私から離れた。その行こう為いに私は違い和わ感かんだらけだ。

「あの和泉いずみさん、……まだこの前のこと怒ってますか？」

「え、怒ってなんかいないよ。普通でしょ」

　とにこやかに笑っているが信じがたい。兄の変化はメールだけでなく、態度にも表れている。何かと私と手を繫ぎたがっていた兄が、繫ぐどころか少し距離を置くのだ。

　先日もリビングで勉強している私を見て、兄は「頑張ってね」の一言だけ掛けて部屋に戻っていったのでびっくりした。

　いつもはこれでもかというくらい私の傍にへばりついて懇こん切せつ丁てい寧ねいに勉強を教えてくれる兄が何故？




　兄と一緒に帰宅して私服に着替えた後、冷蔵庫を覗のぞきに行くと肉まんが二つ残っていた。

　ちょうど小腹が空いていたのでいいものを発見した。

　レンジで肉まんを温めて、もう片方の手にお茶を持って向かった先はリビングのソファだ。こたつに入ると出られなくなってしまう。

　お茶をローテーブルに置き、ソファに座って肉まんをぱくりと口にした。肉の旨うま味みとふわっとした感触の皮の甘みが口の中に広がっていく。美味おいしい食べ物は日々の些さ細さいな悩みを少しだけ忘れさせてくれる。

　イベントで売り子をしたり、借りた服を脱いで欲しいと迫られたり、兄の態度が微妙に変化したり、落ち着かない日々の連続で疲れた。引きこもりたい。一週間ぐらい部屋でゴロゴロしながら二次創作小説を読み耽ふけっていたい。

　背後のクッションを枕まくらにしてソファの上にごろんと横になった。あと一口になった肉まんを口の中に放り込んで名な残ごりを惜しみながら咀そ嚼しやくする。もうひとつあったけど、兄が食べたいかもしれないから我慢したのだ。

　以前の兄ならば、今頃私の隣に座って仲良くテレビでも見ながら一緒に食べていただろう。でも、お出かけに誘われなくなったり、メールの数が減ったり、私に触れなくなったりしても兄は笑顔で接してくれている。

　このままでもいいんじゃないかと思いながらも嫌いやだと思う自分がいた。

「馬ば鹿かだなぁ」

　今更になって気付いた。私は寂しかったのだ。普段、口では抵抗しながらも兄からのメールや接触を期待していたのだ。それでいて兄が自分と距離を作り始めたら不審に思っているだけだなんて──私の我わが儘ままでしかない。

　自分の身勝手さを自覚して、ソファで丸くなった。兄には前のように接して欲しいけどどうすればいいだろう。聞いてもさっきみたいにはぐらかされてしまう気がした。

　考えていると人が近づいてくる音がして思わず目を伏せた。本当は飛び起きて走って部屋に戻りたい。けど今家にいるのは兄だけなのだ。ここで私が逃げ出すように兄から離れていったら更なる誤解を受けてしまうかもしれない。

　ここは大人おとなしくしているのがベストだと狸たぬき寝ね入いりすることにした。

　すると兄がソファの背面から正面に回って、私の方をじぃっと見ている気配がする。狸寝入りだとバレてるのではないかと緊張してきた。

「ごめんね、悠子ちゃん。情なさけない兄で」

　兄の懺ざん悔げに胸が痛む。そう思わせてしまっていることが心苦しかった。もういっそのこと寝たふりを止めて、私の正直な気持ちを兄に伝えてしまった方がいいのではないか。よし、と気合いを入れて起きようとした時、首に柔らかな感触が落ちてきて動けなくなった。

　い、いいいいいい、今何をされた!?

　パニックになりつつ、もそりと寝返りを打つふりをして熱い顔を隠した。

　こんな状況で起きられるはずもない。私は兄が傍そばを離れて階段を上っていく音が小さくなるまでずっと耳を澄すませて聞いていた。




　……さっき、首にキスされたよね？

　ふらふらとおぼつかない足で部屋に戻った私はベッドに腰を下ろして頭を抱かかえた。あれも家族に対する愛情表現のひとつなんだろうか。色々深読みしたくなるけど兄のことだ。深く考えても無む駄だだろう。そう思わないと激しい動どう悸きが収まりそうにない。ベッドに上半身を倒して天てん井じようを見上げた。

　一緒に帰宅している時は、私に触らないようにしていたのに、寝ている時にあんな風に触れてくるなんて……兄の思考は難解で読みづらい。

　それは育ってきた環境の影響が大きいのだと思う。時々、兄や父の口から漏もれる兄の過去は聞いている方も胸が痛くなる。

　私と少し距離を置くようになった理由もお父さんに聞けばわかるかな……。けど海外で仕事中の父に国際電話を掛けるのも躊躇ためらわれた。迷いながらアドレス帳を開いて、ある人の名前が目に入った。

　兄の友人である佐さ藤とうさんなら何か知っているかもしれない。兄と同じ大学に通っていて、休みの日も時々一緒に遊びに行ったりしている。私は覚悟を決めて佐藤さんに電話をした。

『もしもし、佐藤だけど、妹ちゃん……？』

「夜分遅くにすみません。急で申し訳ないんですが佐藤さんに相談がありまして」

　私は、最近の出来事を佐藤さんに説明した。兄のこの一週間の変化を伝えると佐藤さんも兄の異変を察さつし始めているようだった。

『前と違ってさ、妹ちゃんの話をしてこないんだよ。いっつも俺に惚気のろけてたのに最近はさっぱり。昼食の時にメールも送らなくなったしな。喧けん嘩かしたのか聞いてみたりもしたんだけどさ、してないんだろ？』

「あの、実は意見のすれ違いのようなものはあったんです。先週の日曜日、友人と出掛けた時に服を貸してもらったんです。その服で家に帰ったら兄にぬ、脱いで欲しいと言われまして……それって断って良かったですよね？」

『断って正解、そのお願いは兄としてアウトだね!!』

　よ、良かった。心の奥底であの日のことが引っ掛かっていたので佐藤さんに肯定してもらえてホッとしてしまう。

『あぁ、でもあいつ、そのこと気にしてんのかもしれないな……。妹ちゃんはさ、和泉がどういう家で育ったか知ってる？』

「は、はい。全部ではないですけど、和泉さんやお父さんから話を聞いてます」

　寮に入る前の兄はストーカーや誘拐犯が当たり前に身の周りに存在するような生活を送っていたらしい。家族で食事を囲む楽しさも知らずに育ち寂しい少年時代を過ごしていたことも父は話していた。

『あいつは普通の家族に憧あこがれていても、その普通がわからないから悩んでた。……和泉の今の行動も妹ちゃんのためを思ってのことじゃないかな』

　つまり今、兄は《普通の兄》らしいことを実行しているらしい。それはきっと以前の私が考えていたような虚きよ構こうの兄なのだろう。

　母が再婚して華はな々ばなしい容よう姿しを持つ兄ができた時、もっと普通の人が良かったと私は思っていたし、実際口にしたこともある。私は知らず知らずの内に兄のコンプレックスを刺激していたのだ。

『え、怒ってなんかいないよ。普通でしょ』

　夕方に私が尋たずねた時、兄はそう口にしていた。それが兄の目指すかたちだったのだ。

「見当違いもいいところですよ……」

　兄のしていることを理解して涙が出そうになった。自分をねじ曲げて自みずからを苦しめないで欲しい。私は見たこともない理想の兄じゃなくて、和泉さんだから好きになったのだ。

『そうだよね、俺もそう思う。でもほら、あいつ妹ちゃんのことになるとちょっとダメな男になるんだよ。知ってるだろ？』

「──そうですね……そうでした」

　脅きよう迫はくめいた手紙をラブレターと勘かん違ちがいしたり、仲なか島じまを彼氏と思い込んだり、ハピネスさんから借りた服を男の物だと聞く耳を持たなかったり……。けどそれも妹を失いたくない警戒心や恐怖心からきているのだろう。

「早く元の和泉さんに戻って欲しいんですけど、い、和泉さんに私から、触っても平気ですよとか言うべきですかね……？」

『っそれは、ヤバいからやめた方がいい！　歯止めがきかなくなる。今も和泉は必死に耐えているんだと思う』

　だから、寝てる時なら嫌いやがられないと思って触れてきたのだろうか……。

『あ、俺のこと疑うたがってる？　けど自信あるからね。俺は中学一年の時からずっとあいつの傍にいて見守ってきたんだ。初対面の時の和泉は酷ひどかったよ。能面みたいな顔で棘とげ々とげしくて誰も近づこうとしなかった。俺は同室だったから嫌でも関わんなくちゃいけなくてさ、必死だった。綺き麗れいな顔して人を馬鹿にしたイケ好かないヤツって最初は思ってたけど少しずつ話すようになってわかった。あいつは昔から、人と接するのが嫌なんじゃない。怖いだけなんだ』

　八年も前から兄を見守ってきた人から言われると説得力が増す。

　兄に対する友情も感じて嬉しくなった。佐藤さんは長い間、傍で兄を精神的に支えてきてくれたのだとわかったから。

『今のあいつは妹ちゃんを傷つけるのが怖くてびびってる犬だと思って、妹ちゃんが大丈夫だって教えてあげてよ。前に和泉がしてたことを妹ちゃんからするようになれば、以前の距離でも嫌がられてなかったと理解して元に戻るだろ』

「どうしても、しなきゃダメですか？」

『妹ちゃん、いつも和泉に何されてたの』

　とても口にはできない……。

　あれが日常的になりつつあったんだから大たい概がい慣ならされていた。

『……わかった、何も言わなくていいよ。本ほん末まつ転てん倒とうになるから嫌だと思うことはしないで』

　返答に窮きゆうしていると佐藤さんは、先回りしてフォローしてくれた。

「が、頑張ります！　兄のこと、沢山教えて頂きありがとうございました」

『どういたしまして、また困ったらいつでも電話して』

　私はぺこぺこ頭を下げ再度お礼を言って電話を切った。打開策が見えてきてひと安心だ。これからどうにかして兄の誤解を解かなければならない。

　今度は自分から兄に近づいて努力する番だ。

　明日から何をするか、私は一人で計画を練り始めた。
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　悠ゆう子こちゃんとの接し方を改め始めて一週間が経った。残念ながら経過は良くない。

　俺の態度に対して悠子ちゃんはとんだ誤解をしていて、怒っているのかと聞かれた時は、落ち込んだ。すぐに否定はしたけど悠子ちゃんは疑うたがわしげな目で見ていた。

　でも本当のことは話せない。最初は違い和わ感かんがあっても慣なれてくれば、それが日常になる。悠子ちゃんも前より居い心ごこ地ちよく過ごせるだろう。

「なのに俺はダメだな……」

　自室の椅い子すの背もたれに背中を預けて掌てのひらを見つめる。

　さっきは危うくこの一週間の努力が水の泡あわになるところだった。

　ソファで猫のように丸くなっている悠子ちゃんを見てしまったばかりに……!!

　悠子ちゃんが寝ていて気付かなかったからいいものの、この所の悠子ちゃん不足で体が勝手に動いていた。

　お風呂上がりの悠子ちゃんの髪をタオルで拭ふきたくても、玄関で迎えてくれる悠子ちゃんを抱き締めたくても触れないように気を付けていた俺が。無防備に寝ている悠子ちゃんを見たら我慢できなかった。

　ふと首筋の白はく磁じのように滑なめらかな肌に目を奪われて──俺は唇を寄せていた。心の中が満たされて、すぐ代わりに襲ってきたのは罪ざい悪あく感かんだった。無意識の内に触れてしまった自分に背筋が凍こおった。

　借りてきたＤＶＤの家族ドラマでは兄妹は決してこんなことはしなかった。ハピネスや小お野のに言われたことは正しかった。

　自分が家族を壊す害悪になる。それは絶対にあってはならないのに彼女の傍そばにいると築き上げた牙が城じようがいとも容易たやすく崩くずれ去る。

　すやすやと眠る悠子ちゃんを見下ろして後ずさった。何をしでかすかわからない自分と理性を失わせる妹の存在が怖くなって、俺は負け犬のように部屋に逃げ帰ってきたのだ。




　翌日、俺は早起きしてキッチンで朝食を作っていた。昨夜は殆ほとんど眠れず、一言で言えば滝に打たれて心しん頭とうを滅めつ却きやくしたい一夜だった。

　寝てもどんな夢を見るか保証などない。だから寝るのは諦あきらめて、朝日も上がらぬ内から静かに朝食の支し度たくをすることにした。

　コトコト煮に込こんだポトフのジャガイモが柔やわらかくなってきた頃、パジャマ姿の悠子ちゃんがリビングに顔を出した。雪原からぴょこんと顔を出したウサギのような悠子ちゃんを見て、昨日の失敗を思い出してしまい後ろめたい気持ちになった。

「お、おはようございます、和泉いずみさん早くないですか？」

「おはよう。偶たま々たま、早く起きちゃってね」

　苦笑いを零こぼすと悠子ちゃんが俺の背後から鍋なべの中を覗のぞいた。

　ゆ、悠子ちゃんの肩かたと腕が俺の右腕に触れている。その近さに一瞬ぎょっとした。

「美味おいしそうですねぇ……」

「味見してみる？」

　唇に指を当ててポトフに夢中な悠子ちゃんに、平静を装よそおいながら聞いてみれば、「じゃあお言葉に甘えて」と頷うなずいたので味見用の小皿を取って渡そうとして固まった。

　あの悠子ちゃんが目を瞑つむって、口を開けた状態で待ってくれているだと……？

　え、いつからそんな餌え付づけタイムが実施されるようになってたの。

　誰にでもこんなことやってるわけじゃないよね!?

　無言でパニックになっていると悠子ちゃんがうっすら目を開けて、照れながら「あの、まだですか？」と様子を窺うかがってきた。ていうかその顔は反則……。

　俺にはもうポトフを待っている顔には見えない──完全に末期だ。

　俺の前にいるのは、可愛かわいい小動物。親鳥に餌えさを求めて口を開ける小鳥と同じ。震える手でジャガイモをひとつ箸はしで摘つまみ、フーフーと冷ましてあげてから悠子ちゃんの口に放り込むと「あ、あふっ」と声を上げて片手で口を塞ふさいだ。はふはふしながらジャガイモを咀そ嚼しやくする悠子ちゃんに俺は慌てた。

「まだ熱かった？　ごめん、悠子ちゃんっ」

「平気れす。美味しかったです！」

　悠子ちゃんが「本当ですよ」と上目遣いで俺の顔を窺っていて目を逸そらした。

　心臓への負担が大きすぎる。血のめぐりが良くなりすぎて鼻血が出そうだ。そうならないようすぐに顔を片手で隠して天てん井じようを仰いだ。

「ゆ、悠子ちゃん、パジャマのままだと寒いんじゃない？」

「確かにちょっと冷えますね。着替えてきます」

　パタパタと出て行く悠子ちゃんに俺はハァっと大きな息を吐いた。

　寝起きだからかな？　悠子ちゃん欠けつ乏ぼう症しようという病持ちの俺には刺激が強すぎる。

　早朝の悠子ちゃんには要注意だ。瞬殺されて命がいくつあっても足りない。

　まぁ、滅めつ多たにこんなことはないと思うけど……。せめて記憶の中に先程の悠子ちゃんの姿を焼き付けておこう。




　──そう思っていたのだ。土曜日の早朝の時点では。しかし俺の予想に反して、その後も想定外のことが二日間続き、内心慌てまくっていた。

　誰かにこの事実を伝えたくて、月曜日の朝、大学の中庭でベンチに座って両手を組み友人を待っていた。

「わざわざこんな所に呼び出して何の用だよ」

　貴たか士しは寝ね癖ぐせのついた頭であくびをしながら中庭に現れた。互いに一限目の講義がないのは知っているから、悪いがその時間を指定させてもらった。

「変なんだ」

「あぁ、今更だろ。お前は」

　瞬間的にパシンと貴士の頭を叩いていた。

「俺のことじゃない!!　悠子ちゃんが変なんだよ。いつもと違うんだ。……あれは病気じゃないかな。たぶん熱があるんだ。そうに違いない……」

　ぶつぶつ呟つぶやく俺の隣に座った貴士は叩かれた頭を擦さすりつつ「どこがいつもと違うんだよ」と顰しかめ面つらで聞き返した。

「どこも、かしこも！　悠子ちゃんはソファで俺の隣に座ってきたりしないし、デートにも誘ってくれたりしないし、手を繫ごうとしてきたりしないし、味見で自みずから口を開けてくれるような子じゃないんだよ。いつもなら！」

　早朝の味見から始まり、土日の悠子ちゃんはおかしかった。俺からならまだしも、あのつれない悠子ちゃんからデートに誘われた時は、耳を疑うたがった。──けど涙を飲んで断ったのだ。

　自分でもわかっている。俺は誰より信用ならない人間だ。流しそうめんの如ごとく欲望に流されてしまう。お化け屋敷に入って悠子ちゃんが怯おびえてたら腕の中に包み込んであげたいし、頬ほおにアイスクリームをつけていようものなら指で拭ぬぐってあげたいし、観覧車という密室に十五分もいたら色々なことができてしまう。

　耐えられる自信がなかった。一生に一度のチャンスかもしれなかったのに。俺が断った後、悠子ちゃんは他の誰かを誘うんだろうか。……ハピネスだったら嫌だな。後こう悔かいの波が絶え間なく押し寄せて引いていかない。

「……へぇ、頑張ってんなぁ、妹ちゃん」

「はっ？　何言ってんだよ、貴士」

「いや、こっちの話だ。で、それのどこが困るんだよ」

「困るに決まってるだろ！　可愛すぎて!!」

「困る必要がどこにある。普段のお前なら奇跡が起きた！　って喜ぶところだ」

　ずばり指摘されて言葉に詰まった。貴士には悠子ちゃんへの接し方を変えた理由を話していないのだ。

「俺が気付かないとでも思ったのか？　最近のお前は、昼飯の時に妹ちゃんにメールを送らなくなったし、妹ちゃんの話もしなくなって、口数も減った上に表情が消えてまるで昔のお前を見てるみたいだった」

「そうか？　俺はいつもと」

　変わらない、という言葉を続けようとしたら貴士が勢い良く立ち上がった。

「誤ご魔ま化かすな、何年お前のダチやってると思ってんだよ！　んなつらそうな顔しておいて、傍そばにいる方の身にもなれや！」

　貴士は俺が持っていないものを当たり前のように持っている。一般的な家庭で育って、面倒見もいいから友人も多い。普通の感覚を持つ貴士のようなヤツが兄だったら悠子ちゃんも警戒しなかったんじゃないだろうか。そんな劣れつ等とう感かんも手伝って貴士には言えなかった。

「今更かっこつけてもな、お前の考えなんてお見通しだ。勝手に一人我慢大会しやがって」

「けど悠子ちゃんのためなら少し距離をおいた方がいいって……」

「それを彼女が望んだのか？　妹ちゃんだってお前にびくついてた三年前と同じじゃない。変わっていってるんだ」

　簡単には信じられない。俺は何度も悠子ちゃんに拒絶されてきた経験がある。その時のことを思い出すと今の自分が間違っているとは思えなかった。

「自分の心から目を逸そらして決めつけるのはお前の悪い癖だ。それに妹ちゃんが変だと思うならその理由を聞く相手は俺じゃない。彼女に聞くべきだろ」

　頼りにされるのは悪い気分じゃないけどよ、と貴士は片手で頭の後ろを掻かいた。

「貴士なら悠子ちゃんの変化の理由がわかるのか？」

　不安げに尋たずねれば、貴士は両手を組んで「う～ん」と目を閉じて口を濁にごした。それだけで何となく悠子ちゃんの意図を理解しているのが伝わってきてしまった。

「俺も貴士みたいな兄になれればな」

「お前は妹ちゃんを甘く見てる。一度思い知った方がいいよ」

　顔を顰めて、貴士は一人で講堂へ歩いて行った。

　俺は何を思い知るべきなのか。答えの見つからない宿題と一緒に取り残された俺の脳のう裏りには、遊園地の誘いを断った時に傷ついた顔をした悠子ちゃんの顔が浮かんでいた。
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　週末の二日間、私は可能な限り兄と距離を縮ちぢめようと努めた。母はそんな私を見て「何か、いつもと逆ねぇ」と愉たのしそうに傍ぼう観かんしていた。

　兄は私の意図に気付いているのかいないのか、私の誘いや接近を全て躱かわしている。

「来週、都合が良ければ一緒に遊園地に行きませんか？」

　と誘ってみれば最初驚いた顔を見せた兄は目を閉じ、黙だまったまま額ひたいに手を当てた。しばらくすると中指でトントンと木もく魚ぎよを叩くように額を叩き始めた。一定のスピードで額を叩き続けるその姿はちょっと異様だった。兄が口を開けたのは何分後だっただろう。

「ごめん、ちょっと行けそうにない」

　長い沈黙の後、放たれた返事にショックを受けた私はすぐに口が回らなかった。

　いつだったか、以前兄とテレビを見ていた時に人気の遊園地が映って「いつか豊ゆたかも連れて行ってみたいね」なんて話してた記憶があるのだけども。

　来週が無理ならいつでもいいので、と言葉を続ければ良かったのに動揺したまま立ち尽くしていたら兄は困った顔で頭を下げてから部屋の扉を閉めてしまった。

　これのどこが普通なのか。そう思わずにいられない。

　買い物の帰りにそっと手を繋ごうとしたら飛び退くように避よけてブロック塀へいにへばりつくし、ソファでテレビを見ている兄の隣に座ればスッと立ち上がってリビングを出て行くし……。一緒に飲もうと思って珈琲コーヒーを淹いれてきた私は、両手にコーヒーカップを持ったまま呆ぼう然ぜんとした。逃げられてる。これではまるで私が嫌いやがらせをしているようではないか。




　自分のしていることの方向性が間違っているのかもしれない。月曜日になる頃にはその予感が胸の大部分を占めていて、私は佐さ藤とうさんに確認してみることにした。

　昼休み中なら出てくれるはず、授業を終えた昼休みのタイミングで佐藤さんに電話を掛けてみた。

「さ、佐藤さんですか？　すみません。この二日間、アドバイス通りに頑張ってはみたんですけど悪化しているような気がしまして。私、和泉いずみさんに嫌きらわれてませんかね？」

「心配はいらない、確実に効果は出てる。一週間も続けば和泉も音を上げるから！」

「あと一週間もですか……」

　たった二日間でも疲ひ労ろう困こん憊ぱいなんですが。慣れないことをしている自覚はあるから緊張するし、兄の態度に好転する兆きざしが見られずめげそうになる。

「嫌われたくないって思ってるのはあいつも一緒だよ。好きだから頑かたくなだし譲れない」

「私、そんな簡単に和泉さんのこと嫌いになったりしませんけど」

「自信があるんだ？」

　佐藤さんの問いかけに私は「はい」と反射的に答えていた。

「それを聞いて安心した。和泉は無意識の内に自分の気持ちを隠して逃げているから……。あともう一息だよ、応援してるね」

　そう言うと佐藤さんは電話を切った。スマホを見つめながら先程の言葉を反はん芻すうする。私も肝かん心じんなところから逃げているのかもしれない。今の関係を壊すのが怖くて、流されたままでいた。

　だけど、それだけじゃダメなんだろう。リスクもなければリターンもない。

　スマホを鞄かばんにしまって机にお弁当を置く。周りを見れば皆、昼食を終えて談笑しているような状況で慌ててご飯を食べ始めた。
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　二月の夜の空気に歯がガタガタと震えた。バイトを終え、裏口から外に出た私は商店街にある噴水に向かっている。というのもつい先程、バイト先のおばちゃんからハピネスさんの手紙を受け取ったからだ。

『十分くらい前に悠ゆう子こちゃんのお友達ってコが来てね、悠子ちゃんと直接話したいかと思って声は掛けたんだけど手紙を渡してくれるだけでいいんです、って出てっちゃったのよ』

　お友達、と言われて真っ先に思い浮かんだのは麻ま紀きちゃんと仲なか島じまだった。だけど麻紀ちゃんはこの店にきたことがないし、来るなら偶たまに総そう菜ざいを買いにくる仲島だろう。早速、封筒の後ろに貼はってあるシールを剥はがして中の手紙を開いてみる。




　悠子ちゃんへ

　お仕事お疲れさま。もうすぐブラハンのアニメ化だね！　話したいことがあるので、二十時半頃に商店街の噴水の所に来てくれませんか。待ってます。


倖さちより






　まさかハピネスさんからだとは思わず何度も見返してしまった。何でスマホじゃなくてわざわざ手紙を書いてくれたのか、思い当たる節がある。バイト中はスマホが見られないし、私が気付かぬまま家に帰ってしまう可能性が高い。だから手紙を書いてくれたのだろう。

　気がきくなぁ、ハピネスさんは。その上、ブラハンアニメの放映日を今か今かと楽しみにしている私と話したいことがあるって……喜び勇いさんで馳はせ参じるしかないではないか！

　だけどバイトが終わるのは二十一時だから待ち合わせ時刻に間に合わない。確か店長が日曜日の人が足りないと言っていたので、試しに店長に他の日に追加で働くので、少し早く上がらせてもらえないか打診してみた。

　頭を下げてお願いする私に「それは助かるな！　今日はお客さんも少ないし早く上がってもいいよ」と店長が言ってくれたので感謝しかない。これなら兄が迎えに来る前にハピネスさんと話す時間がとれる。

　私は急ぎ足で待ち合わせ場所に向かいながら周囲を見やった。個人商店が多いのでこの時間ともなると閉まっているお店も多い。商店街の中を歩く人は、昼間に比べて断然少なく静かだ。

　噴水まで辿り着いた私はきょろきょろと左右を見渡した。噴水の周りを囲うコンクリートの上に腰を掛けている人影を見付け、ハピネスさんかと思って近づいてみる。

　そして、そこにいるのは会いたくない人物だと途中で気付いて足が止まった。

　噴水の傍そばに小お野のさんが座っている。兄が倒れた原因になったコだし私としてはあまり近寄りたくない。

　こんな時間に一人でいるなんて、待ち合わせ場所が被ってしまったようだ……。足音を立てないように距離を取ろうとすると気配を察さつした小野さんと目が合ってしまった。

「こ、こんばんは、小野さん。偶然だね」

「偶然じゃないです！　私が悠子さんを呼び出したんですよ」

「何でわざわざ名前を偽いつわって……」

「私の名前を書いたら悠子さんは素直にここに来てくれましたか？」

　そう言われてうっと返答に困った。

「でしょう？　だから倖先せん輩ぱいの名前を書いたんです。今日はとっておきの写真を悠子さんにお見せしたくって！」

　小野さんは立ち上がって、財さい布ふしか入らなそうな小さなハンドバッグからスマホを取り出し、画面を私に見せた。そこに映っていたのは、私がアリアにコスプレしてハピネスさんと一緒に《神かみ様さま同どう盟めい》の新刊を持っている写真だった。

　確か、ハピネスさんのファンの人にお願いされて撮ったものだ。小野さんもブラハンオンリーに来ていたからどこかに隠れて撮っていたのかもしれない。

「よく撮れてますよね。これを冴さえ草ぐささんにお見せしようと思ってるんですよ」

「イベントでそのことは他た言ごん無む用ようにして欲しいって私言ったと思うんだけど」

　写真の私は、グレアムの首輪と繫がった鎖くさりを攻めのルナールが引き寄せている表紙の同人誌を手にしている。この写真を兄に見られたら……恐怖で唇がわなわなと震えた。兄に知られたら、軽けい蔑べつされるかもしれない。寒いはずなのに背筋に汗が流れた。

「小野さん、お願いだから兄には黙っててくれないかな」

「勿論いいですよ、代わりに冴草さんとの仲を取り持ってもらえるのでしたら」

　紛まぎれもない脅きよう迫はくだった。小野さんの脅おどしに従えば、兄にバラさないでくれるらしい。

「本当は頼りたくないんですけどね。眼鏡めがね男子を手玉に取った上、倖先輩と仲良くなったり、兄である冴草さんと手を繫いだり、子どもを使って家庭的アピールするような悠子さんにはね」

　眼鏡男子って仲島のことか？　兄と手を繫いでるところなんていつ見たんだろう、子どもというのは豊のことかもしれない。私のバイト先も知ってたし小野さんの情報網が広すぎて驚いてしまう。

「小野さん、私をストーカーしてたんだ」

「はぁぁぁ？　違いますよ、将しようを射いんと欲ほつすれば先まず馬うまを射いよって言うでしょう。冴草さんを追っていたついでですよ。冴草さん今とても怒ってて私からお願いしてもきっと無理だから、悠子さんから言ってもらえば話を聞いてもらえると思ったんです」

　随ずい分ぶんな言い草だ。お願いする相手に言う言葉じゃない。

「小野さん、和泉さんを怒らせたって何したの……？」

「何って、冴草さんが私を好きだって認めてくれないから!!　合ごうコンでも私にだけ優しい顔で笑いかけてくれたのに。お弁当やマフラーを渡したり、喫きつ茶さ店てんではお喋しやべりして、夜には二人で散歩したり、写真や手紙も送ったりしていつ、付き合ってるって言ってもおかしくなかったんです。なのに悠子さんのせいで……」

「どんな理由にせよ、好きな人が嫌がるならやめるべきだよ」

　付きまといに盗撮や一方的なプレゼントはストーカーとしか言いようがない。

　小野さんはこうして嫌いな私に仲介を頼んでくる時点で相当追いつめられている。好きな人の妹を脅迫するという反則技を使ってまで付き合いたいなんて普通の精神状態ではない。

「私にはこれしか方法がありません。合コンに一緒に行った友達にはもう冴草さんは彼氏だって話したし、このままじゃブロックされて一人になっちゃうんです」

「──つまり、友達に捨てられたくないから、和泉さんを彼氏として紹介したいってこと？　和泉さんは人の注目を浴びるためのアクセサリーじゃないんだよ！　私だって友達に嫌われたくない気持ちはわかるけど、噓うそばかりついてたらそれはもう自分じゃない。勇気を出して友達に本当のことを話そうよ」

「え、偉えらそうに。お説教はやめて下さい」

　ぶるぶると唇を震わせて、顔を真まっ赤かにした小野さんがキッと私を睨にらんだ。

「そうやって余裕ぶって、私が写真のことバラしてもいいんですか」

「余裕なんてないし、勿論言わないで欲しい。でも小野さんに協力するくらいなら──いいよ。言っても」

　もしかしたら兄に小野さんと付き合うように必死にお願いしたら、兄はそれを叶えようとしてくれるかもしれない。けどそれはきっと私が頼み込んだからであって思いが通じ合ってるわけじゃない。

「趣味のことがバレても、和泉さんを犠ぎ牲せいにするよりはずっといい」

　兄は家族のために我慢してしまう人だ。私自身が兄を苦しめる存在にはなりたくない。

「何で悠子さんも、冴草さんもそこまでしてっ、変ですよ！　血の繫がった兄妹じゃないですかっ」

「……私と和泉さんは親が再婚して兄妹になったから血の繫がりはないけど」

「そ、そんなのって」

　小野さんは、耳まで赤く染めてもごもごと口ごもった。何か言い返したいのに、何も言い返せないようだ。かなり動どう揺ようしているのが伝わってくる。

「……小野さんには知っていて欲しいんだけど、私は意地悪で協力しないんじゃないよ。和泉さんに心から好きな人ができたら反対はしない」

　疑うたぐり深ぶかい目で小野さんが私を見ている。小野さんのお願いに対して協力する姿勢を欠片かけらも見せない私が言っても信用ならないのかもしれないけど。

「和泉さんが純粋に誰かを愛せるようになったら、それはとても幸せなことだと思うから」

　兄の中に芽生えた気持ちを大切にして育てて欲しい。

「誰かを好きになるなんて、簡単なことじゃないですか」

「簡単だって言えない人もいるんだよ……」

　兄は心に多くの傷を負っている。これまでの経験上、女性に裏切られる可能性や傷つけられる懸け念ねんを常に抱いだいている。だから男女の友情も信じ難いし、恋愛感情に対してもいいイメージを持っていないように感じるのだ。

「だからきっとその相手が私なんですよ」

「じゃあ何で和泉さんのところに行かずに私に頼みにきてるの？　もう小野さんはわかってるんじゃない……？」

　小野さんは黙って私を睨んだ。でもこれだけは譲れない。

「私は和泉さんを大事にしてくれる人じゃないと応援できない。いくら私を脅しても無む駄だだからね」

　小野さんと話していると、兄を幸せにしたいという気持ちを感じられない。兄のことより自分のことで精一杯になっていて、恋愛以前の問題を抱かかえている気がした。ハピネスさんが彼女を放っておけないと言っていたのはこういうところなのかもしれない。

　ハピネスさんに同情していると、小野さんは私の顔を見て深い溜息をついた。

「な、何？」

「……きっと、悠子さんって料理上手で働き者で、友達思いだったりするんだろうなぁって思っただけですよ」

　いきなり何を言うのかと首を傾かしげれば小野さんは「いいえ、こっちの話です」と首を振った。

　ふとスマホを見ると、兄がバイト先に来る時間が迫っていた。そうなるとあまりのんびりもしていられなくて焦あせりを覚えた。

「もう行っていいですよ」

　そわそわし出した私に小野さんが冷たく言った。

「私の話は終わりましたから。悠子さんがこんな頑がん固こな性格だとは思いませんでした。それに血が繫がってないんだったら言って下さい！　私が入る隙間なんか最初からなかったようなものじゃないですか」

「え、じゃあ写真の件は考え直してくれるの……？」

「さぁ？　私は暴ばく露ろしても構いませんけど、冴草さんと付き合えないなら意味がありませんし……。いつでも協力したくなったら言って下さいね。お待ちしてます」

　にっこりと笑う小野さんの目に、涙が滲にじんでいるのを見ないふりをして答えた。

「協力はしないよ。それは和泉さんのためにも、小野さんのためにもならない。だから写真は削さく除じよしておいてね。帰り気を付けなよ、最近は物騒だから」

　夜道を一人で歩く美少女がいたら危険極きわまりない。迷惑な小野さんでも何かあったら後味が悪すぎるので本気で警戒して欲しい。

「余計なお世話です。さっさと行って下さい！」

　しっしと小野さんに手を振られて私は踵きびすを返した。鞄からスマホを取り出すと九時を過ぎていた。

　まだ兄からの着信履歴はなかったが、居場所がわからないとなれば警察に連絡でもされかねない。早く総菜屋に戻って兄を安心させねば。私は急いで、来た道を走って戻っていった。
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　俺は悠ゆう子こちゃんのバイト先である総そう菜ざい屋やに向かっていた。普通の兄なら悠子ちゃんを迎えに行くのもやめるべきかと考えたりもしたが、暗くら闇やみに紛まぎれて狼ろう藉ぜきを働く輩やからが現れる可能性がある以上、夜のボディーガードはやめられない。

　総菜屋の裏口の前に着くと悠子ちゃんの姿はなかった。九時までまだ時間があるからここで待っていればその内出てくるだろう。気長に構えて待っていると裏口の扉が開いた。出てきたのは一人のおばちゃんだった。確かいつも悠子ちゃんに野菜をくれる土つち屋やさんという人だ。

「こんばんは、土屋さん」

「あらあら、私の名前を覚えてくれてるの？　ありがとう和泉いずみ君」

　そんなお礼を言われる程のことではないので何と返せばいいのか返答に困った。

「悠子ちゃんを待ってるのよね。もう少し待ってあげてね。お友達と少し話があってお向かいの喫きつ茶さ店てんに行ったみたいなのよ」

「お友達って眼鏡めがねをかけた男でしたか？」

　もし相手が仲なか島じまなら安心できると思い尋たずねてみたが土屋さんは首を振った。

「ううん、眼鏡は掛けてなかったわ。喫茶店で働いてるコよ」

　ということはハピネスか？　一瞬、小お野のの可能性も考えたが写真に映る悠子ちゃんの顔を黒く塗ぬり潰つぶすような女だ。決して悠子ちゃんの友達とは呼べない。

　ハピネスめ、こんな夜中に呼び出すとは……もしやいかがわしい所に連れて行くつもりじゃないだろうな。趣味が同じだからと油断している悠子ちゃんを甘い言葉で誘い込むのは簡単なはずだ。

「教えて下さりありがとうございます。ちょっと覗のぞきに行ってきますね。会えなかったらすぐに帰ってきます」

「ええ、心配だものねぇ。もしその間に悠子ちゃんが戻ってきたら和泉君が喫茶店に行ったこと伝えておくわね」

　土屋さんには感謝してもしきれない。俺は土屋さんに頭を下げて、喫茶店へと急いだ。




「お客様、当店は閉店しております」

　喫茶店の扉を開けるとハピネスが俺に営業スマイルを向けた。喫茶店はちょうど閉店作業中のようでハピネスは箒ほうきを手にしていた。しかし、今の俺にはそんなの関係ない。

「悠子ちゃんをどこに隠してる」

「隠す？　その前に、悠子ちゃんはここに来てもいませんよ」

　首を傾かしげるハピネスに噓うそをついてる様子はない。じゃあ、悠子ちゃんを呼び出した友達とは誰なのか。

「他にここの店員で悠子ちゃんと仲のいい人間がいるのか？」

「いないと思いますけど……嫌いやな予感がします。小野ちゃん、悠子ちゃんにちょっかい掛けてたからもしかしたら」

「あのストーカー女め……」

　あれだけ家族に手を出すなと言ったにもかかわらず実行するとは思わなかった。

「小野ちゃんがあなたのストーカー……？」

「あぁ、この前ここにきたのはあいつにストーカー行こう為いをやめろと訴うつたえに来たんだ。厳しく言ったつもりだったんだがまったく懲こりてない。あいつが悠子ちゃんを呼び出す場所に見当つかないか？」

「たぶん、商店街の噴水の所だと思います。私もよく小野ちゃんと待ち合わせに使ってるので」

　その言葉を聞いて俺はすぐさま噴水を目指して走り出した。人の目が多少ある場所だから大事にはならないと思うが、相手はまともじゃない。目撃者がいようと見み境さかいなくナイフで切りつけることも考えられる。

　悠子ちゃん、意外と好戦的だからな……。どうか無事でいて欲しい。

　無傷でいることを祈りながら全速力で商店街を走った。




　ハピネスが言った通り、悠子ちゃんと小野は噴水の前で対たい峙じしていた。悠子ちゃんを守ろうと二人に近づこうとしたら、後ろからきたハピネスに上着のフードを握られ止められた。

「邪じや魔まをするな」

「小野ちゃんと悠子ちゃんは何か言い争ってます。まずは隠れてその内容を把は握あくしてみましょう」

　隠れる必要がどこにあるのか。ムッとするとハピネスが頭を下げてきた。

「私は小野ちゃんが何を考えてるか知りたいんです。困ったところがあっても可愛かわいがってる後こう輩はいです。ストーカーをしているのならやめさせたい。あなたのことが好きでしてることなんでしょうけど、きっとそれだけじゃないと思うんです」

　随ずい分ぶんと後輩思いなことだ。しかし、もしハピネスに小野を止める力があるのなら任せたい。あの女は俺の手には負えない。

「小野が悠子ちゃんに手を出したらすぐに割って入るからな」

　ハピネスはこくんと頷うなずいた。見つからずに二人の話を聞かなければならないのでハピネスと共に噴水の傍そばにある植え込みの後ろにしゃがんで耳を澄すませた。

『よく撮れてますよね。これを冴さえ草ぐささんにお見せしようと思ってるんですよ』

　小野が悠子ちゃんにスマホを見せつけているところだった。脅おどしに使う写真がどんなものか、予想はつく。悠子ちゃんが同どう人じん誌しを買っている現場を捉とらえたのだろう。

　悠子ちゃんはサァーっと顔を青くして『イベントでそのことは他た言ごん無む用ようにして欲しいって私言ったと思うんだけど。小野さん、お願いだから兄には黙だまっててくれないかな』と訴うつたえた。

『勿論いいですよ、代わりに冴草さんとの仲を取り持ってもらえるのでしたら』

　──盗み聞きは、いきなり小野の脅しから始まった。小野の根性の悪さに腸はらわたが煮にえくり返る。悠子ちゃんを脅きよう迫はくしようなんて極ごく悪あく非ひ道どうなマネを……今この瞬間に実刑判決は出た。罪の重さを思い知らせてやる。立ち上がろうとする俺をハピネスが必死に抑えた。

『本当は頼りたくないんですけどね。眼鏡めがね男子を手玉に取った上、倖さち先せん輩ぱいと仲良くなったり、兄である冴草さんと手を繫いだり、子どもを使って家庭的アピールするような悠子さんにはね』

『小野さん、私をストーカーしてたんだ』

　訝いぶかしむ悠子ちゃんに小野はいきなり甲かん高だかい声で喚わめきだした。

『はぁぁぁ？　違いますよ、将しようを射いんと欲ほつすれば先まず馬うまを射よって言うでしょう。冴草さんを追っていたついでですよ。冴草さん今とても怒ってて私からお願いしてもきっと無理だから、悠子さんから言ってもらえば話を聞いてもらえると思ったんです』

　悠子ちゃんを馬扱いする小野にイラッときた。お前は何様だ。

『小野さん、和泉いずみさんを怒らせたって何したの……？』

『何って、冴草さんが私を好きだって認めてくれないから!!　合ごうコンでも私にだけ優しい顔で笑いかけてくれたのに。お弁当やマフラーを渡したり、喫茶店ではお喋しやべりして、夜には二人で散歩したり、写真や手紙も送ったりして、付き合ってるって言ってもおかしくなかったんです。なのに悠子さんのせいで……』

　物は言いようだ。何が入ってるか成分不明のお弁当とピンクのマフラーを勝手に家の門のところに置いていき、喫茶店での会話は不快極きわまりなく、夜は背後から突然抱きつかれた。盗撮したであろう脅迫写真の入った手紙もどきは最悪だった。

『どんな理由にせよ、好きな人が嫌いやがるならやめるべきだよ』

『私にはこれしか方法がありません。合コンに一緒に行った友達にはもう冴草さんは彼氏だって話したし、このままじゃブロックされて一人になっちゃうんです』

　思っていた以上の言い分に腹が立った。俺は小野のブランドバッグじゃない。そんな精神で友達に好かれると思ってるのは間違いだ。その友達に嫌きらわれるのは時間の問題だろう。

「三年前はああいうコじゃなかったんですよ。素直で甘え上手の頑張り屋でした。私が中学を卒業して、久しぶりに同じバイトに誘ってみたら高校の友達とはあまり馴な染じめていないみたいで……」

　ハピネスは小野を見ながらポツポツと話し始めた。おかげで悠子ちゃんと小野の話し声が聞こえない。

「三年もすれば人だって変わる」

「こんなに追いつめられていたなら、私に相談してくれれば良かったのに」

「……お前に余計な心配を掛けたくなかったんだろ」

　小野がハピネスのことを慕したっていたのなら、憧あこがれている先輩に自分の醜みにくい部分を晒さらすのは勇気がいるだろう。ハピネスが静かになって再び二人の声が聞こえてきた。

『──つまり、友達に捨てられたくないから、和泉さんを彼氏として紹介したいってこと？　和泉さんは人の注目を浴びるためのアクセサリーじゃないんだよ！　私だって友達に嫌われたくない気持ちはわかるけど、噓うそばかりついてたらそれはもう自分じゃない。勇気を出して友達に本当のことを話そうよ』

　まるで、自分のことを言われているように感じてドキッとした。

　悠子ちゃんに嫌われたくないあまり、俺は沢山のことを我慢している。自分の気持ちに嘘ばかりついて悠子ちゃんの理想の兄になれたとして、それは俺を好きになってもらえたことにはならないのに──。

『え、偉えらそうに。お説教はやめて下さい。そうやって余裕ぶって、私が写真のことバラしてもいいんですか』

　小野の脅しに俺は怯ひるまずにいられなかった。もし、悠子ちゃんが小野の脅しに屈くつしてしまったら、俺はどうすればいい？

　──私の知り合いで和泉さんと付き合いたいっていうコがいるんですけど……前向きに考えて頂けませんか？──

　想像するだけで胸が痛かった。他の誰より、悠子ちゃんにだけは言われたくない。小野と付き合っても悠子ちゃんは構わないのだと、思い知りたくない。

　でも悠子ちゃんに悲ひ愴そうな顔で頭を下げられたら俺は断れるのか？

『余裕なんてないし、勿論言わないで欲しい』

　悠子ちゃんの放った言葉に体がくらりと傾かたむいた。俺の想像が現実になろうとしている。

「だ、大丈夫ですか」

　隣にいたハピネスが俺の体を支えた。

「大丈夫じゃない……」

　こいつに心配されるなんて余程弱っているように見えるのだろう。悠子ちゃんの心の平穏に繫がるなら何だってしてあげたい。あの女は死ぬほど嫌いだ、けれど悠子ちゃんが俺と小野の交際を望むのならば。

　心の中でいくら葛かつ藤とうしても自分と悠子ちゃんを天てん秤びんに掛けたら、どんなにつらくても傾く方は決まっていた。

『でも小野さんに協力するくらいなら──いいよ。言っても』

　一瞬、悠子ちゃんが何を言ったか、わからなかった。え？　つまりどういうこと、と混乱しているとすぐに答えは降ってきた。

『趣味のことがバレても、和泉さんを犠ぎ牲せいにするよりはずっといい』

　あんなに必死に隠してきたのに？　本当に……？

　驚きが確信に変わり、じわじわと喜びが込み上げてきた。

　これまでの悠子ちゃんの奮ふん闘とうぶりが頭に蘇よみがえる。俺が悠子ちゃんの部屋に入るのを拒否したり、出掛け先も秘密にしたり、仲島のことも何友達なのか曖あい昧まいに誤ご魔ま化かしたり、あの努力の数々が無になってしまうのに……目が潤うるみ始めて、腕で涙を拭ぬぐった。

『小野さんには知っておいて欲しいんだけど、私は意地悪で協力しないんじゃないよ。和泉さんに心から好きな人ができたら反対はしない』

　そんな、俺は悠子ちゃんならぜひ反対して欲しい。私のお兄ちゃんを取らないで！　くらいのことを言ってくれると嬉しい。

『和泉さんが純粋に誰かを愛せるようになったら、それはとても幸せなことだと思うから』

「……うぅ、愛いとしいっ……」

　思わず心の声が口から漏もれた。がくっと地面に両りよう膝ひざをつき、手で胸を押さえる俺をハピネスは呆あきれた目で見ていた。

『人を好きになるなんて、簡単なことじゃないですか』

『簡単じゃない人もいるんだよ……』

　そう、簡単に誰かを愛することなんて俺にはできなかった。

　愛は決して絶対なんかじゃない。時に一方的で打算的であり移ろいもする。

　信じることができなかった。

　それでも、今の俺には黒く濁にごったその感情が綺麗な物なのだとわかるようになってきたのだ。幾いく重えにも重なり俺を押しつぶしてきた淀よどみを日常の中で悠子ちゃんが洗い落としていってくれた。自分には手が届かないと思っていた物は実は傍にあって、それに気付かせてくれたのが悠子ちゃんという名の愛だった。

　答えなんてとっくに出ていたのだ。俺が目を逸そらし続けていただけで。

「ハピネス、やっぱりお前には悠子ちゃんは渡せない」

「渡せないって悠子ちゃんはあなたの物じゃないでしょう」

「そうだけど、男としてお前には言っておきたかったんだ」

　宣せん戦せん布ふ告こくだ。弱点なんか簡単に見つからなそうな強敵だが、どんなにハピネスがいい男であっても譲れないものがある。

「何かずっと誤ご解かいされてるのはわかってましたし、教えてあげる気もなかったんですけどね……これ見て下さい」

　ハピネスに渡されたのは、保険証だった。本名は成なる瀬せ倖で性別は、女──!?

「まぁこのナリなので慣れてます」

「何で今になって言う気になったんだよ」

「ただのシスコンじゃなかったんだなぁと思ったので。さっきの話を聞いてても驚いた様子はありませんでしたし、あなたは悠子ちゃんの秘密を知ってて黙ってあげてるんですね。悠子ちゃんが知られたくない気持ちを理解してるから」

　悠子ちゃんの秘密を知った今となっては、俺の最終目標は本人から趣味の話を打ち明けてくれることだ。もっと仲良くなって早く普通に話せる日がくるのを願っている。それまでは、悠子ちゃんの秘密を俺も守っていきたい。

「あなたのことをちょっと誤解してました。この前も一方的に責めてしまってすみませんでした」

「お、おう」

　俺は急にハピネス、ではなく成瀬に謝られてどう反応すればいいかわからなくなった。

「あ、見て下さい。二人の話し合いが終わったみたいですよ。悠子ちゃん、バイト先の方へ急いで戻って行きましたけど」

「じゃあ、俺もすぐに戻らないとな」

　スタッと立ち上がる俺を見て成瀬の口から笑いが漏れた。

　食えない笑顔を浮かべた成瀬に俺は顔を顰しかめた。まったくもって面おも白しろくない。

「じゃあ、私は小野ちゃんに付き添いますね。悠子ちゃんのことはお願いします」

「お前にお願いされる筋すじ合あいはない！」

　俺の反論を背中に受けて成瀬は、噴水の所に座る小野の元へ駆け寄っていった。悠子ちゃんの姿を捜せば商店街の中を突っ走る後ろ姿が見えた。

　総菜屋で待っていないと悠子ちゃんが不安に思うかもしれない。俺は商店街の一本隣の道に逸れて、総菜屋に向かってひた走った。
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　総そう菜ざい屋やの裏口に着くとそこに立っていたのは、土つち屋やさんだった。もうお店は閉まっているのに何故帰らずにここに？　と疑問に思いつつ近づいた。

「その様子だと和泉いずみ君に会えなかったのね、悠ゆう子こちゃん！」

「え、和泉さんもう来てたんですか」

「ええ、悠子ちゃんが出て行ってすぐだったわよ。私が偶然会ったから喫きつ茶さ店てんのお友達と会うみたいって伝えておいたんだけど」

　結構早めに戻ってきたつもりだけど間に合わなかったようだ。

「でも会えなかったらすぐに戻ってくるって言ってたから大丈夫でしょ」

　土屋さんは私を安心させるようにニコッと笑ってくれた。しかし寒い中、土屋さんが外にいた理由に思い至って私は申し訳なくなった。

「も、もしかして土屋さんそれを伝えるために待っていてくれたんじゃ……」

「違うわよ～、偶然偶然！　小さいこと気にしないの。じゃあ、もう帰るわね」

「ありがとうございます」

　帰っていく土屋さんに深く頭を下げて、大人おとなしく兄を待つことにした。




　何だかこの前兄が迎えに来れなかった日のことを嫌でも思い出してしまう。また女の子に絡まれて呼吸困難になっていたらどうしよう……。

　心配になって動き出そうとした時、前方から足音が聞こえてきた。

「っはぁ、お待たせ、悠子ちゃん」

　走ってきた兄は息を切らしていた。

「寒くない？」

　顔を覗のぞいてきた兄の顔が近くて、あれ？　と思った。

「少し寒いです」と試しに手を繫いでみたら振り払われない。昨日までは散々距離を取られたのだがもういいのだろうか。ちらりと見上げてみれば兄は耳まで真まっ赤かにして目を逸そらした。その照れたような表情に、久しぶりに素の表情が見られたような気がして嬉しくなった。

「もう触ってもいいんですね」

「──悠子ちゃん、気付いてたの？」

「当たり前じゃないですか」

　兄が控ひかえるようになる前、どれだけスキンシップが激しかったか。当然のように私に触れるようになっていた兄に自分も慣れ始めていて、今回のことで私は否応なしに気付かされてしまった。

「いきなり態度を変えて、全然普通じゃなかったです。むしろ和泉さんが知らない人になっていくみたいで……嫌いやでした」

「っそんなつもりは」

「ありましたよね？　取とり繕つくろった顔して他の誰かになろうとしないで下さい。私はいつもの和泉さんがいいです」

　兄が信じられるようになるまで何度でも伝えよう。佐さ藤とうさんに相談した後、私は覚悟を決めていた。

「和泉さん、私好きな人がいるんです」

　口にした瞬間、握る兄の手がびくっと震えた。

「とても臆おく病びようで心配症で、肝かん心じんなことは何も言ってくれない情なさけない人なんですけど」

「……いいところないじゃん」

　不ふ貞て腐くされるように言い放つ兄にオカシクなって笑った。

「そうですね、でも理り屈くつじゃないんですよ。私はその人と一緒に料理をしたり、散歩したり、庭掃そう除じしたり、そういう何でもないような時間を過ごして笑いあう時間が一番好きです。特別何かができなくてもいいんです」

「そんな意い気く地じなし、悠子ちゃんに似合わないよ」

「それでも好きなんです。和泉さんに言われても変わらないんで諦あきらめて下さい」

　照れながら笑顔を向けると兄は顔を真っ青にした。

「嫌だよ、諦められない。悠子ちゃん、言ってくれたよね？　俺のことが大切な人だって、地球の果てにも俺と行ってくれるって約束したし、何年先も一緒にいてくれるって、特別だから……キスだって俺にしかしないって」

「い、言いました」

「じゃあ何で？　他の男なんかいらないよね」

　険のある声で尋たずねる兄に私は真っ赤になって小さく呟つぶやいた。

「はい、私もそう思います……」

　その声を拾った兄は目を丸くして私を凝ぎよう視しした。顔は赤みを増していく一方だ。

「もしかして、もしかしてだけどその情けない男ってかなり嫉しつ妬と深ぶかかったりしない？」

「そうですね。しかも寝ている人の首にキスしてきたりするんですけど……どう思います、和泉さん？」

　私が遠回しに指摘すると兄は顔を真っ赤にして両手で塞ふさいだ。

「魔が差したとか、それともただの気の迷いだったんですか？」

　だとしたら悲しい。眉まゆを寄せて質問したら兄は首を振った。

「ごめん、好きだから。悠子ちゃんが好きだからしたかったんだ」

　兄にそっと後ろから抱き締められる。兄の告白が嬉しくて涙が零こぼれた。
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　妹としか見られていないかもしれない。そんな不安は心の奥にずっとあった。兄の言葉に勝手に期待しては落ち込んで、時の流れと共に告白するのがどんどん怖くなっていた。

　だけど、兄も私と同じ気持ちでいてくれたのだ。

「でも俺、ずっと頑張って堪たえてたんだよ……」

「わ、私はそのせいで、嫌われたのかと思いました！」

「まさか、そんなことあるわけがない。本当は手だって繫ぎたかったし、一緒にソファに座って珈琲コーヒーを飲みながらいちゃいちゃしたかったし、遊園地にだって行きたかった」

「手も繫ぎますし、一緒にソファで珈琲だって飲みますよ。で、でも節度は守って下さいね？　遊園地も今度行きましょう。最初に誘ったのは私ですから、チケットも買っておきます」

　私も相当ドキドキしてるけど、背中からも兄の鼓こ動どうの高鳴りが響いてくる。

　兄の顔が見たくなって振り返れば、珍しく照れくさそうな顔をしていた。私の涙を兄の指が優しく拭ぬぐい取っていく。

「──大丈夫。チケットは二枚当てがあるんだ。俺が用意しておくね！」

　兄がいつもの調子でニコリと笑った。その何か吹っ切れた様子に、私は安あん堵どした。

「和泉さん」

　兄の服を引っ張って屈かがんでもらうと、背伸びをして兄の首筋に口づけた。

「お返しです」

　あの時、首にキスをされて驚いた私の気持ちを兄も思い知ればいい。耳たぶまで顔を赤く染めた兄は片手で首筋を押さえて上うわ擦ずった声を出した。

「ゆ、悠子ちゃん、俺だって男なんだけど……!?」

「わかってますよ、──ずっと前から。和泉さんが知らなかっただけです」

　破顔する私に兄は呻うめいて「あぁもう……まいりました」と私を抱き締める腕に力を込めて降参した。
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　季節は春を迎え、ようやく暖かくなってきた。今日からダッフルコートはやめて薄手のコートを羽は織おって家を出た。歩道には桜の花びらが点々と落ちている。

　高こう揚ようした気分で私が向かうのは麻ま紀きちゃんの家だ。春と言えば春コミ。

　そして待ちに待った春アニメ！　今週からブラハンのアニメがスタートしたのだ。

　麻紀ちゃんの家の前に着き、ピンポーンとインターフォンを鳴らした。今日は麻紀ちゃんとハピネスさんと私の三人でブラハンアニメの上映会だ。兄には女子会だと伝えて出掛けてきた。

「いらっしゃーい、かむちゃん。もう倖さちさん来てるよ。さぁ入って、入って」

　第一話の放映は昨日の深夜で、三人共既に鑑賞済みだが魂の震える興こう奮ふんを語り尽くしたいがために集まっている。

　麻紀ちゃんの部屋に入ると机の上にはケーキの箱が置いてあった。そこに私が買ってきた飲み物とお菓か子しも追加して置かせてもらう。いつも原稿を手伝っている時に使っている机だから、食べ物や飲み物ばかり置くのは新しん鮮せんだ。

「ゆたんぽさんはどのケーキにする？」

　早速ハピネスさんに聞かれて、三種類のケーキを見て悩んだ。ココアのシフォンケーキと苺いちごのババロアと抹まつ茶ちやのガトーショコラ、センスが光るチョイスだ。どれも美味おいしそうで迷ってしまう。

「どうぞハピネスさんが先に選んで下さい」

「遠えん慮りよしないの。あとこれからはハピネスじゃなくて倖でいいよ。私もゆたんぽさんじゃなくて悠ゆう子こちゃんで統一するね。さっき麻紀ちゃんにもそうお願いしたんだ。ハンドルネームだと人前で話す時に困ることもあるだろうから」

　確かに。だから私は小お野のさんの前で本名を名乗ることになったのだ。今後、兄と一緒にいる時に倖さんに会うことだってあるかもしれない。

「了解です。……あとハピ、倖さんには聞きたいことがありまして。あの、小野さんってどうしてますか」

　テレビの前で上映の用意をしてくれている麻紀ちゃんには聞こえないように小声で尋たずねた。あれからずっと気になっていたのだ。友達に本当のことを話せたのか、兄のストーカーを続けているのか、私の秘密をバラしに行ったのか。それが知りたくてあの後、何度か喫きつ茶さ店てんを覗のぞいてみたのだが小野さんはいなかった。

「喫茶店のバイトは辞やめてね。今は自分で部活を立ち上げて頑張ってるみたいだよ。料理部らしいんだけど、好きなことをしながら友達と話すのが楽しいんだって」

　自みずから部活を作るとは、行動力がある。けど小野さんがいい方向に歩き始めているのがわかってホッとした。

「悠子ちゃんのお兄さんのことは、望みが薄いから諦あきらめたみたいだね」

　それならストーカー行こう為いはもうしてないだろう。兄に私の趣味のことを話した可能性も低い。良かった、私も兄もこれからは、小野さんの影に怯おびえなくていいのだ。

「あ、なになに、何の話？」

　用意を終えた麻紀ちゃんが戻ってきて、自分のお皿にババロアを載せた。私のお皿に「ハイ、いつもの抹茶でしょ」とガトーショコラを載せてくれた。

「好きな人がかっこいいと苦労するねって話」

　そう言ってウィンクした倖さんに私は激しく動どう揺ようした。

「そ、そんな話してなかったですよね!?」

「え？　けどそうなんだよね？」

「な、何で倖さんが」

　私の好きな人をご存じなのか……？

「さぁ、何ででしょう？」

　机に肘ひじをついてにっと笑う倖さんに私は撃げき沈ちんした。麻紀ちゃんの時もそうだったけど、そんなにも私はわかりやすいのか……。

「倖さん、もしかしてお兄様に会ったことがあるんですか！」

「何度か、喫茶店にお客さんとしてきてくれてるのを見かけて」

「お兄様目立ちますもんね～」

「あの人、コスプレ向きの体型だよね。アベルのコスプレとか似合いそう。頼めばやってくれるかな」

　不吉な会話の流れに、私はすぐさま起きあがって割り込んだ。

「いや、しませんからね！　そもそも兄には腐ふ女じよ子しってことは内緒にしてるんですから」

　兄がアベルのコスプレとか、に、似合っちゃうだろうけどリスクが高すぎる。腐女子が紛まぎれ込んでる会場に兄が現れたらどうなるか……妄もう想そうの的になること間違いなしだ。

「アリアのかむちゃんと兄妹セットも良し、聖ひじりの倖さんと絡むのも良し！　一粒で二度美味しいお兄様、素敵……」

　麻紀ちゃんが両手を組んで完全にトリップしている。

「実現させないよ、麻紀ちゃん」

「えぇっ、そんな後ご生しようです！」

　涙ぐまれても譲歩するつもりはない。

「ほら、それよりテレビ見よう。今日はそのために集まったんだから」

　私は机の上のリモコンを持ってサッとスタートボタンを押した。兄をディープなオタクの世界に招き入れるなんておそろしすぎる。

　オープニング曲が始まると麻紀ちゃんも倖さんもすぐに画面に集中し始めたのでホッと胸を撫なで下ろした。




　それから、私達はリピート再生を繰り返してブラハンの第一話を見続けた。特にオープニングの曲がかっこよくて、歌詞を見なくても三人で歌えるようになるまで時間は掛からなかった。ＣＤが発売されたらすぐに買おう。

「今夜はいい夢が見られそう」

　うっとりテレビの中の聖君を思い出す。二人が出会った瞬間、それは恋に落ちた運命の一瞬……。何度見てもいい。

「私はいい本が描けそう」

　麻紀ちゃんは私の言葉に頷うなずきながら、ノートにネームを書き出していた。

「楽しみにしてるね、麻紀ちゃんの新刊」

「ありがとう、やる気が漲みなぎってやまない。でも私の本よりかむちゃんは読みたい本があるんじゃないかなぁ」

　麻紀ちゃんはにやにや笑って肘で倖さんを小突いた。すると、倖さんは私に一冊の本を差し出した。

「はい、悠子ちゃん。アリアのコスプレしてもらった時に書くって約束してた本、遅くなってごめんね」

　倖さんに渡されたのは聖ひじアベの同どう人じん誌しだった。しかもいつも表紙は文字だけなのにこの本にはイラストがある。誰の絵なのかは見てすぐにわかった。

「今まで書いたのを見直してたら加筆したくなっちゃって時間が掛かったんだ。今回は、絵の入稿もあったしね」

「倖さんに頼まれて頑張ったよ、カラーで箔はく押おしレインボー！」

　小説が倖さんで麻紀ちゃんのイラストとか豪華すぎるでしょう……ハピネス×バッカスの夢のようなコラボ本に喜びで手が震えた。

　想像以上の厚みと美び麗れいイラストから二人の努力が伝わってくる。少しだけ捲めくってみると挿さし絵えまで入っているのが見えた。

　麻紀ちゃんは常に締め切りに追われてるし、倖さんは趣味とバイトで日々忙しそうにしている。そんな中、私のためにこんな本を用意してくれていたとは。

「ハピネスさん、麻紀ちゃん、ありがとう……!!」

「またハピネスに戻ってるよ、悠子ちゃん」

「ハピネスさんは、私の憧あこがれの作家さんなんです！　話せるようになっただけでも嬉しいのに本までプレゼントしてもらえて、呼び方だって戻りますよ。大切にしますね、読んだらすぐに感想送ります」

　同人誌が折れないように慎しん重ちように鞄かばんの中にしまう。そんな私を麻紀ちゃんと倖さんは笑みを浮かべながら眺ながめていた。




　夕日が落ち始めた頃、麻紀ちゃんの家を出て私と倖さんは途中で別れた。

　帰ったら速攻で読む。楽しみすぎて心が逸はやる。

　うきうきしながら歩いていると兄の後ろ姿を見つけて駆け寄った。兄の両手にはエコバッグ。スーパーの帰りのようで、覗のぞくと食材が入っていた。

「今日の夕飯は何ですか」

「それはできてからのお楽しみ。悠子ちゃんは越こし田たさん家ちからの帰り？」

「はい、楽しかったですよ～。友達が買ってきてくれた抹茶のケーキも美味しくって。話してたら時間忘れそうになりました」

　でも途中で倖さんのスマホのアラームが鳴って皆現実に戻ったのだ。

「悠子ちゃんが楽しそうにしてると嬉しいな」

　またそういうことを蕩とろけるような笑みでさらっと言う……。照れを誤ご魔ま化かすように兄からエコバッグを奪い取った。思ったより重いが持てない重さではない。

「俺もいつかその楽しさを共有してみたい」

「それは十人十色といいますか……高度な趣味なので」

　私が困っていると兄の目は優しく細められた。

「いいよ、待ってる。悠子ちゃんが言いたくなったら教えてね」

「そんなのいつになるかわかりませんよ」

　本当に保証できない。言っては何だが自慢できる趣味ではない。

「急がなくてもこれからずっと傍そばにいてくれるでしょ。来年も再来年も何十年後だって」

「そ、そうですけど……」

　自分から話すより見つかってしまう方が早い気がする。将来私はどれだけの同人誌をコレクションしていることだろう。

　隣を歩く兄が立ち止まって空を見上げた。夕日をバックに雲が棚たな引びいている。少し前までは暗くなっていた時間帯も今は明るい。心地よい空気が流れていた。

「今度の休みにさ、一緒に悠子ちゃんの成人式の振ふり袖そで見に行こうよ」

「気が早いです。それに確かもうおじいちゃんが用意してました」

「俺、下調べして目つけてるのもあったのに……っ」

　兄が残念そうにしているので励はげますように他の案を出してみた。

「振袖より先に浴衣ゆかたが欲しいです。新調して一緒に花火を見に行きましょう！」

　頭の中では三年前の夏コミを思い出していた。あの時はどこに行ったのか問い詰められてとても慌てたのを昨日のことのように覚えている。

「和泉さんは、どこの花火大会を見に行きたいですか？」

「そうだなぁ……夏休みにお台場の花火が見たいかな」

　ニッコリと笑う兄にもしかして、と私の背中を冷や汗が流れていった。





Ｆｉｎ
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　こんにちは、九ここの重え木こ春はるです。この度は、三巻を御買い上げ頂きありがとうございます！

　私の中で二人の続きは考えておりましたが、まさか三巻まで出して頂けるとは思っていなかったのでとても嬉しいです！　これも全て皆様の応援のおかげでございます。

　巻を進めるごとにキャラクター達がチームワークを発はつ揮きするようになり今回も書くのが楽しかったです。というのも最初悠ゆう子こは麻ま紀きちゃんしか友達がいなくて、男子は苦手で引きこもりがちな女の子だったんですけど、和泉いずみや友人、家族のおかげで少しずつ視野も行動範囲も広くなっていきました。

　その分、和泉も悠子も悩みが増えるんですがそれが人生。これからも悠子と和泉は紆う余よ曲きよく折せつありながらも互いを思いやって生きていきます。そんな二人の未来を皆様にも頭の中に描いて頂けたら何よりでございます。

　最後に書いた夏コミと花火大会が重なったら大変そう……。夏コミで朝も早いし花火のためにあとで浴衣ゆかたに着替えるとなると結構なハードスケジュールになるんじゃないでしょうか。

　和泉は喜んで着付けをしてくれると思います、髪かみ結ゆいもばっちり！

　悠子は和泉さんに着せられるなんてとんでもない！　と拒否するでしょうが（笑）




　そして、嬉しいことにコミックビーズログ様よりコミカライズが決まり、漫画家のトモエキコ様が描いて下さってます!!　（pixivコミックのビーズログＣＨＥＥＫにて連載しております）一巻のあとがきで語っていたことが皆様の様々なご縁と応援により三年後の今現実になりました。本当に夢のようです。ありがとうございます!!




　担当様、校正者様、至らぬ点をフォローして頂き本当にありがとうございました。

　イラストを描いて下さったカワハラ恋れん様にも感謝の気持ちでいっぱいです。

　そして、何よりここまで付き合ってくださった読者の皆様に感謝いたします！

　ほんの少しではありますが、数年後の二人を書かせて頂きました。

　最後まで読者の皆様に楽しんで頂けたら幸いでございます。


九重木春
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「ただいま～」

　大学から帰ってきた私は玄関に紙袋を置いて靴くつを脱いだ。二年前に高校を卒業し、私は都内の大学の文学部に進学した。麻ま紀きちゃんは漫画家としてＢＬ雑誌でデビューし、ハピネスさんは服飾の専門学校へ進み、仲なか島じまは私と同じ大学に入学した。

　三人とは今も会っていて腐ふ的てきに結ばれた友情は続いている。特に漫まん研けんサークルに共に入部した仲島と話す機会は多く、今は同じバレーボール漫画にハマっている。

　玄関に置いた紙袋の中身はサークルの先せん輩ぱいから借りたアニメのＤＶＤボックス。それを持ってリビングを覗のぞいてみると誰もいない。明日、感想を先輩に伝えなければならないからすぐに見てしまいたかった。私は早速ＤＶＤレコーダーに借りた円えん盤ばんをセットしてソファに座った。




　主人公は女子中学生。緊急事態になると不ふ思し議ぎな宝石の力を借りて魔法少女に変身し日本の平和を守っている。最初は一人で敵と奮ふん闘とうするのだが話数が進むごとに仲間が増え、最終的には五人組の魔法少女が集まり地球外生命体に立ち向かう。ベッタベタの少女向けアニメだ。

「というか、男の子が一人も出てこないってどういうこと……？」

　ヒーロー役の男の子が登場するのを期待しながら見ていても一向にそんな気配はない。赤や紫の薔ば薇らを持って出てこいとまでは言わないが、なかなかメイン級の男キャラが登場せず時折早送りしながら見ていると兄が仕事から帰ってきた。

「ただいま、悠ゆう子こちゃん」

「おかえりなさい、和泉いずみさん」

　そのまま兄は部屋に行くかと思えばスーツ姿のまま私の隣に座った。

　兄は今年から地方公務員として市役所で働いている。有ゆう言げん実じつ行こうとは正にこのこと。未だに将来何になるかも決めていない私は尊敬の眼差しを送る他ない。

「和泉さん、スーツが皺しわになりますから部屋で着替えてきた方がいいのでは」

　兄のスーツ姿に無む駄だにときめいてしまう私はそれらしい理由をつけて着替えを促うながした。

「あぁ、うん、あとでね。これ、悠子ちゃんのＤＶＤ？」

「大学の先輩が貸してくれたんです。けど和泉さんの趣味じゃないと思いますよ」

　なんてったって女性だらけの魔法少女アニメだから！　兄は顎あごに手を当て、考え込むようにそのアニメを見始めた。意外とこういうのに興味があるのかな。だとしたら新発見だ。

「悠子ちゃん、貸してくれた先輩って男でしょ」

「そうですけど。心配はいりませんよ」

　先輩には二次元の嫁よめが沢山いるのだ。三次元には興味がない。

　私はその嫁の良さを伝えようとした先輩に押し付けられるようにＤＶＤボックスを渡されてしまったのだ……。今日はサークルの活動日だから参加したのだが行かなければ良かった。私は数時間前の出来事を思い返して溜息をついた。




　授業を終えた夕方、てっきり仲島がいると思って部室に行ってみると姿は見えず、メッセージを送ってみたらバイトがあるから不参加との返信がきた。今週の少年漫画誌の萌もえどころを熱く語るつもりだった私は肩かたを落とした。けどこのサークルの七割は腐ふ女じよ子しだから話し相手も多い。ジャンルは違えど人の話を聞いていると新しい萌えにも繫がる。大学生ともなると真剣に心理学を絡めてＢＬ談義をするような子もいて面おも白しろいのだ。

　誰か腐女子仲間が来ないものかと待っていたら扉を開けたのは男子、吉よし岡おか先輩だった。

「今日は冴さえ草ぐささんしかいないんだ。仲島もいないなんて、珍めずらしいね」

「よ、吉岡先輩、こんにちは」

　苦手な人が来てしまって私はすぐに退室したくなった。吉岡先輩は、ひとつ年上で背が高く顔立ちが整っているので一見オタクには見えないが仲島に言わせると重度のロリコン嫁オタクらしい。ショタならまだしもロリでは盛り上がれないので話を合わせるのが難しい。

　断る隙もなく先輩は隣の椅い子すに座ってきた。大して仲良くもない男性との近距離は精神的に厳しいものがあり、少しだけ椅子ごと彼から距離を取った。

「あ、それ今週号でしょ。俺も読んだよ。ミコトちゃんが可愛かわいかったなぁ」

　先輩の言うミコトちゃんが出てくる漫画は毎回必ずパンチラシーンを入れてくるハーレム物の漫画だ。私は偶たまにしか読んでいない。

「そ、そうですね」

　既に会話が苦しい。私が可愛いと思うのはアタッカーの勝しよう吾ご君なのでミコトちゃんとは絡めようがない。

「冴草さんも読んでるんだね！　今さ、オススメのアニメがあるんだよ。良かったら見てみて、女の子でも絶対面白いから」

　と先輩が机に置いたのは全部で十枚ある魔法少女アニメのＤＶＤボックスだった。

「い、いいですよ。大切なＤＶＤを傷つけちゃったら悪いですし」

「気にしないで、それは布教用だから。明日のサークルの飲み会で感想教えて」

「飲み会には参加しません。時間も遅いと家族が心配しますし」

　特に兄が。そうじゃなくても行きたいとは思わないので飲み会はいつも断っている。

「そんなに遅くないって。飲み会のスタート、六時からだよ。はじめは居酒屋じゃなくてカラオケ屋だしそれなら平気だよね？　二、三時間だけでもいいから参加しようよ。皆冴草さんと話したいと思ってるしさ」

　話すだけならここでもいいんじゃないかな。どうすれば断ることができるか、上手い言い訳が思い浮かばない。

「だけど私は行くつもりは……ってもういない！」

　私が考えている間に先輩はＤＶＤを置いて部室を去ってしまった。言い逃げか……。

　このまま先輩の布教用ＤＶＤを放置していくわけにもいかない。だから私は渋しぶ々しぶ家に持って帰ってきたのだ。




「先輩には明日、感想を伝える約束をしているので早く見てしまわないと」

　一枚目が終わったのでソファから立ち上がり、次のＤＶＤをセットする。これが魔法少年だったらどれだけ楽しかったことか。男が二人いればカップリングもできるのに。それも適わないなんてある意味貴重なアニメかもしれない。

「このアニメってさ、その男の趣味だよね。悠子ちゃんに好意がないと薦すすめないと思う」

「だから平気ですって。この私ですよ。そうやって仲島や倖さちさんの時も勘かん違ちがいしたじゃないですか。ちょっと趣味は異なりますけど悪い人ではありませんし」

　好きなものに熱中するあまり、畑違いの私に布教してしまっただけで……。

「あの二人の時はそうだったかもしれないけど、そいつは違う。絶対悠子ちゃんを狙ってる。明日どこで会うの」

「六時にカラオケ屋さんで、って言っても二人きりじゃありません。他に文芸サークルの友人もいますから安心して下さい」

　兄には私が所属しているのは、漫研ではなく文芸サークルと高こう尚しような響きに変えて伝えている。念には念を入れて損はない。

　先輩の言い方だと最初はカラオケ屋で、二時間くらいしたら居酒屋に移動するのだろう。私はカラオケ屋を出たら退席する予定だ。

「でもなぁ」

「なるべく早く帰ってきますから！」

　カラオケ屋なら麻紀ちゃんともよく行くし、先輩に簡単に感想を伝えて皆の歌を聞いている内に終わる。私は戦う魔法少女達を脳内で少年に変換してテレビに集中していた。




　翌日、私は先輩から借りたＤＶＤボックスを持ってカラオケ屋に来ていた。入り口の前には吉岡先輩が立っていて「こっちだよ」と手を振っている。

「早いね、まだ十分前だから誰も来てないよ。先に入って待ってよう」

　こんなことなら時間ぴったりに来れば良かった。後こう悔かいしながら先輩の後に付いてエレベーターに乗った。

　扉の開いた部屋の中は薄暗く、机にはドリンクメニューが置いてある。上着をハンガーに掛けて角のソファに座る。

「飲み物は何にする？」

　先輩が開いたページにはお酒しか並んでいなかった。飲む気満々ですか。私はソフトドリンクのページを探してアイスティーを頼んだ。

　腕時計を見ると、とっくに待ち合わせ時刻だ。遅刻なら誰か一人くらい連絡を寄越しそうなものだがスマホに反応はない。

「皆遅いですね」

　今日飲み会に参加すると話していた女友達にメッセージを打とうとしたところで私はぎょっとした。先輩が肩かたの触れる距離に座っていたのだ。

「冴草さんって髪、綺き麗れいだよね」

　先輩が私の結んだ髪を手に持っている。これはセクシャルハラスメントになるんじゃないだろうか。

「ミ、ミコトちゃんには負けますって、ハハハ」

　二次元嫁がいる人が私のような底辺女子にそんなことをするはずはないと自分に言い聞かせる。

「そうかな、負けてないよ」

　笑みを浮かべて私の太ふと腿ももに手を乗せてきて、鳥肌が立った。先輩の顔が段々近づいてきてそれを避けて後ろに下がる内にどんどん押し倒されるような形になっていく。

「先輩、ちょっと近すぎませんか」

「ううん、俺達はもっと近くなるべきだ」

　気のせいじゃない。これは間違いなくセクハラで私は襲われている!!　勢いをつけて先輩の顔に頭突きをしようとしたその時、部屋の扉が開いた。

「俺の悠子ちゃんに何してるのかなぁ、君は」

「い、和泉さん!?」

　突然の兄の登場に驚きを隠かくせない。ずかずかと中に入り、兄は先輩を長い足でソファから蹴けり落とした。私の手を取って立ち上がらせ、ぎゅうっと私の体を抱き締めた。

「間に合って良かった」

　兄は安あん堵どの息を漏もらして私の背中を撫なでている。先輩に触られた時は不快に感じたけど、兄だと心地がいい。

「ちょっ、あんた誰だよ。いきなり入ってきて邪じや魔まするな」

　立ち上がろうとした先輩の胸を兄が足で潰つぶして押さえつけた。

「俺は悠子ちゃんの恋人だよ。邪魔なのはお前だ、身の程知らずの外げ道どうが」

　兄は話しながらげしげしと先輩を踏ふみつける。

「サークルの本当の飲み会の会場は居酒屋で時間は八時からだろう。だけどお前は悠子ちゃんを油断させるために早い時間を伝えて場所もカラオケ屋に変更した。悠子ちゃんを密室に連れ込んで何しようとしてたんだ、あぁ？」

　まさか先輩が私相手にそんなことを企たくらんでいたなんて……体がぶるりと震えた。

「あぁ、こんな奴と同じ部屋にいたら怖いよね。早く家に帰ろうね、悠子ちゃん」

　兄は先輩をひと蹴りし「もう二度と悠子ちゃんの前に顔を出すなよ、吉岡」と捨て台詞ぜりふを吐いて私と共にカラオケ屋を出て行った。




「俺の言う通りだったでしょう、悠子ちゃん」

「返す言葉もございません」

　私は我が家の一階にある和室で兄に向かって土ど下げ座ざした。

「今日は間に合ったけどね、いつでも助けに行けるわけじゃないんだよ。悠子ちゃんにはもっと危機意識を持ってもらわないと」

「仰おつしやる通りでございます」

　下げた頭が上げられない。あの時、兄が来てくれなかったら今頃自分はどうなっていたことか、おぞましすぎて考えたくもない。

「あの、けどよくお店の場所がわかりましたね」

　先輩の名前も知ってたし、詳しいことは話してなかったのに。

「悠子ちゃんのことだからね」

　兄はにこりと意味深に笑う。どこまで把は握あくされているのか、兄の情報網の広さに寒気が走った。

「今後は本当に気を付けます。なのでそろそろ部屋に戻っても」

「駄だ目め。まずはここに座ること」

　兄は真剣な表情であぐらをかく自分の足を指差した。それはつまりその足の上に乗れということだろうか。全力でご遠えん慮りよしたい。

「えっと、重いですからやめておきましょうよ」

「あいつに触られた記憶を俺が上書きする必要があるから早く座って」

　ぽんぽんと足を叩いて促うながされても私は顔を真まっ赤かにして首を振ることしかできない。

「じょ、冗じよう談だんですよね」

「これはお仕置きです。悠子ちゃんは口で言ってもわかってくれない。俺は五年以上も忠告してたのに……触ってもいい男は俺だけだって体で覚えようね」

　え、でも兄の膝ひざの上で撫で回されているところを万が一家族に見られたりしたら憤ふん死しものなんですが。思わず後ずさると兄が私を壁に追いつめて囁ささやいた。

「大丈夫、両親と豊ゆたかは今日から田舎いなかに泊まりに行ったから」

　そんな新事実を聞かされても安心なんかできない。私は兄を両手で突き飛ばして和室から飛び出した。

　ダッシュで階段を駆け上り自室に入る。扉を背にしてずるずるとうずくまり両手で顔を隠した。扉の前で私の名前を呼ぶ兄の声がする。心臓が暴れ出して動どう悸きが止まらない。

「悠子ちゃんはただ俺に身を委ゆだねてくれればいいから、ね？」

　果たして私は逃げきれるのか。

　一難去ってまた一難──長い夜の始まりだった。
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